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文教福祉委員会会議録 

 

平成３０年９月２８日 金曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ４時４６分閉議（実時間３２２分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１１４号・平成２９年度八代市一般

会計歳入歳出決算（関係分） 

１．議案第１１５号・平成２９年度八代市国民

健康保険特別会計歳入歳出決算 

１．議案第１１６号・平成２９年度八代市後期

高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

１．議案第１１７号・平成２９年度八代市介護

保険特別会計歳入歳出決算 

１．議案第１２２号・平成２９年度八代市診療

所特別会計歳入歳出決算 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  上 村 哲 三 君 

副委員長  橋 本 幸 一 君 

委  員  金 子 昌 平 君 

委  員  鈴木田 幸 一 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  橋 本 徳一郎 君 

委  員  福 嶋 安 徳 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 監査委員       江 﨑 眞 通 君 

 会計管理者      秋 田 壮 男 君 

 教育部長       桑 田 謙 治 君 

  教育部次長     宮 田   径 君 

  学校教育課長    西 村   裕 君 

 
  学校教育課指導主事兼 
            井 上 雅 晴 君 
  指導係長 
 
 
  博物館未来の森ミュージアム 
            福 原   透 君 
  副館長 
 

  教育政策課長    機   智三郎 君 
 
  教育政策課 
            吉 村 紀美子 君 
  学校管理係長 
 
 
  教育サポートセンター 
            沖 村   巧 君 
  所長 
 

  理事兼生涯学習課長 澤 田 宗 順 君 
 
 健康福祉部長兼 
            丸 山 智 子 君 
 福祉事務所長 
 
 
  健康福祉部次長兼 
            上 田 真 二 君 
  福祉事務所次長 
 
 
  健康福祉部次長兼 
            小 林 眞 治 君 
  福祉事務所次長 
 

  健康福祉政策課長  續   良 彦 君 

  長寿支援課長    鶴 田 洋 明 君 
 
  長寿支援課 
            元 村 純 子 君 
  地域支援係長 
 

  理事兼こども未来課長 田 中 かおり 君 

  こども未来課長補佐 森 田 克 彦 君 

  生活援護課長    角   竜一郎 君 

  健康推進課長    南   睦 子 君 

  国保ねんきん課長  岩 瀬 隆 敏 君 
 
  国保ねんきん課副主幹兼 
            秋 永 誠 一 君 
  医療給付係長 
 
 
  国保ねんきん課副主幹兼 
            園 川 純 大 君 
  後期高齢者医療係長 
 
 

                              

○記録担当書記     鶴 田 直 美 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

です。長（上村哲三君） 皆さん、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）定刻となり、定足数に達しましたので、

ただいまから文教福祉委員会を開会いたしま

す。 

 本日は、本委員会に付託されました決算議案

につきまして、閉会中審査を行うことといたし

ております。 
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 審査に入ります前に、まず決算審査の進め方

について御説明いたします。 

 まず審査方法についてですが、９月２１日の

本委員会でも報告いたしましたが、まず一般会

計決算の歳出及び各特別会計決算の歳出の審査

については、平成２９年度における主要な施策

の成果に関する調書及び土地開発基金の運用状

況に関する調書に基づいて、また各特別会計の

歳入の審査については、平成２９年度八代市特

別会計歳入歳出決算書に基づいて説明を聴取

し、監査委員からの審査意見書も含めたところ

で質疑を行うことといたしております。 

 また、審査の流れといたしましては、それぞ

れの決算ごとに質疑、討論、採決を行う予定と

しております。 

 そのほかの審査方法については、お手元に配

付しておりますような方法で進めさせていただ

きますのでよろしくお願いいたします。 

 次に、審査日程についてですが、事前に配付

いたしております日程表のとおり、審査の進行

によっては予定している審査項目を１０月９日

火曜日の予備日に繰り越すことも考えられま

す。 

 以上、本委員会の審査がスムーズに進みます

よう、委員の皆様方の御協力をお願いいたしま

す。 

                              

◎議案第１１４号・平成２９年度八代市一般会

計歳入歳出決算（関係分） 

○委員長（上村哲三君） それでは、本委員会

に付託されております決算議案５件の審査に入

ります。 

 まず、議案第１１４号・平成２９年度八代市

一般会計歳入歳出決算中当委員会関係分を議題

とし、執行部より説明を求めます。 

 それでは、第９款・教育費及び第１０款・災

害復旧費中教育部関係分について、教育部から

説明願います。 

○教育部長（桑田謙治君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

教育部でございます。本日の決算審査、よろし

くお願いいたします。 

 教育部の決算審査をお願いするに当たりまし

て、まず私から平成２９年度の総括をいたしま

す。着座にて説明をさせていただきます。 

 教育部所管では、経済文化交流部を除きまし

て、予算額が３８億３６１２万８０００円、決

算額が３６億５８０万８０００円。平成３０年

度への繰り越しが９７４３万５０００円、執行

率が９６.４％でございます。 

 まず、平成２９年度教育部の予算編成に当た

りましては、八代市教育振興基本計画に掲げた

事業をベースに、市、市議会を初め、教育委員

会委員、学校教育、社会教育に関係する各審議

会等からの提言や学校等からの要望等を踏ま

え、市の予算編成方針に基づき予算を編成して

おります。 

 ２９年度は、最終年度となります八代市教育

振興基本計画の総仕上げを図るとともに、熊本

地震の復旧・復興プランを着実に推進するため

に、特に次の事項について重点的に予算確保に

努めたところでございます。 

 まず１項目めとしまして、学校現場を支援す

る体制の充実とともに、学力向上へ向けて特色

ある教育の推進を図ること。２点目としまし

て、校区公民館から市公民館１館体制へ、ハー

ド・ソフト両面での円滑な移行を推進するこ

と。３点目、学校等の防災機能の強化や市民の

心の復興を目指した事業を推進することでござ

います。 

 また、教育部では、平成２９年度の部組織目

標としまして、１つ、子供たち一人一人の生き

る力を育むこと。２つ、地域とともに学校・園

の教育力を高めること。３つ、学校・家庭・地

域の協働により、社会全体の教育力を高めるこ

と。４つ目としまして、生涯を通じて楽しく学
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ぶことのできる充実した環境を提供することを

掲げまして、次の５つの施策を優先かつ重点的

に推進しました。 

 ５つの施策では、第２期八代市教育振興基本

計画の策定、いじめ・不登校対策の充実、小・

中学校体育館等の非構造部材の耐震化推進、生

涯学習活動推進体制の整備・充実及び博物館特

別展覧会の開催でございます。 

 まず、八代市教育振興基本計画につきまして

は、平成３０年３月に策定しまして、今後４年

間の本市が目指す教育の実現に向け、施策の取

りまとめができ、今年度からこの計画に基づ

き、各施策を推進しているところでございま

す。 

 いじめ・不登校対策の充実につきましては、

いじめ・不登校対策を喫緊の課題と捉えて、本

市いじめ防止基本方針や不登校対策やつしろプ

ランに基づき、相談機能及び組織体制の充実を

図るとともに、学校、関係機関と連携強化を図

り、未然防止及び解消に努めてまいりました。 

 小・中学校体育館等の非構造部材の耐震化に

つきましては、平成２７年度から耐震化工事に

取り組んでおりますが、２９年度も計画的に整

備を進めることができ、進捗率が６３％となっ

ております。体育館等の非構造部材の耐震化に

ついては、平成３１年度までに完了できるよ

う、引き続き推進してまいります。 

 また、災害時に避難所となります学校施設に

おきましては、復旧・復興プランに基づき、屋

外トイレ、スロープ、災害備蓄倉庫及び屋外照

明の設置を進めて、避難所機能の強化に取り組

んでいるところでございます。 

 生涯学習活動推進対策の整備・充実につきま

しては、２９年度から校区公民館体制から八代

市公民館の１館体制となり、新たな公民館とな

りますパトリア千丁の施設を社会教育及び生涯

学習施設として機能を発揮せるため、さらには

利用者の利便性を確保をするために、空調設

備、会議室等の改修工事を実施しております。 

 また、１館体制への移行に伴い、地域の方の

生涯学習の機会が低下しないよう、講座等の内

容や実施方法を見直し、より一層の市民のニー

ズに沿った多様な学習機会、学習情報の提供を

行ってまいりました。 

 博物館特別展覧会の開催では、２８年度に熊

本地震により中止を余儀なくされた「円山応挙

－京都相国寺と金閣・銀閣の名宝展ふたたび

－」を熊本地震からの復興を願い、改めて実施

することができました。目標の倍以上を超える

入館者があり、市民の心の復興につながりまし

た。 

 教育部では、そのほか多くの事業を２９年度

実施いたしましたが、全体としておおむね順調

に進捗できたものと考えております。 

 今後、教育部としましては、八代市重点戦略

に掲げられた事業や第２期八代市教育振興基本

計画の着実な推進を図るとともに、重要課題と

認識しております学力向上、いじめ・不登校対

策、特別支援教育の充実、学校・地域・家庭の

連携強化及び教職員の長時間勤務の解消に向け

て、組織一体となって取り組みを進めてまいり

ますので、御理解と御支援をお願い申し上げま

す。 

 以上、２９年度決算の総括とさせていただき

ます。引き続き宮田教育部次長が決算の説明を

いたしますので、よろしくお願いをいたしま

す。 

○教育部次長（宮田 径君） おはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）教育部次長の宮田です。よろしくお願いし

ます。 

 それでは、私のほうから平成２９年度教育部

関係の歳出決算について説明をさせていただき

ます。恐れ入りますが、座って説明いたしま

す。 

 まず、主要な施策の成果に関する調書（その
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１）のほうをごらんいただきたいと思います。

主要な事業の、半ページずつちょっと資料がつ

いているやつでございますけれども、主要な施

策の成果に関する調書（その１）のまず１１ペ

ージをお願いいたします。 

 歳出決算の状況でございますけども、（イ）

目的別の項目、９教育費、予算減額（Ａ）は現

年度４３億２７３万９０００円に平成２８年度

からの繰越額６億４４４９万１０００円を加え

た４９億４７２３万円となります。繰越額のう

ち、教育委員会所管分は２億５５９３万９００

０円でございまして、小中学校体育館の非構造

部材耐震改修事業費が主な内容でございます。 

 続きまして、支出済額（Ｂ）は４６億１０２

７万８０００円、隣の欄、翌年度への繰越額

（Ｃ）は１億５０３５万５０００円で、このう

ち教育委員会所管分は９７４３万５０００円で

ございまして、小中学校６校分のグラウンド等

屋外照明設置工事２６８６万４０００円、鏡中

学校屋外便所改築工事２２６９万３０００円、

八代市公民館改修に伴う建築・電気・機械設備

工事４１８７万８０００円などが主な内容でご

ざいます。 

 次に、執行率が９６.１％。歳出総額に占め

る教育費の構成比は７.０％、前年度と比較い

たしまして、額としては１億６３６２万９００

０円の減となっておりますが、率として３.

４％の減となっておりますけども、その主な理

由は、２８年度で終了した六中体育館改修事業

費８５１４万７０００円の減。それと校区公民

館のコミュニティセンター化に伴う公民館主事

１３名分の人件費約８０００万円の減によるも

のでございます。 

 それでは、款９・教育費の中から教育部所管

の主な事業について説明をいたします。調書の

１４９ページをお開きいただきたいと思いま

す。 

 まず、小中一貫・連携教育推進事業です。こ

の事業は、義務教育９年間を通して、小中学校

が連携して学習指導や生徒指導を行うことで、

確かな学力、豊かな心、健やかな体などを育む

ための事業で、平成２７年度より全ての中学校

区で導入をいたしております。 

 ２９年度は、本年１月に京都市で行われまし

た小中一貫教育全国サミットに参加いたしまし

て、泉中学校が実践発表を行ったほか、第七中

学校区での小中一貫・連携教育公開授業研究会

の開催や、コーディネーター研修会などを実施

いたしました。 

 決算額は２６５万９０００円で、全国サミッ

トの参加旅費、消耗品費などのほか、学校生活

における子供たちの意欲や学級満足度を図るＱ

－Ｕテストの業務委託費が主なもので、特定財

源として、県の小中一貫教育推進事業委託金７

６万２０００円を活用しております。 

 今後の方向性としては、現行どおりとし、子

供たちに挨拶、礼儀、片づけを励行するやつし

ろスピリッツの浸透に引き続き取り組むととも

に、成果と課題を検証しながら、より実態に即

した事業の推進を図ってまいりたいと考えてお

ります。 

 次に、１５０ページ上段、奨学資金貸付事業

でございます。 

 この事業は、経済的な理由により高校、大学

等への就学が困難な方に奨学金を貸与するもの

です。決算額は３０６万９０００円で、２９年

度は継続分の８名の方に対しまして３００万円

の貸し付けを行っております。 

 なお、不用額が４２０万５０００円となって

おりますけども、これは平成２９年度の新規貸

付の申請者がなかったため、予定していた分が

不用となったものでございます。 

 近年、本市での新規申請件数は減少傾向にご

ざいましたけども、その理由といたしまして

は、日本学生支援機構や育成資金などの主要な

奨学金制度が昨今クローズアップされておりま
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す学生の貧困への対策といたしまして、貸付要

件の緩和や無利子制度の拡大を行った結果、大

変借りやすくなっているという状況が大きく影

響しているものと考えております。 

 ただ、本市といたしましても、その対策とい

たしまして、より利用しやすい制度とするため

に、昨年度早速規則を改正いたしまして、貸付

要件の緩和を行っております。また、ポスタ

ー、チラシを作成いたしまして、市内の高校等

に周知活動を行いました結果、今年度は３件の

新規申請がございまして、このうち２件が貸付

に至ったところでございます。 

 今後の方向性といたしましては、引き続き制

度の広報を図るとともに、コンビニ収納や口座

振替の周知にも努めまして、適宜状況に応じた

制度の見直しも検討していきたいと考えており

ます。 

 次に、１５１ページ上段の小中学校ＩＣＴ支

援員事業、お願いいたします。 

 市内小中学校等では、児童生徒の学力向上に

向け、タブレットパソコンを使ったわかりやす

い授業展開に取り組んでおりますけども、その

効果を確かなものとするために、ＩＣＴ支援員

を配置し、学校を巡回して授業、研修等の支援

を行っております。 

 決算額１１３２万７０００円は、全額ＩＣＴ

支援の業務委託料でありまして、今後の方向性

としては、より効果的なＩＣＴの活用を図り、

教職員の授業力の向上と児童生徒の学習意欲の

喚起に努めてまいります。 

 次に、１５２ページ上段の八代市学校・子ど

も教育応援基金事業です。 

 この事業は、八代市の未来を担う子供たちの

ために、学校での学びを支援する事業でござい

まして、本来、平成３０年度からの新規事業で

ございますけども、平成２９年度におきまして

は特定財源として教育振興にかかる寄附金をも

とに、年度末に基金を創設したものでございま

す。 

 決算額は１０００万円でございまして、今後

とも基金への寄附を広く呼びかけながら、子供

たちの学力向上等に向けた各種の事業を進めて

まいります。 

 次に、その下段の教育サポート事業です。教

育委員会では、教職員への助言などを行う経験

豊かで実践的指導力にたけた退職教員二人を教

育サポートセンターに配置しており、学校の要

請に基づき、授業づくり、学級づくりなどさま

ざまな支援を行っております。 

 決算額は４２９万９０００円で、その主なも

のは教育サポーター二人に要する賃金です。２

９年度は、学校経営、学習指導及び校内研修な

ど、延べ５７０件の活動件数であり、前年の４

４６件からさらにふえている状況でございま

す。 

 今後の方向性は、学校からの要請が大変多い

ということで、そしてまた１つ１つの事案に時

間もかかるという現状を踏まえまして、人員や

勤務日数等の拡充を検討していく必要があるた

めに規模拡充としております。 

 次に、１５４ページ上段の通学関係事業で

す。 

 この事業は、遠距離等により通学が困難な児

童生徒に対しスクールバスの運行や通学経費の

補助を行うものでございます。 

 ２９年度にスクールバスを運行しました学校

は、八竜小、泉小中、文政小、東陽小、宮地

小、金剛小及び支援学校の７校でございます。

そして、３０年度から本校統合となりました八

千把小浜分校分のスクールバス購入、それと老

朽化した八竜小のバスの更新及び生徒数の増加

に伴う支援学校バスの追加購入を行っておりま

す。また、坂本中におきましては、ＪＲ等の公

共交通機関の定期券購入に対する補助も行った

ところでございます。 

 決算額は９２５０万４０００円で、主に運行
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業務委託料、燃料費、車検・修繕料及び３台の

新規車両の購入経費でございます。 

 また、不用額５５４万８０００円はスクール

バス３台の購入に係る入札残とバス修繕料の減

少などによるものでございます。 

 特定財源は、僻地地域のスクールバス運行及

びスクールバス購入に対する国補助金２２１万

１０００円とスクールバス購入に伴う地方債１

０００万円、その他元気づくり応援基金からの

繰入金５８６万５０００円などでございます。 

 今後の方向性として、今後ともスクールバス

の安全な運行に努めるとともに、必要な通学手

段の確保を維持してまいります。 

 次に、１５５ページ上段の学校支援職員配置

事業でございます。 

 学校現場の現状といたしまして、図書館運営

や児童生徒の特別支援に必要な人員の不足があ

るため、きめ細かな教育の推進のために支援職

員を配置しております。 

 ２９年度の支援職員の配置状況は、特別支援

教育支援員が５７名、学校図書館支援員が２５

名、中学校に配置する生徒指導支援員が５人、

支援学校に配置する看護師３人及び幼稚園保育

支援員８人の計９８人でございます。 

 決算額は８５１７万６０００円で、今後の方

向性は、特別支援を要する園児、児童生徒がふ

える傾向にあることから、これに対応する人員

の確保を検討していく必要があるため、規模拡

充としております。 

 次に、１５６ページ上段の要保護・準要保護

就学援助事業です。 

 この事業は、経済的な理由により就学困難と

認められる児童生徒や、特別支援学級に在籍す

る児童生徒の保護者の経済的負担を軽減するた

めに、就学に必要と認められる学用品費、修学

旅行費、新入学用品費などの経費について援助

を行うものです。 

 就学援助を受けた児童及び生徒数は、小学校

９７０人、中学校５９８人。また、特別支援教

育就学奨励費の対象となった児童及び生徒数

は、小学校２３０人、中学校７５人で、合わせ

た総支給額は、小学校が３１７５万６０００

円、中学校が４０８６万２０００円で、決算額

はこの合計額の７２６１万８０００円となって

おります。 

 特定財源は、要保護児童生徒就学援助費及び

特別支援教育就学奨励費に対する国補助金５１

７万３０００円で、今後の方向性としては、引

き続き経済的な理由による就学困難な児童生徒

を援助してまいります。なお、今年度より新入

学児童生徒学用品費の入学前支給を実施するこ

ととなっております。 

 次に、１５７ページ上段のパソコン教育推進

事業でございます。 

 この事業は、児童生徒の情報活用能力の育成

とわかりやすい授業展開を目指して、市内各学

校等にパソコン等を配備するものでございま

す。なお、２９年度は前年度の中学３年に続き

まして中学２年の教室に電子黒板を整備いたし

ました。 

 決算額１億９５３４万６０００円は、パソコ

ン２６０３台分のリース料及び機器点検料と電

子黒板購入費用でございます。なお、この電子

黒板購入費については、全額特定財源として、

ふるさと八代元気づくり応援基金を活用いたし

ております。 

 今後の方向性といたしましては、さらに進展

するＩＣＴ社会に対応していくために規模拡充

としておりまして、引き続き計画的な機器整備

とその有効活用を図ってまいります。 

 次は、１５８ページ上段の泉第八小学校教職

員住宅新設事業です。 

 泉第八小学校の教職員住宅については、平成

２８年４月の熊本地震により、住宅が立地して

いる土地に地割れや基礎の亀裂などが生じ、崩

落の危険性があったため、移転・改築を行った
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ものでございます。 

 この事業は、平成２８年度事業完了を予定し

ておりましたけども、熊本地震の影響に伴う施

工業者の人手不足などがございまして、入札が

不調となり、工事契約までに日数を要したこと

から、本体工事等を次年度に繰り越して事業を

行ったものです。新しい教職員住宅は、木造２

階建ての長屋住宅で１戸当たり約４０平方メー

トル、４戸のつくりとなっております。 

 決算額は４８６６万４０００円で、住宅改築

工事、電気設備工事、機械設備工事、旧住宅の

解体工事などが主な内容でございます。 

 特定財源は、国補助金が９７０万４０００

円、地方債の過疎債が２５３０万円で２９年度

で事業完了となります。 

 次は、その下段の小学校非構造部材耐震改修

事業でございます。 

 本市では、昭和５６年以前に建築された学校

施設で、耐震性が低いと診断された施設につい

て平成２７年度までに構造体の耐震化対策を完

了しており、現在はつり天井、照明器具、バス

ケットゴール等の落下防止対策のため、平成２

７年度から非構造部材耐震改修事業に取り組ん

でいるところでございます。 

 ２９年度は、代陽小、植柳小、八竜小など８

校で改修工事を行いまして、決算額は９８７３

万円、特定財源として国補助金２２４２万７０

００円、学校教育施設等整備事業債７５９０万

円を活用しております。 

 これら事業は、国の経済対策に基づいて２８

年度に補正予算を計上したものですが、資材や

工事足場など、工事の準備期間を確保するため

に年度内に契約を済ませる一方で、授業等に影

響が出ないように翌年度２９年度の夏休みに重

点的に工事を行うために繰り越したものでござ

います。 

 次に、１５９ページ下段、語学指導外国青年

招致事業です。 

 この事業は、英語を母国語とする外国青年を

招致し、教員と共同で授業を行うことにより、

英語教育の充実と異文化の理解等を図るために

実施しています。 

 ２９年度は１０人の外国語指導助手――ＡＬ

Ｔを幼稚園・学校に派遣しておりまして、小学

校では外国語活動の中で英語によるコミュニケ

ーション能力の基礎を培うこと、また中学校で

は音声指導でありますとか、英語で話す・聞く

ことへの関心を高めることを目的として活動を

行いました。 

 決算額４９６０万２０００円はＡＬＴの報

酬、社会保険料、住宅借上料が主なものでござ

います。 

 今後の方向性といたしましては、平成３２年

度からの小学校英語の教科化を踏まえまして、

子供が英語に親しむ環境づくりや学校における

英語教育の改善をさらに進めていく必要がある

ことから、規模拡充としております。 

 次に、１６０ページ上段の不登校児童生徒の

適応指導事業です。 

 この事業は、適応指導教室くま川教室を開設

し、不登校状態にある児童生徒に対して、教職

員経験のある指導員による学習指導や、ボラン

ティア活動等を通じた適応指導などを行いまし

て、学校復帰や社会的な自立を支援するもので

ございます。 

 ２９年度は、正式入級者は中学生１３人でご

ざいましたけども、体験入級など一時的な通級

者を含めると３５人の生徒が利用をいたしてお

ります。 

 決算額は８１０万２０００円、その主なもの

は、指導員８人分の賃金です。 

 今後の方向性は、現行どおりとしておりまし

て、引き続き一人一人の課題に応じたきめ細か

な対応を図ってまいります。 

 次に、１６２ページ上段の中学校非構造部材

耐震改修事業です。 
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 この事業は、先ほど説明いたしました小学校

分と同様に、つり天井などの非構造部材の落下

防止対策のため、改修を行うものでございま

す。小学校と同様に、授業への影響を考慮し

て、２８年度から繰り越して、二中、五中など

６校で改修工事を行っております。 

 決算額は７３８０万８０００円で、特定財源

として国補助金１６１９万９０００円、学校教

育施設等整備事業債５７３０万円を活用してお

ります。 

 今後の方向性としては、児童生徒の安全確保

と避難所の機能確保のため、国の補助金を活用

いたしまして、引き続き事業の推進を図ってま

いります。 

 次に、１６３ページ上段の準要保護就学援助

事業でございます。 

 この事業は、先ほど説明いたしました要保

護・準要保護就学援助事業と同様に、経済的な

理由により就学困難と認められる児童生徒に学

校給食費の援助を行うものでございます。 

 決算額は７３１４万５０００円で、２９年度

は小学校１００２人、中学校５７９人の計１５

８１人に援助を行っております。今後も子供た

ちの健全な発育のために、引き続き事業を継続

してまいります。 

 次に、１６４ページ上段の公益財団法人学校

給食会運営補助事業です。 

 この事業は、公益財団法人学校給食会に対し

まして、主に人件費に係る経費について補助を

行うものでございます。学校給食会は、旧八代

市地域の学校給食を受け持っておりまして、そ

の食数は市全体の約８割に当たる約８５００食

の調理を行っております。 

 決算額は２億９４３５万円で、今後の方向性

としては、現行どおりに安全・安心な給食の安

定した提供を行いながら、将来的には給食施設

の再編整備に合わせまして、学校給食会のあり

方も検討してまいりたいと思います。 

 次は、１６５ページ上段の学校・家庭・地域

の連携協力推進事業でございます。 

 この事業は、地域の人材を活用して地域全体

で未来を担う子供たちを育む事業で、放課後子

ども教室、地域学校協働活動事業及び地域未来

塾を実施いたしました。 

 放課後子ども教室は、放課後の子供の居場所

づくりとして小学校の余裕教室を活用し、さま

ざまな体験活動、学習活動を行うもので、郡築

小、昭和小、泉小で合計１７１回開催されまし

た。 

 地域学校協働活動事業では、第三中学校区に

おいて、地域の御協力により学習補助や環境整

備などの学校活動の支援が行われました。 

 地域未来塾は、経済的・地理的理由等で学習

塾に通えなかったり、学習習慣が十分に身につ

いていない生徒への学習支援を行うために、二

見中学校、坂本中学校、泉中学校で実施してお

ります。３年生を対象に教職員ＯＢが学習支援

員として合計１３７回実施したところでござい

ます。 

 決算額は３００万９０００円、コーディネー

ターや学習支援員への謝礼が主なもので、特定

財源として県の連携協力推進事業補助金１２０

万９０００円を活用しております。 

 今後の方向性は、現行どおりで運営スタッフ

の人材確保と育成に努めてまいりたいと考えて

おります。 

 次に、１６６ページ下段の公民館施設整備事

業です。 

 この事業は、市民が生活・文化・教養などの

講座を学ぶ身近な学習施設として、八代市公民

館の整備を行うとともに、地域の自治公民館の

新築・増改築に対しまして補助を行う事業でご

ざいます。 

 八代市公民館においては、２９年度にホール

空調の改修、中央監視盤の更新、事務室等の照

明改修工事を行っております。 
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 自治公民館については３０件、計１２５５万

円の補助を、また自治公民館再建支援事業とし

て１３件、計５５３万３０００円の補助を行い

ました。 

 事業全体の決算額は１億２２９２万８０００

円で、不用額の７４３万４０００円は主に入札

残によるものでございます。 

 特定財源として、熊本地震復興基金交付金９

６万４０００円、それと自治公民館再建支援事

業地方債４２０万円のほか、教育文化センター

建設基金から繰入金１億４３９５万７０００円

がございますけども、この基金繰入金のうち４

１８７万８０００円を次年度に繰り越ししてお

ります。今後、つり天井改修、音響設備などの

公民館ホールの整備に引き続き取り組んでまい

ります。 

 次に、少し飛びますけども１７０ページの博

物館特別展覧会事業をお願いいたします。１７

０ページでございます。 

 本事業は、市民がすぐれた芸術作品や貴重な

歴史資料に親しむ機会を提供し、文化への関

心、創作意欲を高めるとともに、郷土愛を育む

ものでございます。 

 まず、上段の秋季展覧会では、妙見祭のユネ

スコ無形文化遺産登録一周年記念といたしまし

て大笠鉾展を開催致しました。西日本各地から

集めた貴重な資料と八代妙見祭の笠鉾に係る展

示、解説を行いまして、笠鉾の始まりと変遷の

歴史を紹介したところでございます。 

 決算額は７０５万９０００円で、その主なも

のは、資料の運搬料、ポスター・チラシ・展覧

会図録の印刷代などでございます。 

 続いて、下段の春季展覧会でございます。こ

ちらは平成２８年の春に開催を予定しておりま

した「円山応挙－京都相国寺と金閣・銀閣の名

宝展ふたたび－」が熊本地震によりまして中止

となりましたけども、市民の同展開催へ向けた

思いを受け、相国寺の温かい御配慮と御協力を

賜りまして、２９年度の開催が実現したもので

ございます。同展覧会３９日間の期間中１万４

３５５人という驚くべき入館者数を記録いたし

まして、多くの市民が国内有数の美術品に触れ

る貴重な機会となりました。 

 決算額は６１１万６０００円で、その主なも

のは展示資料の借用謝礼及び資料運搬料などで

ございます。これらの特別展覧会につきまして

は、八代の文化振興のため、引き続き魅力ある

展示を企画してまいりたいと考えております。 

 次に、款１０の災害復旧費、文教施設災害復

旧費に移りたいと思います。 

 １８６ページをお願いいたします。１８６ペ

ージ下段の公立学校施設災害復旧事業（繰越

分）をお願いいたします。 

 これは、平成２８年４月に発生しました熊本

地震により被害が生じた学校等の災害復旧のた

めの事業です。２９年度は、前年からの繰り越

しといたしまして植柳小学校の外壁修繕と第一

中学校の校舎のひび割れ補修を行っておりま

す。 

 決算額は２５８万１０００円で、今後とも災

害により被災した施設については、早期の復旧

に努めてまいりたいと思います。 

 続きまして、別冊の歳入歳出決算書によりま

して主な流用について説明をしたいと思いま

す。こちらの別冊の決算書のほうをお願いした

いと思います。 

 １８２ページぐらいからがですね、教育費で

ございますけども、まず１９３ページ、１９３

ページの款９・教育費、項４・特別支援学校

費、目１・学校管理費の備考欄にございます１

８節・備品購入費より１１節・需用費への流用

１０９万円、こちらにつきましては、特別支援

学校の非常用発電機が制御基板のショートによ

り故障したため、流用いたしまして設備の修繕

を行ったものでございます。 

 続きまして、１９５ページをお願いいたしま
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す。 

 １９５ページの款９・教育費、項６・学校給

食費、目１・学校給食費の備考欄の１１節への

３件の流用がございますけども、こちらはいず

れも重油・灯油等の燃料費の価格の高騰により

まして予算が不足することとなったため流用を

行ったものでございます。 

 次に、１９７ページ、１９７ページの款９・

教育費、項７・社会教育費、目１・社会教育総

務費の備考欄にございます１１節への１９０万

円と８５万５０００円の２件の流用、目２・公

民館費からの２件の流用でございますけども、

これは八竜山自然公園の給水ポンプが突発的な

落雷により故障したため、設備の修繕を行った

ものでございます。 

 以上が教育部が所管します内容の概要でござ

います。決算についての説明とさせていただき

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑はありません

か。 

○委員（鈴木田幸一君） なら２つほどお願い

します。主要施策の成果に関する調書の１４９

ページですけど、小中一貫教育の連携教育推進

事業ですけれども、これを導入する際、当時の

文教福祉委員会のほうで小学生が中学生と交わ

ることが果たして小学生にいい効果だけだろう

か、悪い効果はありゃせんどかというふうに非

常に検討された部分もありましたが、その効果

として特に小学生の子供に対する心の影響と

か、あるいはその他成長過程における影響等に

ついては何か意見がございましたでしょうか。 

 それからもう一つはですね、円山応挙、１７

０ページですね。円山応挙展は１万数千人の観

覧者があったということで非常に喜ばれたとい

うことで、私も非常に喜んでおるところでござ

いますけれども、この後の方向として、特別展

覧会とか何とかでこういった多くの市民の参加

者を呼ぶようなそういったことを検討されたこ

とがありましょうかってことです。 

 以上です。 

○学校教育課長（西村 裕君） 失礼いたし

ます。学校教育課西村と申します。 

 今委員お尋ねの小中一貫連携教育についての

小学生、または中学生の心の成長といろいろ変

化があったかという点でございますが、泉の小

中一貫校につきましては、小学生が上級生に対

する憧れの心、そして中学生に対しましては下

級生を慈しむ心、そういうものが育ってきてお

りますし、各中学校区においては、そろえるべ

きところ、――学習ルールとかですね、生徒指

導面、それについて各中学校区で取り組んでい

るところでございますが、特に顕著な点といた

しましては、毎年アンケート調査を行っている

中で、小学生が中学生に行くのが楽しみと答え

ている割合、これが年々増加しております。ほ

ぼ小学生の８０％以上、多いところではもう９

割以上が中学校に行くのが楽しみと答えており

ます。小学校、中学校のほうで、各中学校で連

携を図っている成果がそういう点では少しずつ

出ているものと確信しております。 

 以上です。 

○博物館未来の森ミュージアム副館長（福原 

透君） 博物館の福原でございます。委員質問

のお答えをいたします。 

 これまでに博物館、平成３年の秋に開館しま

して１００本ほどの展覧会を企画してまいりま

した。その中で、今回２９年度行いました円山

応挙展の入館者数は第３位、歴代３位というこ

とでございました。 

 ほかにどういう企画があったかと申します

と、平成１９年に北斎が八代へやって来るとい

うことで葛飾北斎の展覧会をいたしましたとき

は、実に１万６３８４名ということで、人口の

１割を軽く超えるようなそういう企画も開催を

いたしております。 
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 私どもといたしましても、もうできるだけ多

くの方に来ていただきたいということで、いろ

いろ知恵は絞るんでございますが、なかなか日

本中でそういうすばらしいものは取り合いみた

いになるようなこともございますので、ですか

ら日常のですね、活動の中で美術館、博物館、

横の連携の中で情報収集とか、それからお互い

の助け合いの中でですね、借用ができるような

雰囲気をつくるようなことに努めておりますの

で、また数年のうちには似たような展覧会をで

すね、開催できるように今後とも努力していき

たいと思っておるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（鈴木田幸一君） まず、小中一貫教育

のことです。非常にいい成果が出ているという

ことで本当に安心しておるし、期待をすること

ができます。 

 ついでに成績につきましてはいかがでしょう

か。どぎゃんふうに、成績は上がったり下がっ

たりあんまり関係なかったですかね。 

○学校教育課長（西村 裕君） 失礼いたしま

す。小中一貫連携教育を推進していく中で学力

の向上という点につきましては、小学校の外国

語活動、これが本年度から１コマふえておりま

すけれども、小学校で。これまでも中学校の先

生方が小学校に参観に行く、小学校の先生方が

中学校に参観に行くということで連携を図って

いるところです。 

 学力という点では、まず小学生、中学生とも

に全国学力調査というものがありますけども、

小学校のほうでは算数の応用だけが全国平均並

みでございましたが、小学校におきましては、

国語の基礎、応用、算数の基礎、そして理科、

本年度理科もございましたが、全て全国平均を

上回っております。中学校につきましては、全

国標準学力調査の結果はほぼ全国並みではござ

いますが、全国学力・学習状況調査におきまし

ては、若干全国平均を全ての教科で下回ってお

りますが、そういう結果になっております。 

 以上です。 

○委員（鈴木田幸一君） ありがとうござい

ました。この効果がですね、成績にもよくなっ

ていくし、今後いろんな形でいい影響が出てく

ることを期待したいと思います。 

 それから、円山応挙展に関してですけれど

も、やはりこれについては予算等の絡みもあり

ますし、いつもそういった有名なものを引っ張

ってくるっちゅうわけにはいかんと思いますけ

れども、その辺についてはですね、十分に予算

等の絡みも考えて、もしよかったら我々文教福

祉委員もおりますので、いろんな方に相談にい

ただくならばいいかなと思います。 

 以上です。ありがとうございました。 

○委員長（上村哲三君） ただいまのは意見で

よろしいですか。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（上村哲三君） ここで各委員に申し

上げておきます。ただいま質疑を受け付けてお

りますので、意見があったら後ほどお聞きしま

すのでそのときにお願いします。 

 ほかにございませんか。 

○委員（野﨑伸也君） １５０ページの奨学資

金貸付事業ということで、貸してる方からの収

入というか返済について、どのような状況でし

ょうか。 

○教育政策課長（機 智三郎君） 教育政策課

の機でございます。よろしくお願いします。 

 奨学資金の収納状況ということでよろしゅう

ございますでしょうか。（委員野﨑伸也君「は

い」と呼ぶ） 

 平成２９年度末の収納率は、現年度分が８

３.６％で過年度分は１６.６％となっておりま

す。対前年度比で現年度分が５.２％、過年度

分が４.３％改善している状況でございます。

収入未済額につきましては、現年度分が１３１

万５０００円、過年度分が１７７９万７０００
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円という状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 前からもいろいろと返

してもらうことについてですね、いろいろと頑

張ってやっておられるとかっていう話もあった

し、世間、状況とかですね、そういったものも

反映してからのこともあろうかと思いますけ

ど、何か特別にやられてることとか、今まで以

上に何か対応されたこととかっていうのはあり

ますか。 

○委員長（上村哲三君） 滞納整理についてと

いうことでいいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○教育政策課長（機 智三郎君） 収納の対策

としましては、平成２７年度よりコンビニの支

払いを開始しております。２９年度より口座振

替の導入もしております。これによりまして支

払いの利便性を高めることで返しやすいような

状況をつくっているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。この件

についてですけれども、申請者がですね、なか

なかふえないとかっていう話もあったかと思う

んですけど、ほかの貸付金のほうが利用しやす

いというようなことがあって、今後もどうにか

検討して、制度見直しをして借りる方をふやし

ていきたいというようなお話もあったかと思う

んですけども、具体的にどのように考えておら

れますか。 

○教育政策課長（機 智三郎君） 御質問でご

ざいますが、奨学金の申し込みは確かにおっし

ゃいますように近年減少傾向にございまして、

平成２９年度は新たな申し込みというのはござ

いませんでした。この辺につきましては、次長

も説明しましたように、本市以外にも多くの奨

学金がございまして、学生支援機構などの主要

な奨学金の貸付要件なども本市と差がないこと

によりまして、これらのような知名度の高いと

ころに申し込まれることが多くなっているもの

ではないかというふうに考えております。 

 また、近年マスコミなどで奨学金の返済に苦

慮する若者の報道がなされるなど、奨学金も借

金であるという認識されたのも一因かというふ

うに考えております。 

 これらに対しまして、本市の奨学金はセーフ

ティネットの意味合いもあることから、より借

りやすくするために平成３０年度から保証人が

一人でも申請できるように見直しております。

また、チラシとかポスターをつくりまして、高

校・大学等にも配布しましたことから、本年度

は３件の申し込みがございまして、そのうち２

件に貸し付けをしておるような状況でございま

す。 

 このような形で今後も借りやすくて返しやす

いような形を検討していきたいというふうに考

えております。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。多分結構この事業というのは歴史ある事業

だろうというふうに思うとですよね。セーフテ

ィネットという話もされたのでそう思うんです

けど。時代背景が変わってきてですね、他の奨

学金もふえてきて、借りやすいものがたくさん

あるというふうなことであれば、やはり返って

こないというリスクもですね、今現在あるわけ

ですから、お金返してもらえないというリスク

もあるわけですから、そういったところは含め

てですね、もう自治体がですね、行うというと

ころのそこら辺のところをですね、民間ででき

ることは民間でというような話もありますの

で、そこら辺の検討も必要かなというふうには

少し思いました。 

 済みません、次のページ、１５１ページで小

中学校ＩＣＴ支援員事業というのがあります。

決算額１１３２万７０００円ということで、支

援員の委託料全額というような話がありました



 

－13－

けれども、今委託、支援員のほうの人数のほう

を教えていただきたいということと、今後規模

拡充をしたいというようなことでお話がありま

したけれども、支援員をふやしたいのか、何を

充実させていきたいのかというところを少し説

明願います。 

○学校教育課指導主事兼指導係長（井上雅晴

君） 失礼します。学校教育課の井上です。 

 現在ＩＣＴサポートセンターのほうにＩＣＴ

支援のほうを委託しております。人数につきま

しては３名で市内の旧八代郡の小中学校の一部

を除いて全ての学校を大体対応しております。

現在の状況でほぼ対応がいっぱいいっぱいの状

況になっておりますので、人数の拡充も必要で

はないかというふうに考えております。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） 今の説明で一部除くっ

ていうようなことがありましたけれども、その

理由。対応してないところ、一部除く対応でき

てないところ。 

○学校教育課指導主事兼指導係長（井上雅晴

君） 失礼いたします。タブレットの導入に伴

いましてＩＣＴ支援を充実させるということ

で、今申し上げた旧八代郡の学校につきまして

は、来年度配備完了する予定になっておりま

す。現在タブレットが入っているところに重点

的に支援を行ったということでございます。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。 

 続いて、ちょっと休みます。整理します。 

○委員長（上村哲三君） 意見は後でよかけ

ん。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） １５９ページの語学

指導外国青年招致事業についてですけども、今

１０名のＡＬＴの方が各小学校、中学校に入ら

れてるようですが、具体的にどういった形で授

業されてるか教えてください。 

○学校教育課長（西村 裕君） 失礼いたしま

す。外国語、英語、――小学校では外国語活

動、中学校では英語という教科につきましてＡ

ＬＴが定期的に小学校、中学校を回ります。小

学校におきましては、主に主となって、または

小学校の担任の先生方と一緒に教材をつくりな

がら授業を円滑に行っているところです。中学

校におきましては、チームティーチング、中学

校の英語教師と共同で授業を行い、時にはその

語学力を生かして子供たちと面接を行うなどの

スピーキングのテストに活用したり、その他い

ろいろな学校行事等に参加したり、暗唱大会の

審査員をしたり学校の中で非常に活躍をしてい

るところでございます。 

 以上です。 

○委員（橋本徳一郎君） 語学力っていうとこ

ろでの授業ということですけども、１つは社会

科にもなるかもしれないないんですけど、文化

の違いとかですね、そういった部分も、済みま

せん、ちょっと意見になるかもしれないです。 

○委員長（上村哲三君） 意見は後で。 

○委員（橋本徳一郎君） わかりました。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） １５４ページ、通学関

係事業ということでスクールバスの購入とかで

すね、そういったものを御説明いただきまし

た。これからですね、また購入の予定とかって

あればちょっと教えていただきたいんですけ

ど、ありますか。 

○教育政策課長（機 智三郎君） 失礼しま

す。今後のスクールバスの買いかえ予定という

ことでございますが、支援学校とか八竜小学校

で今後買いかえ等を予定しているところでござ

います。基本的にスクールバスの買いかえの基

準としましては、新車登録から１５年以上の経

過、または走行距離が２０万キロ以上を超えた
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場合を買いかえの対象としておりますので、随

時該当するものは買いかえていきたいというふ

うに考えております。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） その購入に該当するの

は１５年以上、もしくは２０万キロ以上という

ようなことでありましたけれども、これ今、今

後八竜小学校、支援学校のを購入していこうと

いうような話もあったんですけど、どちらが該

当してるんですか、どっちも該当してるんです

か。 

○教育政策課学校管理係長（吉村紀美子君） 吉

村です。よろしくお願いいたします。 

 御質問のスクールバスの買いかえでございま

す。八代支援学校のほうと八竜小学校の分なん

ですけれども、それぞれ１４年経過を既にして

いるものでございまして、買いかえをする予定

です。まずは八代支援学校のほうが先に来るか

なと思います。あと八竜小学校のほうが既に老

朽化してるものが２台ほど来ておりますので、

そちらのほうもあわせて要求をしていかなくて

はいけないかなと思っております。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。八竜小

のほうはやっぱり老朽化というような表現だっ

たんでどちらに該当するのかわからないんです

けど、１５年以上たったからというのはもちろ

ん、このシステムはわかるんですけど、購入し

てじゃあ２０万キロとか３０万キロとかってい

う走らない中で買いかえていくっていうのが果

たしてですね、何ていうのかな、何かもったい

ない気がするんですよね。通学のためだけに使

うっていうのが非常にもったいないんじゃない

かなっていうふうに思うんですよ。 

 これを購入するっていうのと、もしくはです

よ、委託で車も持ってるところが手を挙げてい

ただいて入札とかそういった関係でですね、発

注するとかっていう手だてもあろうかと思いま

すけども、そういった購入かそういった別のお

金の使い方というか、事業のやり方というのは

考えはなかったですか、検討というのは。 

○教育政策課長（機 智三郎君） スクールバ

スの運行につきましては、自前で購入して運行

する場合もございますし、委託契約で車も準備

してお願いしているところもございます。地域

の状況とかに合わせてそのあたりは検討しなが

ら入札等しているところでございます。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。じゃ

あ、それぞれによっていいほうを選択してやっ

てるっていうことで理解でよかですね。（教育

政策課長機智三郎君「はい」と呼ぶ） 

 わかりました。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） １５９ページ下段、先

ほどありましたけれども、語学指導外国青年招

致事業ということで、これ報酬で３６１０万９

０００円ですかね、というのがあったというふ

うに思いますけれども、このＡＬＴの方をどれ

だけ活用できるのかっていうのがちょっとわか

らないんですけれども、拘束できるっていうの

はどれだけ拘束できるんですか、この報酬で。 

○学校教育課長（西村 裕君） 失礼いたしま

す。１日７時間の勤務で週休日、または祝日等

除いてですね、ほぼ公務員と同じような勤務時

間となります。その活用につきましては、学

校、または地域からの要請等もありますので、

その点についてもですね、土日に出勤した場合

は代休を与えるとかそういうふうな活用もして

おりますので。 

 以上です。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか、野

﨑委員、今の説明で。 

○委員（野﨑伸也君） 非常に一生懸命語学指

導のほうをやっていただいているというのと、

市民に対する国際交流事業とかにも協力いただ

いているというふうに認識をしております。た



 

－15－

だですね、少しもったいなという気持ちがあっ

とですよね。もう少しいろんなところで国際交

流であったり、そのほかにもですね、せっかく

ですね、お金も多いのか少ないのかちょっとわ

からないんですけど、来ていただいてるという

のがあるので、もう少し何か活用っていうかで

すね、土日やっぱりちょっと出てもらうのもや

っぱり気の毒な気持ちはあるんですけれども、

もう少しですね、やっぱりその活用っていうか

ですね、ところをふやしていっていただければ

市民との交流というのも広がるんじゃないかな

というふうに思います。わかりました。ありが

とうございます。 

○委員長（上村哲三君） ほかにあったらお願

いします。 

○委員（野﨑伸也君） その隣の１６０ペー

ジ、不登校児童生徒の適応指導事業、くま川教

室の件ですけれども、最近の推移というのは説

明いただいたですかね。児童生徒の推移という

の。 

○委員長（上村哲三君） この年度の人数だけ

あったよ。 

○委員（野﨑伸也君） じゃあ、ちょっと推移

ば、済みません。 

○教育サポートセンター所長（沖村 巧君） 失

礼いたします。教育サポートセンターの沖村と

いいます。 

 通級児童生徒の推移ということでよろしいで

しょうか。（委員野﨑伸也君「はい」と呼ぶ） 

 くま川教室の児童生徒の通級生徒につきまし

ては、一昨年度が通級児童生徒が１０名、通級

生徒、体験も含めまして、済みません、正式通

級生徒が一昨年が１０名、延べ数の通級生徒が

２２名となっております。それから、昨年度正

式通級生徒が１３名、それから体験の生徒も含

めます通級生徒が３５名というふうになってお

ります。本年度になりますけれども、本年度の

通級児童生徒、１学期までの通級生徒が１８

名、うち小学生が１名。それから延べ数、体験

の生徒を含めまして２２名となっております。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） 入ってこられる方も少

しずつふえているっていうふうに思うんですけ

れども、カリキュラムの見直しっていうのが説

明あったんですけれども、その見直しをする理

由っていうのは何なんでしょう。 

○教育サポートセンター所長（沖村 巧君） 失

礼いたします。カリキュラムの見直しにつきま

しては、まず１点目が小学生の通級希望者も出

てきております。それからもう一つは、特別支

援学級在籍の生徒の通級希望が出てきておりま

す。 

 まず小学生につきましては、現在のところ、

通級生徒は中学生だけになっております。中学

生に対して月・水・金の教科指導を行っており

ますが、小学生を中学生と一緒に学習をさせる

ことができません。 

 それから、特別支援学級の児童生徒、これも

カリキュラムが違いますので、通常の学級に通

っている子供たちと一緒に学ばせることができ

ません。 

 そういった意味で、通常の学級の生徒児童、

それから小学生と中学生分けたカリキュラムを

見直しながら、それぞれに対応していく必要が

あると。状況次第ではそういったことも考えて

いく必要があると考えております。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。現状は

中学生の方を対象としてカリキュラムを組んで

たけど、小学生もふえてきて一緒にできんけん

が、新しく考えていかんといかんなというよう

なことでよかですか。（｢支援学校も」と呼ぶ

者あり）支援学校のほうもふえてきているとい

うことだったですね。教室も多分足らんごつな

っとでしょうね。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません
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か。 

○委員（野﨑伸也君） 済みません、１６４ペ

ージ、学校給食会運営補助金事業です。人件費

の補助ということで全て出されてる、２億９４

３５万、決算額ということでございましたけれ

ども、今後の方向性というようなところで、給

食のあり方検討をする必要があるというような

ことなんですけど、何か問題でもあられたんで

しょうか。 

○教育政策課長（機 智三郎君） お願いしま

す。給食施設のあり方検討につきましては、給

食会への補助金が多額になっているというとこ

ろもございますし、子供の数も減ってきている

状況ということで、施設の統廃合が必要ではな

いかということで、平成２８年度に第三者のメ

ンバーの方に検討をしていただきまして、施設

におきましては３カ所程度に集約するような形

がいいのではないかというふうな提言をいただ

いているところでございます。 

 センターとしまして３カ所程度、それと泉第

八小学校につきましては距離的な問題がござい

ますので単独調理校、それと支援学校につきま

しても刻み食の提供とか、個別の対応が必要で

ございますので、そこにつきましても単独調理

校でいくということで、それ以外は３つぐらい

の施設にまとめることで人件費等の抑制、それ

と老朽化してる施設の改善というのも含めたと

ころで行っていくほうがいいのではないかとい

うような御提言をいただいておるところでござ

います。 

 それに向けまして、本市としましても検討を

続けていきたいというふうに考えてるところで

ございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。執行部

のほうでも補助金のほうが多額になってきてる

というのは認識されてると。そこで施設を集約

して補助金も減らしていきたいというような方

向性でよろしいですかね。わかりました。 

 もう一つなんですけど、外部委託っていうの

は考え方の中にないんでしょうか。 

○教育政策課長（機 智三郎君） 失礼いたし

ます。今現在でも幾つかのところにつきまして

は外部委託というような形をとっております。

今後につきましても、学校給食会ありきという

だけじゃなくて、その方向もあわせて検討して

いく必要があるのかなというふうには考えてお

ります。 

○委員（野﨑伸也君） 済みません、私知らん

だったもんですけん。外部委託、一部あるって

どこなんですか。 

○教育政策課長（機 智三郎君） 千丁給食セ

ンターと東陽給食センター、それと鏡のほうが

外部委託というような形で対応しております。 

○委員（野﨑伸也君） その外部委託の内容っ

ていうのは、施設があって調理とかっていう運

営ば委託しとるって意味ですか。 

○教育政策課長（機 智三郎君） そのとおり

でございます。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。私の認

識が違ったんですけど、私の外部委託っていう

のは、もう全く……。（｢調理師から全部。栄

養士からだろう」と呼ぶ者あり）そうです。も

う今、既存のいろいろそういった提供する会社

さんというのがいろいろあるんで、弁当とかで

すね、そういったところからの検討はなかった

んですかっていうことば私は言いたかったんで

すけど、そこの検討はないんですか。 

○教育政策課長（機 智三郎君） 今の点につ

きましては、現時点では検討いたしてないとこ

ろでございます。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありますか。 

○委員（野﨑伸也君） 済みません、次のペー

ジ。１６５ページです。学校・家庭・地域の連

携協力推進事業で、放課後子ども教室と地域学



 

－17－

校協働活動事業、地域未来塾ということで３事

業書いてあるんですけれども、ここでコーディ

ネーターの方、また支援員の方おられますけれ

ども、この方々に対する謝礼金とかっていうの

が支払われてると思うんですけれども、これは

全部全て同じ金額でしょうか、一人当たり。 

○理事兼生涯学習課長（澤田宗順君） 生涯学

習課澤田です。 

 この事業につきましては、県の補助を受けて

おりまして、県の補助金に合わせたところで謝

金等の支払いを行っているところです。それぞ

れ異なっております。（委員野﨑伸也君「わか

りました」と呼ぶ） 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） １７０ページ、先ほど

もありました博物館のやつです。さっき円山応

挙のほうはですね、非常に、大体市民の人口の

約１割ぐらいは入ったという話がありました。

上のほうの秋季展のほうはどれだけ入ったんで

しょうか。 

○博物館未来の森ミュージアム副館長（福原 

透君） 大笠鉾展のほうは２８５８名の入館で

ございました。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。 

 済みません、円山応挙のほうですけど、これ

入館料幾らだったですか。収入は幾らになっと

ですか。 

○博物館未来の森ミュージアム副館長（福原 

透君） 入館料は一般の方が６００円、高大生

が４００円ということで、条例に基づきまして

中学生以下は無料ということになっておりま

す。調書のほうにありますように、入館料の総

計は６０１万９０００円ということでございま

す。（委員野﨑伸也君「特定財源でよかです

か」と呼ぶ）はい、特定財源のほうでございま

す。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） 多くの方にですね、す

ばらしいものを見ていただくということで、今

回その円山応挙については非常に多くの方が入

られたということなんですけれども、やっぱり

自分たちからすると、教育部門の関係なんであ

んまり収支のことは言わないほうがいいかなと

思うんですけれども、やっぱりそういったもの

を選んでっていうかですね、競合するっていう

のがひとつあったっていうふうに説明でもあっ

た、人気あるのは競合しますよっていうのがあ

ったんですけれども、そこら辺の人脈づくりと

かそういうのがやっぱり一番大事なんですか

ね、やっぱりそういうのは。 

○博物館未来の森ミュージアム副館長（福原 

透君） どこの美術館、博物館でもやはりそう

いうものを持ってきたいというふうな思いを持

っております。そういう中で、八代に持ってき

たい、持っていきたいということを所蔵者の方

に思っていただくのが一番大きなところでござ

いますので、横の人脈づくり、そういうのは非

常に大切になってくるかと思います。 

 ついでに申しますと、私どものところでは、

相国寺様から二度展覧会をさせていただいてお

ります。前回やりましたのが平成２６年でござ

いました。そのときも９０００人ほどの入館者

があって大成功いたしたんでありますが、その

伏線となりましたのが、実は八代市の宝でもあ

ります財団法人松井文庫の資料が京都のほうの

相国寺さんで出開帳、あちらのほうで展示をさ

れたということがありまして、それに対する八

代市民の皆さんへのお返しみたいなような意味

もございました。 

 それが非常に成果が上がりまして、なお八代

の地震に際しましての文化財を守るという姿

勢、早期に中止を決定いたしまして、一点の損

傷もなく京都にお返しをしたということがあり

ましたものですから、地震のほうが落ち着いて
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きました１周年ということで今回はさせていた

だいたというようなことでございます。 

 そのようないろいろな縁があって実現してい

くというものでございますから、委員がおっし

ゃいますように人脈づくり、日ごろの交流とい

うのが一番大きいんではないかなというふうに

思っておるところでございます。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。人脈づ

くりというような話があったんですけれども、

その人がおるけんその人脈があるけんがそれを

持ってこれるっていうことも１つの強みとは思

うとですけどね、仮にいなくなった場合ですよ

ね、それを引き継いでいくというのも非常に大

事なのかなというふうに思いました。 

 あと、施設の関係で八代に持っていきたいと

思われるのが一番だというふうにという話があ

ったですけれども、施設の関係とかは設備の関

係とかでそういった選ばれる、選ばれないって

いうのはあるんですか。 

○博物館未来の森ミュージアム副館長（福原 

透君） 国の制度で重要文化財公開承認施設と

いう制度がございます。これは文部科学省のほ

うでやっておるものでございますけれども、全

国に１１０館ありまして九州内に１３館現在ご

ざいます。八代もその中の１つで、県内では県

立美術館と私どもということでございますが、

これに認定されますとどういう特典があるかと

申しますと、設備も人も十分にそろっている

と。ですから、国の重要文化財、国宝を展示し

ますというときは、本来ですと事前に文部科学

省のほうで審査を受けまして許可をもらわない

けないんですけど、それが要りませんで、展示

しましたよという事後報告書だけで足りると。

そのお墨つきをもらうというような形になりま

す。それを持っているということが非常に貸す

側からしたら安心して貸せるなというようなこ

とにつながっております。 

 ただ、この制度は５年ごとに更新がございま

して、実は私どもは昨年の１２月にその更新を

受けました。また５年後には回ってくるという

ことでございますので、委員御心配の設備とか

施設、これは日ごろから十分に手入れをし、温

湿度の管理等いたしまして、貴重な文化財を未

来に伝えていくのに支障が起こらぬようにする

ということとあわせて人材を絶えず補充をして

確保しておくと。そういうことに努めていけ

ば、これからもまたこのような機会がめぐって

くることになるのではないかなと思いますの

で、お力添えをいただければというふうに思っ

ております。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございま

す。 

 １７３ページ、市内城跡保存管理事業という

ことで２０２２年の築城４００年に向けて各種

事業を今後も実施していく必要があるというふ

うなことなんですけれども。 

○委員長（上村哲三君） 野﨑委員、これは違

う。文化振興。 

○委員（野﨑伸也君） 違う、済みません。じ

ゃあ休みます。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければ以上で質疑

を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（金子昌平君） 済みません、うまく説

明できるかわからんですけど、パソコン教育推

進事業と小中学校ＩＣＴ支援員事業を軸として

ですね、物すごく頑張っていただきたいなとい

うのが強くあるんですよ。 

 今この流れでいくと、これを軸にですね、整

備がいろいろ整っていったりとかするとＡＬＴ

の授業風景だとかも同時に見せることができる

というか、教育格差是正というかですね、そう
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いうのを図れるようになるなというのと、あと

くま川教室にもそういうのを設置することで、

学校に行けない子たちもですね、授業に参加で

きるような感じになるなというのと。 

 あと関連なんですけど、不登校のやつがあっ

たと思うんですけど、これネットを介せばです

ね、窓口をＬＩＮＥだとか何か簡易な相談窓口

といいますか、いじめがある子はなかなか相談

できないでいるところがあると思うんですよ

ね。親にも先生にも友達にも相談できないとい

う方にはやっぱこういうネットを使って簡易に

相談できるようなシステムをつくっていただき

たいなと強く要望して終わります。済みませ

ん。 

○委員（橋本徳一郎君） 先ほどちょっと言い

かけましたがＡＬＴですね、野﨑委員も言われ

ましたけど、国際交流という意味も含めまして

ですが、実際外国語ということで言語だけでは

なくて学力向上という意味もあるんでしょうけ

ど、文化、異文化交流という形の意味合いの授

業なんかもですね、含めていただいて、その異

文化に接するというところでいろんなパソコン

のＩＣＴ活用だとかですね、そういった推進事

業、そういったものにも関連して授業を展開な

んかをしていただけると学習意欲にもつながる

かなというふうに思いましたので意見としてお

きます。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 奨学金の貸付事業、先

ほど質問しましたけれども、民間ができるよう

な状況というか民間から借りやすいような状況

になっているということであれば、わざわざ市

のほうがリスクとってですね、もうやっていく

時代ではないのかなというふうに思いますの

で、そこは検討をしていただきたいなというふ

うに思います。 

 小学校のＩＣＴ支援員事業とハード面もそう

ですけれども、先ほど金子委員も言われました

けれども、委員会で授業風景とかも見せていた

だいて、非常にすばらしいなというふうに思い

ました。何回も言っているかと思いますけれど

も、こちらに集中してですね、投資していただ

きたいなというふうに思ってますので、ハード

面の整備はもちろんですけれども、教える先生

たちのですね、教育というか人材育成というの

もしっかりやっていただいて子供たちのです

ね、学力向上につながるように取り組んでいた

だきたいというふうに思います。よろしくお願

いいたします。 

 先ほど質問しましたスクールバスの関係、子

供たちの登下校だけに使うというのは非常にも

ったいないというふうに思うんですよ。という

のがありますんで、今のところ要綱とかってい

う中にはそれ以外には使えないんだというよう

なところがあったかとは思うんですけれども、

そういうところも少しですね、考えていただい

て、せっかく購入とかっていうことになると、

やっぱり使って使って使い倒さんともったいな

かと思うんですよね、やっぱ。ほかのいろんな

ことにも使えるようにですね、ちょっと考え、

検討していただければというふうに思います。 

 不登校のところもありましたけれども、先ほ

ども施設のこともですね、ちょっと考えていく

時期に来てるんじゃないかなというふうに感じ

ます。古いというのもありますし、何か人目に

つかんようなところがいいのかもしれんとです

けれども、余りにもやっぱり設備が悪過ぎるか

なというふうに思いますし、入ってくる子たち

もふえてきてるということであれば何らかの形

でですね、場所の移動も含めてですね、考えん

とちょっと今後対応できないようなことになる

んじゃないかと思いますので、そこのところも

検討できればというふうに思います。 

 あとは博物館事業についてですけれども、非

常に頑張っていただいてるというふうに思って
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ますので、引き続きですね、すばらしいものが

八代で見れるように頑張っていただきたいとい

うふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上で第

９款・教育費及び第１０款・災害復旧費中教育

部関係分についてを終了します。 

 執行部入れかわりのため、小会します。 

（午前１１時３４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３７分 本会） 

○委員長（上村哲三君） 本会に戻します。 

 次に、第３款・民生費、第４款・衛生費及び

第１０款・災害復旧費中健康福祉部関係分につ

いて、まず第３款・民生費及び第１０款・災害

復旧費中健康福祉部関係分について、説明を願

います。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（丸山智子君） こ

んにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）健

康福祉部丸山です。本日はお世話になります。 

 平成２９年度一般会計歳入歳出決算の認定を

お願いするに当たりまして、健康福祉部が所管

します第３款・民生費、第４款・衛生費につき

まして、部長としての総括を述べさせていただ

きます。では着座にて失礼いたします。 

 まず、児童福祉についてですが、本市におき

ましては、ここ数年の出生数は９００人台で推

移し、ほぼ横ばいの状態が続いていますが、共

働き家庭の増加や核家族化の進展により、子育

て支援の必要性はますます高まっています。こ

のため、子育てと就労の両立支援や子育て世帯

の経済的負担の軽減に向け、力を入れて取り組

んでいるところです。 

 特に、放課後児童健全育成事業で実施してい

る放課後児童クラブについては、利用者数の増

加に伴い、待機児童数も年々増加していました

ので、施設整備を通じた受け入れ児童数の拡大

を図っており、昨年度当初の待機児童数は８０

人でしたが、今年度は５５人に減少しておりま

す。今後も、本市の子供たちが健やかに成長で

きるよう、子育て環境の整備に努めて参りま

す。 

 次に、高齢者福祉についてですが、本市の高

齢者人口は、総人口が減少する中、年々増加し

ており、高齢化率も３２.８％と前年度から０.

６ポイント上昇しています。元気で働く意欲の

ある高齢者には生きがいを持って活躍していた

だけるよう、シルバー人材センターの支援や老

人クラブの活動支援などを行っています。 

 また、平成２９年度は介護基盤緊急整備特別

対策事業として、八代市介護保険事業計画に基

づく施設整備において選定された事業者に対し

て補助を行い、地域密着型介護老人福祉施設１

カ所の整備を行いました。今後も、高齢者のニ

ーズに応じた多様な支援を行ってまいりたいと

考えております。 

 次に、障害者福祉についてですが、本年４月

の改正障害者総合支援法により、障害者の望む

地域生活の支援や、障害児支援のニーズの多様

化へのきめ細やかな対応、またサービスの質の

確保・向上に向けた環境整備などを基本とした

改正がなされました。 

 障害者及び障害児の福祉サービス利用者は増

加傾向にあり、特に障害のある子供たちに療育

を提供する障害児通所支援事業は、事業所の増

加とともに年々事業費も大きく伸びてきており

ます。 

 このような障害児支援のニーズに対し、サー

ビス提供体制を計画的に構築するため、昨年度

平成３０年度から３２年度までの３年間を計画

期間とする第５期八代市障がい福祉計画と第１

期八代市障がい児福祉計画を一体的に策定した

次第です。当計画に基づき、必要なサービスを
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適切に提供できるよう取り組んでまいります。 

 次に生活保護についてですが、生活保護の申

請件数は、近年ほぼ横ばいの状態が続いてお

り、平成２９年度末の保護世帯数は１４４２世

帯で、前年度と比べて６世帯の増加と、ここ数

年はほぼ横ばいの状態となっております。 

 世帯別には高齢者世帯が６割以上を占め、介

護費用や医療費に困窮して申請されるケースが

多くなってきています。また、最低限度の生活

を維持できなくなる恐れのある方に対しては、

生活困窮者自立支援事業により、情報提供や助

言、自立に向けた支援計画の作成などを実施し

ており、平成２９年度の相談件数は２０９件

で、相談者の自立割合は８５％でした。 

 今後も、生活保護による支援と自立促進によ

る支援との両面から、本人の状態に応じた支援

を行っていくこととしております。 

 次に、熊本地震の被災者支援についてです

が、熊本地震復興基金交付金事業として、新た

に被災者転居等費用助成事業を行い、恒久的な

住宅として県内の住宅や民間の賃貸住宅等に転

居した際の費用を助成し、被災者の住まい再建

の支援を行っています。昨年度は延べ１３１世

帯に助成を行いました。 

 また、被災者の孤立防止や生活再建等の支援

を行うため、昨年８月、八代市地域支え合いセ

ンターを八代市社会福祉協議会内に設置し、相

談業務や情報提供、見守りなどさまざまな支援

を行っています。支援対象世帯数は、本年３月

末時点で、みなし仮設入居世帯や在宅被災世帯

など２６７世帯となっており、引き続き被災者

の生活再建が円滑に進むよう支援を行ってまい

ります。 

 最後に、保健・衛生部門についてですが、市

民が健康で安心して暮らすことができる八代を

目指して、妊産婦や乳幼児の健康支援などの母

子保健や、各種予防接種、特定検診及び特定保

健指導、がん検診などの保健事業に取り組んで

います。 

 本市では、特に糖尿病患者の増加及び糖尿病

を原因とした人工透析患者数の増加が課題とな

っています。このため、昨年度策定した保健事

業実施計画である第２期データヘルス計画にお

きましても健康課題の一つと位置づけ、保健指

導や受診勧奨などの重症化予防に取り組んでい

るところです。 

 しかしながら、特定健診の受診率は、平成２

９年度の速報値で３３％となっており、平成２

８年度の３２.１％から約０.８ポイントの上昇

にとどまっております。健診の必要性につい

て、市民の皆様に御理解いただけるよう、さら

に周知啓発を強化したいと考えております。 

 このように当部で所管しております事業は、

ライフステージのあらゆる場面に関連していま

す。支援を必要としている方に必要なサービス

が適切に届くよう、きめ細やかな対応を心がけ

るとともに、効率的な予算の執行にも十分留意

して業務に取り組んで参りたいと考えておりま

す。 

 以上、平成２９年度一般会計決算の民生費、

衛生費につきましての健康福祉部長としての総

括といたします。 

 それでは、議案第１１４号・平成２９年度八

代市一般会計歳入歳出決算、第３款・民生費と

第１０款・災害復旧費のうち健康福祉部関係分

を上田健康福祉部次長が説明いたしますので、

御審議のほどよろしくお願いします。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（上田真二

君） こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者

あり）健康福祉部、上田でございます。よろし

くお願いいたします。恐れ入りますが、座らせ

ていただきまして説明をさせていただきます。 

 平成２９年度八代市一般会計歳入歳出決算の

うち、歳出における民生費と災害復旧費の関係

分につきまして、平成２９年度における主要な

施策の成果に関する調書（その１）及び平成２



 

－22－

９年度八代市一般会計歳入歳出決算書を用いま

して説明をいたします。 

 なお、調書の方の金額は、１０００円未満を

四捨五入し１０００円単位となっております。 

 まず、民生費の決算状況でございますが、調

書の１１ページをお願いいたします。 

 上の表で、款３・民生費の行をごらんいただ

きたいと思います。 

 真ん中あたりになります支出済額は、２３１

億９４１８万８０００円で、その右の右、執行

率は９７.３％、その右、全体の中での構成比

は３５.１％でございます。前年度と比較をい

たしますと、一番右になります２億８６７万８

０００円、０.９％の増加となっております。 

 それでは、民生費における主な事業の決算状

況につきまして、同じく調書を用いて説明いた

します。 

 恐れ入りますが、初めに資料の訂正をお願い

をいたしたいと思います。５７ページをお願い

いたします。 

 ５７ページの下の表になります。母子家庭等

自立支援対策事業でございますが、この事業の

事業実績を左側真ん中あたりに記載をいたして

おります。その一番下ですけれども、ひとり親

家庭等日常生活支援事業の実績を掲載しており

ますが、その中の利用件数１２件としておりま

すけれども、正しくは４件でございます。 

 それから、次の５８ページの上の表、放課後

児童健全育成事業でございますけれども、こち

らも同じく事業実績の数字が間違っておりま

す。まず１行目の受け入れ児童数が１０４９人

になっておりますが、正しくは１１１３人。３

行目の送迎支援事業、１０クラブとなっており

ますが、正しくは９クラブ。次の支援員等処遇

改善事業、１３クラブとしておりますが１５ク

ラブ。障がい児受入強化推進事業、８クラブと

しておりますが９クラブ。小規模クラブ支援事

業、５クラブは４クラブ。その後のキャリアア

ップ支援事業、６クラブは４クラブの間違いで

ございます。申しわけありません。よろしくお

願いいたします。 

 それでは、主な事業の決算状況を説明をさせ

ていただきます。 

 ４２ページをお願いいたします。 

 まず、民生費の中の社会福祉費関係の事業で

ございます。下の表をお願いいたします。 

 生活困窮者自立支援事業でございます。この

事業は、生活困窮者自立支援法に基づき、平成

２７年度から実施しているものでございまし

て、直営で行うべき事業のほかは市社会福祉協

議会等に委託をして実施しております。経済的

に困窮し、最低限度の生活を維持することがで

きなくなる恐れのある方の相談に応じ、状況に

応じた支援を関係機関と連携して行っておりま

して、生活保護に至る前の救済という意味で第

２のセーフティネットとなっております。 

 決算額は２８２０万２０００円でございまし

て、その内訳は相談を受け、ニーズに応じた支

援プランを作成し、関係機関との連絡調整を行

う生活困窮者自立相談支援事業が１３８７万５

０００円。離職のため住居を失った、または失

うおそれが高い生活困窮者が安定して就職活動

ができるように期限つきで家賃相当額を支給す

る生活困窮者住宅確保給付金が７３万４０００

円。この２つの事業は必須事業となっておりま

す。そのほかの任意事業としまして、生活困窮

者就労準備支援事業３４８万３０００円、家計

相談支援事業４２９万円などがございます。 

 特定財源としまして、事業費４分の３などの

国庫支出金があります。 

 今後の方向性としましては、法に基づく事業

であり、現行どおり市により実施していくこと

としております。 

 次に、少し飛びまして４４ページの上の表を

お願いいたします。 

 地域介護・福祉空間整備等交付金事業でござ
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います。この事業は、介護施設等の入居者の安

全を確保するために、スプリンクラー設備や防

犯設備等を設置する場合や、介護従事者の負担

軽減のために介護ロボットを導入する場合に必

要な経費の一部を助成するものでございます。 

 決算額は１００１万９０００円で、有料老人

ホームやグループホームなど９施設の整備に交

付いたしました。特定財源としまして、全額が

国庫支出金でございます。 

 今後の方向性としましては、今後補助事業が

行われる際に適切に実施することとしておりま

す。 

 次に、下の表、介護基盤緊急整備特別対策事

業（繰越分）でございます。この事業は、県の

交付金を活用し、第６期八代市介護保険事業計

画に基づく施設整備において、採択された整備

事業者に対し、施設等の整備事業費を補助する

ものでございます。 

 決算額は１億１６００万円でございまして、

公募・審査で選定した社会福祉法人至誠会に補

助を行いました。特定財源としまして、全額が

県支出金でございます。 

 今後の方針としましては、平成３０年度から

３２年度までを計画期間とします第７期介護保

険事業計画に基づきまして、市により実施して

いくこととしております。 

 次に、４５ページの下の表、シルバー人材セ

ンター運営費補助事業でございます。 

 この事業は、健康で働く意欲のある高齢者に

経験や能力を生かせる就業の機会を提供し、地

域社会への参加を通した生きがいづくりにつな

げる事業を行っております公益社団法人八代市

シルバー人材センターの運営費と事業費の一部

を国と市で２分の１ずつ補助するものでござい

ます。 

 決算額は２１４３万円で、運営費の補助が７

０８万８０００円、事業費の補助が１４１５万

２０００円などでございます。特定財源はあり

ません。 

 今後の方向性としましては、高齢者が増加す

る中、雇用機会の創出は高齢者福祉に資するこ

とから、今後も市により支援を継続していくこ

ととしております。 

 次に、４６ページの下の表、老人福祉施設入

所措置事業でございます。 

 ６５歳以上で環境や経済的な理由により居宅

で養護を受けることができず、入所判定委員会

で入所決定された高齢者を養護老人ホームへ入

所措置した場合に、施設へ措置費を支払うもの

でございます。 

 決算額は２億２２８４万８０００円で、入所

措置委託料が主なものでございます。特定財源

としまして、施設入所者の負担金２９５４万１

０００円があります。 

 不用額の１１７３万３０００円は、入所者が

見込みよりも下回ったことによるものでござい

ます。 

 今後の方向性としましては、老人福祉法に基

づく事業であり、今後も民間への委託を活用し

ながら市により実施していくこととしておりま

す。 

 次に、４７ページの上の表、社会福祉団体育

成事業でございます。 

 この事業は、八代市社会福祉協議会に勤務

し、地域福祉事業に従事する事務局正職員１７

名の人件費を補助するものでございます。市社

会福祉協議会は、本市における地域福祉推進の

中核を担う組織でございまして、ボランティア

の育成、子供や高齢者等の見守り活動などに取

り組んでおりますが、地域のニーズは高いけれ

ども採算性は低い事業が多いことから、市民へ

の福祉が継続できるように、財務状況の安定を

図る必要がございます。 

 決算額は１億６２８万円で、特定財源はあり

ません。 

 今後の方向性としましては、社協みずからに
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よる財務状況の改善や事務の効率化を求めなが

ら、市による支援を実施していくこととしてお

ります。 

 次に、４８ページの下の表、被災者転居費用

等助成事業（地震災害関連）でございます。 

 この事業は平成２９年度の新規事業でござい

まして、熊本地震で住宅が被災したことによ

り、応急的な住宅での居住を余儀なくされた被

災者が恒久的な住宅として県内の住宅や民間賃

貸住宅等に転居した際の費用を定額で助成する

ものでございます。 

 決算額は１７３７万９０００円で、引っ越し

費用を助成する転居費用助成として一律１０万

円を９９世帯に、礼金や仲介手数料などを助成

する民間賃貸住宅入居支援として一律２０万円

を３２世帯へ助成いたしました。特定財源とし

まして、１０分の１０の熊本地震復興基金交付

金の県支出金などがあります。 

 今後の方向性としましては、被災者の生活再

建に資する事業であり、平成３１年度の事業終

了まで現行どおり市により実施していくことと

しております。 

 次に、４９ページの下の表、更生医療給付事

業でございます。 

 この事業は、１８歳以上の身体障害者手帳を

お持ちの方が指定医療機関において、障害の程

度を軽減するためや日常生活能力を回復させる

ために必要な医療を受ける場合に医療費の一部

を負担するものでございます。 

 決算額は１億７７４２万７０００円で、人工

透析や心臓手術などの更生医療給付費が主なも

のでございます。特定財源としまして、２分の

１の国庫支出金と４分の１の県支出金がありま

す。 

 不用額の５４１万１０００円は、３月補正時

の見込みより１件あたりの単価が低かったこと

によるものでございます。 

 今後の方向性としましては、障害者総合支援

法に基づく事業であり、対象者の経済的負担を

軽減し、日常生活を容易にするために必要な事

業であり、現行どおり市により実施していくこ

ととしております。 

 次に、５０ページの上の表、重度心身障害者

医療費助成事業でございます。 

 この事業は、身体障害者手帳１級・２級、療

育手帳Ａ１・Ａ２、精神障害者保健福祉手帳１

級などを所持されている重度の心身障害者や障

害児に対して、医療費の一部を助成するもので

ございまして、入院では月額２０４０円、入院

外では月額１０２０円の本人負担額を控除した

額を助成いたします。 

 決算額は２億６７２１万９０００円で、医療

費助成金が主なものでございます。特定財源と

しまして２分の１の県補助金があります。 

 今後の方向性としまして、県の制度に基づく

事業であり、経済的負担を軽減し、障害者の自

立が促進できるように、現行どおり市により実

施していくこととしております。 

 次に、少し飛びまして５２ページの上の表、

地域生活支援事業でございます。 

 この事業では、障害者の地域生活を支援する

さまざまな取り組みを行っておりまして、地域

活動支援センターの運営や相談支援業務、自動

車免許取得助成、日常生活用具の給付、手話通

訳者の派遣などの事業があります。 

 決算額は１億２３５３万８０００円で、４カ

所の地域活動支援センターの事業委託料３０２

０万円、日常生活用具給付事業２８０９万１０

００円、日中一時支援事業２９０５万５０００

円、２カ所の相談支援事業所への委託料１７１

４万７０００円が主なものでございます。特定

財源としまして、一部の事業費に対して２分の

１補助の国庫支出金、４分の１補助の県支出金

などがあります。 

 不用額の５３３万３０００円は、訪問入浴サ

ービス事業や移動支援事業などにおいて、利用
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者の減少や新規利用者が見込みより少なかった

ことによるものでございます。 

 今後の方向性としましては、障害者総合支援

法に基づき、市による実施が義務づけられてい

る事業であり、現行どおり市により実施してい

くこととしております。 

 次に、下の表、障害福祉サービス給付事業で

ございます。 

 この事業では、日常生活に必要な支援が受け

られる介護給付と、自立した生活に必要な知

識・技術を身につける訓練等給付などを行って

おります。 

 決算額は２６億１９６万１０００円でござい

まして、主なものは、介護給付の中で療養介護

が１億９２０６万２０００円。これは病院にお

いて機能訓練や療養上の管理・看護などが受け

られるものでございます。生活介護が８億５６

１４万３０００円。これは昼間、施設において

入浴や排せつ、食事の介護などを受けられるも

のでございます。施設入所支援が２億９８８１

万１０００円でございます。 

 また、訓練等給付費の中では、就労継続支援

Ａ型が４億１５７７万３０００円。これは一般

事業所での就労は難しいけれども、雇用契約を

結んで働ける方に就労の場が提供されるもので

ございます。就労継続支援Ｂ型が３億２３５９

万１０００円。これは雇用契約は結ばず、可能

な範囲で就労できる機会が提供されるものでご

ざいます。ほかにグループホームでの生活支援

を受ける共同生活援助２億４８３９万９０００

円が主なものでございます。 

 特定財源としまして、２分の１の国庫支出

金、４分の１の県支出金があります。 

 不用額の４６８９万６０００円は、就労継続

支援Ａ型や生活介護などにおいて、新規利用者

が見込みより少なかったことなどによるもので

ございます。 

 今後の方向性としましては、障害者総合支援

法に基づく事業であり、現行どおり市により実

施していくこととしております。 

 次に、５３ページの下の表、障がい児通所支

援事業でございます。 

 この事業は、支援を必要とする障害児が将来

自立した日常生活が送れるように、身辺自立の

訓練や社会生活能力向上の訓練などを施設で受

けることができるものでございます。 

 決算額は４億１７１２万２０００円で、就学

前の障害児を対象にした児童発達支援１億３７

３９万５０００円、就学している障害児を対象

にした放課後等デイサービス２億５６４６万３

０００円が主なもので、ほかに障がい児相談支

援１９６０万４０００円などがあります。特定

財源としまして、２分の１の国庫支出金、４分

の１の県支出金があります。 

 不用額の１１４６万４０００円は、主に障が

い児相談支援において、新規の利用者が見込み

より少なかったことによるものでございます。 

 今後の方向性としましては、児童福祉法に基

づく事業であり、現行どおり市により実施して

いくこととしております。 

 次に、５４ページの下の表、臨時福祉給付金

給付事業（繰越分）でございます。平成２６年

度からの消費税率引き上げによる影響を緩和す

るため、低所得者に対して暫定的・臨時的な措

置として臨時福祉給付金を支給するもので、２

９年度への繰越分でございます。対象者は、平

成２８年１月１日現在、本市に住民票があり、

かつ平成２８年度の住民税均等割が非課税など

の人で２万９６１４人に一人当たり１万５００

０円を支給いたしました。 

 決算額は４億６４８９万２０００円で、特定

財源として１０分の１０の国庫支出金がありま

す。 

 不用額の８４９４万８０００円は、受給者数

が見込みより少なかったことによるものでござ

います。 
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 なお、本事業は平成２９年度をもって終了い

たしました。 

 以上が、民生費の中の社会福祉費関係となり

ます。 

 次に、民生費の中の児童福祉費関係の主な事

業でございます。 

 少し飛びますが５６ページの下の表をお願い

いたします。 

 ひとり親家庭等医療費助成事業でございま

す。この事業は、ひとり親家庭等の経済的負担

を軽減するため、医療費の一部自己負担金の３

分の２を助成するものでございます。 

 決算額は２７８９万８０００円で、助成金が

主なものでございます。特定財源としまして、

２分の１の県支出金があります。 

 今後の方向性としましては、ひとり親家庭に

は経済的に困難な家庭が多く、適切な医療行為

につなげる本事業の役割は重要であるとして、

現行どおり市により実施していくこととしてお

ります。 

 次に、５８ページの上の表、放課後児童健全

育成事業でございます。仕事等のため、昼間保

護者のいない家庭の小学校児童を対象に、放課

後等の子供の安全・安心を確保し、児童の健全

育成と保護者の仕事と子育ての両立を図るもの

でございまして、放課後児童クラブ２７カ所に

対し事業を委託しております。 

 決算額は１億７１６８万２０００円で、特定

財源としまして、３分の１の国庫支出金と同じ

く県支出金があります。 

 不用額の５５３万７０００円は、各種委託事

業における実施クラブ数や委託額が見込みより

少なかったことによるものでございます。 

 今後の方向性としましては、利用ニーズが高

いことから、待機児童解消のために規模拡充を

図りながら、市により実施していくこととして

おります。 

 次に、５９ページの上の表、病児・病後児保

育事業でございます。 

 この事業は、病中、または病気の回復期にあ

る児童を施設で預かることにより、保護者の子

育てと就労の両立を支援するものでございま

す。八代乳児院と八代ひかり福祉会に委託を

し、市内３カ所の施設で看護師や保育士が病

児・病後児の保育を行うもので、延べ１１５６

人の利用がありました。 

 決算額は２４０２万７０００円で、委託料と

なります。特定財源としまして、３分の１の国

庫支出金と、同じく県支出金があります。 

 今後の方向性としましては、病児等の保育支

援は市民のニーズも高く、現行どおり市により

実施していくこととしております。 

 次に、６０ページの下の表、児童手当事業で

ございます。中学校卒業までの児童を養育して

いる人に対し、月額３歳未満は１万５０００

円、３歳から中学生までは１万円、３歳から小

学生までの第３子以降の場合は１万５０００円

の手当を支給するものでございます。 

 なお、養育者の所得が所得制限限度額以上の

場合は、特例給付として月額５０００円が支給

されます。 

 決算額は１９億９７０２万４０００円で、ほ

とんどが手当支給金でございます。特定財源と

しまして、児童の年齢等により交付割合が異な

りますが、国庫支出金と県支出金があります。 

 不用額の１２３７万４０００円は、受給対象

者が当初見込みより下回ったことによるもので

ございます。 

 今後の方向性としましては、児童手当法に基

づく事業であり、現行どおり市により実施して

いくこととしております。 

 次に、少し飛びまして６３ページの上の表、

公立保育所運営事業でございます。 

 公立保育園１１園において児童の保育を実施

するために、保育園の管理・運営を行っており

ます。 
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 決算額は３億９９５万９０００円で、主なも

のとしましては、臨時保育士の賃金１億２００

７万円、施設の修繕料４７１０万９０００円、

給食の賄材料代５１８０万８０００円、７つの

保育園の給食業務委託２５３２万４０００円が

あります。特定財源としまして、多子世帯子育

て支援事業費補助金などの県支出金、施設整備

に係る地方債、現年度分の保育料などがありま

す。 

 不用額の２７２６万８０００円は、臨時保育

士等の雇用がなかなか難しく採用ができなかっ

たことによる賃金・社会保険料の減額、保育士

不足に伴う入園児数の制限等による賄材料代の

減額などによるものでございます。 

 今後の方向性としましては、市により実施し

ながら、八代市公立保育所のあり方に基づき、

民営化等を進めていくこととしております。 

 次に、下の表、私立保育所保育委託事業でご

ざいます。保育が必要な児童の保育を私立の保

育所に委託するものでございまして、入所の審

査・決定は市で行います。 

 決算額は４６億９４４１万３０００円で、内

訳は市内の私立保育所４５園への保育委託料４

６億４４７０万７０００円、氷川町など管外の

私立保育所１５園への保育委託料４７８４万７

０００円などでございます。特定財源としまし

て、２分の１の国庫支出金、４分の１などの県

支出金、保育料があります。 

 不用額の３４４３万９０００円は、私立保育

所への入所者が見込みよりも下回ったことによ

るものでございます。 

 今後の方向性としましては、法や国の基準に

基づき、現行どおり市により実施していくこと

としております。 

 以上が、民生費の中の児童福祉費関係となり

ます。 

 次に、民生費の中の生活保護費関係の事業で

ございますが、少し飛びまして６６ページの下

の表をお願いいたします。 

 生活保護費給付事業でございます。生活困窮

者に対し、最低限度の生活を保障するための生

活保護費の支給や就労支援などの自立助長に向

けた援助を行っております。 

 決算額は２９億８９７万円で、衣食その他日

常生活費の給付を行う生活扶助が７億３８９７

万８０００円、家賃等の給付を行う住宅扶助３

億２０４５万２０００円、教育費を給付する教

育扶助７０４万円、介護費を給付する介護扶助

７９９５万３０００円、病気やけがの治療費を

給付する医療扶助１６億５６６５万７０００

円、高校の修学費用などを給付する生業扶助４

８４万８０００円などがあります。特定財源と

しまして、４分の３の国庫支出金などがありま

す。 

 不用額の６７６３万４０００円は、主に保護

を受けている入院患者数の減少により医療扶助

が見込みを下回ったことによるものでございま

す。 

 今後の方向性としましては、法定受託事務で

あり、現行どおり市により実施していくことと

しております。 

 次に、民生費の中の災害救助費関係の事業と

なります。 

 まず、６７ページの上の表、住宅応急修理事

業（地震災害関連）でございます。 

 熊本地震後、災害救助法に基づき、被災した

住宅の修理をみずからの資力で行うことができ

ない被災者を対象に、日常生活に必要な最小限

の部分の応急修理を実施したものでございま

す。 

 決算額は１１７８万７０００円で、現年分４

件、繰越分１７件の修理を行いました。特定財

源としまして、１０分の１０の県支出金があり

ます。 

 今後の方向性としましては、現行どおり市に

より実施することとしております。 
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 また、下の表、災害救助事業は、東日本大震

災及び熊本地震において被災の大きかった自治

体へ復旧・復興の応援に必要な職員の派遣を行

うものでございます。 

 決算額は５３万８０００円で、宮城県石巻市

へ派遣した職員の赴任旅費などでございます。 

 今後の方向性としましては、災害時相互応援

協定書等に基づき、可能な限り支援を継続して

いく必要があるとしております。 

 以上が、民生費における主な事業の決算状況

でございます。 

 続きまして、民生費の主な予算流用につきま

して説明をいたします。 

 決算書の１３６ページ、１３７ページをお願

いいたします。 

 款３・民生費、項２・児童福祉費、目３・保

育所費になりますが、１３７ページ、右側の１

３７ページの右端、備考欄の中ほどに記載があ

ります１１節より１５節へ流用５５５万８００

０円は、３つの公立保育園で必要となりました

エアコンの設置に係る予算の執行が１５節・工

事請負費からの支出対象となりましたことか

ら、１１節・需用費の修繕料から流用したもの

でございます。 

 また、その下、１３節より３款２項１目１９

節へ流用１９２３万７０００円は、放課後児童

クラブの新設に伴う補助金を流用したものでご

ざいます。 

 次に、不用額につきまして、主な事業の決算

で触れていないものにつきまして説明をいたし

ます。 

 決算書の１２７ページをお願いいたします。 

 不用額の欄の上から７行目になります。節２

８・繰出金で１億１８８２万９１６７円の不用

額となっております。これは特別会計への繰出

金の残額でございまして、介護保険特別会計へ

の繰出金の残額７１２２万４０００円、国民健

康保険特別会計への繰出金の残額２４５６万４

０００円、後期高齢者医療特別会計への繰出金

の残額２３０４万１０００円の合計となりま

す。これは、主に介護保険における保険給付費

と、国保における保険基盤安定繰出金が見込み

を下回ったことによるものでございます。 

 最後に、款１０・災害復旧費のうち関係分に

つきまして説明いたします。 

 恐れ入りますが、調書のほうに戻っていただ

きまして、１８５ページをお願いいたします。

下の表、１８５ページの下の表になります。 

 民生施設災害復旧事業でございます。昨年７

月の台風３号の影響により被災しました公立保

育園の門扉とテントの修復を行ったものでござ

いまして、決算額は３６万２０００円でござい

ます。 

 以上、民生費および災害復旧費関係分の決算

につきましての説明とさせていただきます。御

審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） それでは、午前中の

審議は、第３款・民生費及び第１０款・災害復

旧費の説明までとして、休憩いたします。 

（午後０時１８分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時２０分 開議） 

○委員長（上村哲三君） 休憩前に引き続き、

文教福祉委員会を再開いたします。 

 それでは、午前中に説明のありました第３

款・民生費及び第１０款・災害復旧費について

質疑を行います。質疑をお願いします。 

○委員（野﨑伸也君） 調書のほうですね、の

４７ページ、上段、社会福祉団体育成事業とい

うことで説明いただきまして、人件費分の予算

ということで説明があったわけなんですけど

も、今社協のほう、どれぐらいの人員がおられ

るのか、ちょっと教えてもらえますか。 

○委員長（上村哲三君） 全体やね、全体。 

○委員（野﨑伸也君） はい、正職員かな。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） 健康福祉
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政策課、續でございます。 

 ただいまの社協の全体ということでよろしか

ったでしょうか。（委員野﨑伸也君「全体もあ

りますけど、予算で書いてある人件費分って書

いてありますけど１７名って言わしたですか、

それでよかった、全体のほうを」と呼ぶ） 

 現在ですね、全体では正職員は３８名おりま

す。そのうち１７名が事務局の職員ということ

で、残りは先日の９月議会の文教福祉委員会で

もお話をいたしました介護関係の事業の従業員

ということでございます。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。 

 今後の方向性とかっていうところでおっしゃ

られたのが財政的な支援は今後必要かなという

ようなこと、認識があるというようなことです

けれども、みずからの財務状況の改善と事務の

効率化が求められるというようなことでお話あ

ったかと思うとですけれども、具体的にどうい

ったところをそういうふうに感じておられるの

か、ちょっと話伺えたらと思いますけれども。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） 社会福祉

法人ということでございますので、まず社会福

祉法人としての要件となります基本的な資産と

か資金であるとか、そういったものをまず確保

するということが必要かと思われますので、新

たな収入を得る方策であるとか、あるいは歳出

のほうを極力削減するような、みずからの経営

内容改善あたりが求められてるというところで

考えているところでございます。 

○委員（野﨑伸也君） いろいろと資金とか資

産を蓄えるのが必要っていう話なんですけれど

も、この間の議会のほうでは委託事業のほうで

すよね、なくしていくというようなことがあり

ましたので、そういったところの公的な行政か

らの委託というような部分じゃなくて、ほかの

ところからの何か事業とかをとってくるとかっ

てそういうのも必要というふうに感じておられ

るんですか。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） 社会福祉

法人が本来すべき、特に社協ということですべ

き事業という範疇を超えることはまだちょっと

難しいかなとは思いますけれども、本来である

地域福祉事業に資するようなもので、そういう

委託あたりのアイデアがあるようでしたらその

あたりで取り組むということも１つの解決策か

なというふうには思っております。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。市とし

て財務状況の改善とか事務の効率化っていうの

は何か具体的に見えるものが、これはちょっと

おかしいんじゃないかとか、そういうものが把

握してるものが何かあるんですか。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） 基本的に

は、社会福祉法人の内部でのことになりますの

で内部での意思決定っていうのがまず第一義で

ございますが、当然民間の企業あたりのような

経営の改善あたりが進められているかというよ

うなことにつきましては、まだちょっとそのあ

たりまでには達していないという部分があるよ

うには感じているところでございます。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。 

 人件費のほうですよ、予算で出しておられる

１７名分って事務局の部分ですかね、事務職員

の部分というふうになってるんですけれども、

これが適正な値段なのかどうかっていうところ

で、削減していきたいっていう方向性なんです

か、市としては。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） 現時点で

は、今の社会福祉法人の中の給与規程がござい

ますので、それに基づいたところでの人件費と

いうことになっておりますので、当然その経理

規程あたりを変更するとかそういうようなこと

がない限りは今のその金額の積算で出している

ということでございます。 

 ただ、これ自体が変えるかどうかということ

は行政のほうから言うことの前に、まず社会福

祉法人の内部で決定していただきたい部分とい
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うふうには考えています。 

○委員（野﨑伸也君） 予算の組み立て方とし

て、じゃあ社協のほうから、例えばここ２９年

は１７名いますんで、その要綱か何かにのっと

ってこれだけ請求させてくださいと、予算つけ

ていただきたいというようなことで上がってく

れば、そのまま出してるという認識でよろしい

ですか。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） ただいま

申し上げました給与規程というのがございます

ので、その給与規程に反していないということ

であれば、基本的には今その額を出していると

いうところでございます。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。いろい

ろと検討の余地はあるみたいですね、わかりま

した。 

○委員長（上村哲三君） ほかにございません

か。 

○委員（橋本幸一君） 今の関連ですが、社協

に対しての人件費の行政からの繰り出しという

のは、以前はかなり低かったんですよね。で、

ここ近年の人件費の動向、今、恐らく１００％

と思うとですが、どういう推移で来ているの

か。その報告、わかれば報告お願いします。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） 今お話が

ございました人件費が１０分の１０の補助率に

変わりましたのが２７年度からでございます。

２７年度で人件費が１億２０６５万９０００

円、２８年度が１億１１０８万９０００円、２

９年度が１億９０１万円ということで、人件費

自体は比較的下げているところでございます。

（委員橋本幸一君「結構です。確かに１００％

でどういう推移かなって、そこを知りたかった

だけです」と呼ぶ） 

○委員長（上村哲三君） 質疑ありませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） ４４ページの地域介

護・福祉空間設備等交付金事業ということです

が、今回はスプリンクラーの設置というふうな

ことになっていますが、事業の中に介護ロボッ

トの導入というのがありますので、介護現場と

してやはり腰痛とかですね、トラブルがかなり

多いんですよ。そういったものの要望などか相

談などがありましたらちょっと教えていただき

たいなと思いました。 

○長寿支援課長（鶴田洋明君） 介護ロボット

を導入した等のそういったトラブルとか報告と

いうのはありません。（委員橋本徳一郎君「導

入に関しては使えないということですかね。導

入に関しては使えないということですか」と呼

ぶ） 

 いいえ、これはロボットを導入する場合につ

きましては、スプリンクラーと同様にですね、

国のほうから補助がございまして、その補助基

準を超えたところは事業所様の御負担というこ

とでございます。（委員橋本徳一郎君「実際そ

ういう要望の声があるかどうかっていうのは」

と呼ぶ） 

 実際２８年度にですね、介護ロボット、以

前、済みません、介護ロボットを補助でつけて

おられます事業所がございます。 

○委員長（上村哲三君） いや、答えになっと

らんけん、今んと。そういう問い合わせはあっ

てやっているのかということだけ、導入前にそ

ういうのはあってませんかということを聞いと

っと。介護ロボットの導入に対する補助の手当

とかそういうのを問い合わせが来てないかっ

て。 

○長寿支援課長（鶴田洋明君） スプリンクラ

ーと同じでそういうのがございましたら各事業

所さんに周知をしております。 

○委員長（上村哲三君） いや、あっている

の、ないのっていう話。 

○長寿支援課長（鶴田洋明君） 要望等です

ね。それについては、済みません、ちょっと今

把握はしておりません、申しわけございませ

ん。 
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○委員（橋本徳一郎君） ４８ページのです

ね、被災者転居費用助成事業なんですが、ちょ

っと具体的に転居が９９と入居支援が３２世帯

という形で言われましたけど、実際この対象に

なる世帯が今どのくらい残ってるのかなという

こと、申請漏れがないよう手続をというふうに

言われてましたので、残りがどのくらいかって

いうのを少しお聞きしたいと思いまして。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） ただいま

の残りの方につきましてなんですが、実際この

転居、あるいは民間のほうにまた引っ越される

とかというところ、実態っていうのはまた今後

どうされるかちゅうところで人によって変わっ

てきますので、全体としては把握はしておりま

せん。 

○委員（橋本徳一郎君） 罹災証明とかみなし

仮設とか入ってらっしゃる方の把握はされてる

と思うんですけど。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） それにつ

きましては、全体の把握はしております。た

だ、その中でさまざまな再建の方法で取り組ん

でいかれておりますので、この被災者転居費用

助成事業を使われるかどうかというのは、また

その段階段階に応じてから必要性があるかどう

かちゅうところで御判断されますので、そこの

把握まではいたしておりません。（委員橋本徳

一郎君「わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） はい。 

○委員（野﨑伸也君） 済みません、４６ペー

ジです。泉憩いの家管理運営事業、利用者数の

推移、教えてください。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） ただい

ま、泉憩いの家でよろしかったでしょうか。

（委員野﨑伸也君「そうですね、４６ページの

泉憩いの家って書いてある」と呼ぶ） 

 泉憩いの家につきましては、年間で大体２５

００人の利用があっております。（委員野﨑伸

也君「延べですか」と呼ぶ） 

 延べになります。（委員野﨑伸也君「推移」

と呼ぶ） 

 ２７年度からで申しますと、２７年度が１９

４１人、２８年度が３４４６人、２９年度が２

５０６人にというふうになっております。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。利用者

数延びてるっていうふうに理解してよろしいん

ですかね。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） 利用者数

につきましては、多少ちょっと増減はございま

すけれども、人口に比しますとかなり振れ幅が

大きくなりがちなので、大体のところで延びて

るという状況まではちょっと言えないのかなと

いうふうに認識しているところでございます。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。地域に

とって必要な施設なんだなというのはちょっと

理解できました。ありがとうございました。 

○委員長（上村哲三君） 質疑があったらお願

いします。 

○委員（野﨑伸也君） ５９ページ、下段のほ

うですね。放課後子ども環境整備事業で、ここ

で第三ひかり児童クラブの移設、移転新設の件

だったかと思うとですけれども、ここで委員会

のほうに何か説明があったときには申請が間に

合わんで流用で対応させてもらったとかってい

うのが何かあったとか、ここだったですかね。

ここじゃなかった。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（丸山智子君） 流

用で対応したのはここでございますけれども、

その理由は申請が間に合わなかったからという

ことではございませんで。（委員野﨑伸也君

「ああ、違った。ちょっとそこの経緯ばちょっ

とよかですか、もう一回」と呼ぶ） 

 ６月補正予算でですね、昨年そもそもこの第

三児童クラブの新設と第三ひかり児童クラブが

移転して新たな建物ができるということで、施

設整備の補助金について６月補正予算で要求さ
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せていただきましたけれども、そのときの金額

が私どものほうが過少に積算しておりまして、

実際にはそれ以上の額がもらえるということが

補正予算後に判明いたしました。 

 それで、本来でしたらその足りない部分を改

めて補正予算で要求しなければならないところ

ではございましたけれども、施設整備のほう

の、保育園側のほうですね、工事にそれでは間

に合わなくなるということでございましたの

で、急遽流用対応ということで予算をつけさせ

ていただいた次第でございます。 

○委員（野﨑伸也君） ちょっとどっから流用

したかも記憶が定かでなかばってんが、それに

よって何かほかのところの別の事業が何か今年

度はちょっと少なくなるかもしれませんとかっ

ていう説明ば受けたような気がすっとですけ

ど、それはなかったですか。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（丸山智子君） 流

用元はですね、私立保育所保育委託事業になり

ます。そちらから流用、こちらが予算規模も大

きくて４８億ということでございますので、こ

の部分から流用させていただきましたが、これ

によってほかの事業に影響を及ぼしたというこ

とはございません。 

○委員（野﨑伸也君） 流用したことによって

事業に影響はなかったと、委託事業のほうはと

いうのは何で。通常であれば予算はちゃんとと

ってるのに、それで流用させてもらったと、別

の事業に使わせてもらったのに影響なかったと

いうのは何でなんですか。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（丸山智子君） 予

算規模が大きいこともございまして、通常不用

額等も相応の金額が出ている事業費でございま

す。本来でしたらそこまできっちりしてないと

いけないところではあるんですけれども、園児

の増減等もありまして、こちらにつきましては

ですね、流用できるだけのちょっと予算の余裕

があったということでございます。 

○委員（野﨑伸也君） 今回その流用で対応で

きたというのがあったのでよかったかなという

ふうに思うんですけど、本来であればやっぱり

補正予算でまた別の、次のですね、ところで補

正予算出していただいてっていうのが筋かなと

いうふうに思うところもあったんですよね、意

見になっちゃう、申しわけないですけど。 

○委員長（上村哲三君） 続けてください。 

○委員（野﨑伸也君） そこは今後ですね、そ

ういうことないようにということと、過小評価

してから申請しとったっていうのがやっぱり最

初のミスなんだろうというふうに思うので、そ

このところをやっぱりちゃんと精査してもらっ

てですね、今後そういうことないようにです

ね、していただきたいというふうに思います。

流用元があったからよかったもののということ

です。済みません、意見まで言わせていただき

ました。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（丸山智子君） 本

件に関しましては、まさに今委員の御指摘のと

おりでございます。そもそもの補助金の請求の

段階で私どものほうにミスがありました。それ

によって急遽流用対応というですね、本来は行

えないようなちょっとイレギュラーな対応をさ

せていただいたということでですね、大変申し

わけなかったと思っております。今後こういう

ことがないように十分気をつけて事務のほう、

とり行ってまいります。申しわけございませ

ん。 

○委員長（上村哲三君） ほかに質疑はありま

せんか。 

○委員（橋本徳一郎君） 同じ５９ページの上

のですね、病児・病後児保育事業ですね。説明

の中でかなりニーズが高いというふうな説明も

ありました。委託先が特殊な環境というのもあ

るんでしょうけど、こういうものは拡大するよ

うな予定とかいうのはありますか。 

○委員長（上村哲三君） 拡大ということは。 
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○委員（橋本徳一郎君） 拡充というかです

ね、ほかのところに含めてっていうのは。 

○委員長（上村哲三君） この施設も含めて。 

○委員（橋本徳一郎君） 含めて。 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） こ

ども未来課、田中です。 

 ３１年度を目指しまして氷川町のほうです

ね、１カ所創設ということになっておりまし

て、そこの施設を八代市のほうも共用するとい

うことになっております。（委員橋本徳一郎君

「わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） あわせて、ちょっと

別のほうも。６６ページの生活保護の受給費で

すね、決算額としてかなり大きくなってますけ

ども、大きいんですけど、この中で医療費、医

療扶助が大きい。生活保護自体が自立助長に向

けたということなんですけど、実際生活保護か

ら脱した方とかいうのはどのくらいおられるの

かなと思いまして。 

○委員長（上村哲三君） 当該年度だけでいい

ですか。 

○委員（橋本徳一郎君） 当該年度だけ。 

○生活援護課長（角 竜一郎君） 生活援護課

の角でございます。よろしくお願いします。 

 今委員がお尋ねになりました生活保護から脱

出という形になりますと、生活保護が廃止にな

ったということでお答えさせていただきたいと

思います。 

 平成２９年度では、生活保護世帯の一番多い

のが高齢者世帯でございますので、自立したと

いうよりは単身者の方でお亡くなりになって生

活保護が終わったというのが多うございまし

て、それが７１件あります。仕事を始められて

勤労収入の増加によって廃止になったのが２０

件、年金等とかの増加によりまして廃止になり

ましたのが１１件、施設入所で８件、合わせま

すと平成２９年度で１９０件が生活保護が廃止

になっているという状況でございます。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） １９０件中７１件が

高齢者で亡くなられたんですね。残念なことで

すけど。 

 生活保護相談でちょっと最近よく受けるんで

すが、なかなか生活保護にですね、住居があっ

て基準額にならないとかいうのがあって、それ

が住居じゃなくて借り主、済みません、意見に

なります。いいですか。 

○委員長（上村哲三君） 意見は後からお願い

します。 

 ほかに質疑はありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） ５７ページ、こどもプ

ラザ事業です。こどもプラザすくすく、こども

プラザわくわく、ファミリーサポートセンター

の利用者数の推移をちょっと教えてもらいたい

と思います。 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） ま

ずこどもプラザすくすくの推移でございますけ

れども、平成２７年度が７３６２人、平成２８

年度が７３７６人、２９年度が７５９５人とな

っております。こどもプラザわくわくの利用数

ですけれども、２７年度が８７７２人、２８年

度が８５６２人、２９年度が１万７１８人とな

っております。 

 次、ファミリーサポートセンターの会員数で

お答えいたします。平成２７年度が提供会員が

１４２人、利用会員が８７４人、両方の会員が

７１人、計の１０８５人です。２８年度が提供

会員が８５人、利用会員が６４８人、両方会員

が４１人、計の７７４人となっております。２

９年度が提供会員が９７人、利用会員が７４８

人、両方の会員が４０人、合わせて８８５人と

なっております。 

 活動件数としましては、平成２７年度が３９

４件、２８年度が５６１件、２９年度が６５４

件となっております。 
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 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。非常にたくさんの方利用していただいてる

というのがわかるんですけれども、施設自体の

キャパっていうのはどうですか、足りてます

か。 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） 足

りております。（委員野﨑伸也君「大丈夫です

か」と呼ぶ） 

 はい。（委員野﨑伸也君「大丈夫でしょう

か」と呼ぶ）今のところは足りております。 

○委員（野﨑伸也君） 例えば、たくさん来ら

れて一緒になったときに、一人当たりどれぐら

いで使われるのかわからないんですけれども、

利用者が多かれば多かしこだんだんその面積と

かですね、狭くなってきて大丈夫かなというよ

うな心配があったんですけど、足りているとい

うことであればそれで、わかりました、認識し

ます、そういうことで。ありがとうございまし

た。 

○委員長（上村哲三君） ほかにあったらお願

いします。 

○委員（野﨑伸也君） ６３ページ、公立保育

所運営事業という部分になりますが、保育士の

先生方、足りてますか。大丈夫ですか。いや、

今保育士さん、慢性的にやっぱり少ないという

ようなことと、私立のほうもですね、たくさん

あって結構引き合いがあるというのも聞いてま

すので大丈夫かなというふうに思ってますけれ

ども。 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） 委

員さんの御指摘どおりですね、確かに不足して

おります。児童数に対してはですね、基準を満

たしているんですけれども、近年、特性のあら

れるお子様とか受け入れが多くなっております

ので、十分な保育という面では不足をしており

ますので、現在募集をしている状況でございま

す。 

○委員（野﨑伸也君） 募集をしとってもなか

なか来らっさんていうところなんでしょうか。 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） そ

うです。なかなかハローワーク等もですね、毎

回出しておりますけれども、一向に応募がない

状況でございます。 

○委員（野﨑伸也君） その理由は何なんでし

ょう。他のところと比べてとかっていうのは調

査してみましたか。 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） 調

査はしておりませんけれども。 

○委員（野﨑伸也君） じゃあ、ちょっと質問

変えましょうか。必要人員が確保されてますっ

ていう、保育士さんのですね、いうのはあっ

て、そこはひとつ安心するんですけれども、今

言ったようにニーズが変わってきてるっていう

か、手をかけなきゃならないっていう方々が入

ってくると、またそこの部分でちょっと補充し

ていかんとっていうような話だろうっていうふ

うに思うんですよ。そういった中で、募集はし

てますよという話で今言われたんですけれど

も、何かそれだけじゃですね、ちょっと厳しい

のかなっていうふうに思うんですね。 

 で、そういった自分たちで受け入れる、公立

で受け入れるっていうことだけじゃなくて、私

立のほうに回していくとかっていうそういう手

だてとかっていうのはないんでしょうか。 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） 私

立に回すといいますと、例えば受け入れられな

い児童についてということでしょうか。（委員

野﨑伸也君「はい」と呼ぶ） 

 受け入れる基準を満たすのが条件でございま

すので、それを超えてですね、児童の入園希望

があった場合にはもちろん私立のほうに、全体

としてですね、考えて調整をしております。全

体としては、私立も公立も合わせて全体として

は、今のところ充足している状況でございま

す。 
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○委員（野﨑伸也君） わかりました。より以

上の保育というかですね、を提供したいという

ような思いで多分今やっておられるんだろうと

思いますので、そこはわかりました。理解しま

す。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（金子昌平君） ５５ページの婦人保護

家庭児童相談事業、これの相談っていうのは増

加傾向にあるんですか。 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） 婦

人相談の相談状況で。（委員金子昌平君「は

い」と呼ぶ） 

 相談件数でございますけれども、平成２７年

度が３３４件、２８年度が３３５件、２９年度

が３６５件となっております。 

 以上です。 

○委員（金子昌平君） 大丈夫です。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） 質問してよかですか。 

○委員長（上村哲三君） いいですよ。 

○委員（野﨑伸也君） 何ページまで説明され

ましたか。（｢６７」と呼ぶ者あり）６７まで

ですね、わかりました。ありがとうございま

す。済みませんでした。 

○委員（橋本徳一郎君） ５６ページのひとり

親家庭医療費助成事業です。こちらがたしか制

度的に償還払いになってたと思うんですけど、

この手続が何かもうちょっと簡易化できないか

というふうなことも言われてたんで、そういう

のされるっていうのはないでしょうか。直接医

療費を医療機関のほうに支払うっていう形でで

すね、窓口負担ができるだけないような形でっ

ていうふうなことはできないかということで

す。 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） た

だいま償還払いとなっておりますけれども、市

民の方からですね、手続が不便だというような

お声は特には上がってきておりません。 

 以上です。（委員橋本徳一郎君「ちょっと私

が窓口にいたときに結構言われたことだったも

のですから」と呼ぶ） 

○委員長（上村哲三君） 平成何年。 

○委員（橋本徳一郎君） 二、三年前ですね。

ありがとうございます。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（金子昌平君） ５８ページの放課後児

童健全育成事業で、これどこかで情報があった

とかもしれんとですけどちょっと確認で、未設

置の小学校と利用ニーズの高い小学校を。 

○委員長（上村哲三君） 校区でよかと。 

○委員（金子昌平君） はい。２つをちょっと

教えていただきたい。 

○こども未来課長補佐（森田克彦君） 放課後

児童クラブの未設置の校区でございますが、現

在郡築小学校区、昭和小学校区、鏡西部小学校

区。（｢済みません、ゆっくりお願いします」

と呼ぶ者あり）郡築小学校区、昭和小学校区、

鏡西部小学校区、泉小学校区、あと泉第八小学

校区の５カ所となっております。 

 続いて、ニーズが高い校区でございますが、

代陽小学校区、八代小学校区、松高小学校区、

あと金剛小学校区、最後に鏡小学校区、この校

区がニーズが高い校区ということになります。

（委員金子昌平君「ありがとうございます」と

呼ぶ） 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（鈴木田幸一君） ４６ページなんです

けど、老人福祉施設の入所措置事業でですね、

不用額で１１００万ほど出ておりますが、これ

入所者の不足ちゅう理由だったんですけど、八

代で今何カ所で何人ぐらいの収容数を持ってお

るんですかね。 
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○長寿支援課長（鶴田洋明君） 八代市のほう

で措置しているのが八代市を含めまして県内が

６カ所、６施設ですね、それから県外に１施設

に措置をしております。 

○委員（鈴木田幸一君） 市内だろう。 

○長寿支援課長（鶴田洋明君） 済みません、

市内はですね、保寿寮に５０名、すずらんの杜

に４２名でございます。昨年の実績でございま

す。申しわけございませんでした。（委員鈴木

田幸一君「保寿寮が」と呼ぶ） 

 保寿寮が５０名、それからすずらんの杜が４

２名です。 

○委員（鈴木田幸一君） 今特老の場合とこれ

は別、全く切り離すわけなんですけど、９２名

の施設に対して何人ほど不足しとっとですか

ね。結局１１００万が不用でしょう、不用額で

上がってきたでしょう。入所者が不足しとるっ

ていうことですので、何人ほど不足しとったで

すかね。 

○長寿支援課地域支援係長（元村純子君） 長

寿支援課の元村です。 

 当初予算要求時に八代市分をですね、９２名

分で予算を計上しておりましたが、入所でした

り退所で入ってらっしゃらない時期とかもござ

いますので、１年間の平均入所者数がですね、

八代市分が９０名という結果になりましたので

２名分の措置費が不用額となりましたことと、

あと県外の施設に１名入ってらっしゃった方が

年度途中で退所されましたので、その不用額、

合わせて１１００万ほどの不用額が出ておりま

す。 

 以上です。 

○委員（鈴木田幸一君） 今社会的な様子を見

てみますとですね、非常にひとり世帯が多いと

いうことと、多いので結局自分で料理をつくっ

たりとか身の回りをできにくくなったっていう

ことで、非常に福祉のほうに頼れる傾向がある

んですけれども、そういったことも影響してお

るんですかね。 

 ちょっと質問の意味がわからん……。 

○委員長（上村哲三君） 小会します。 

（午後１時５９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時５９分 本会） 

○委員長（上村哲三君） 本会に戻します。 

 ほかに質疑はありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 最後です。 

 ５６ページです。民間児童館活動事業費補助

金事業です。これ、社会福祉法人八代ひかり福

祉会のほうに補助金を交付されているというこ

となんですけれども、これはいつからされてい

る事業なんでしょうか。目的とかですね、何

で、このひかり福祉会にだけというふうになっ

ているのか、教えてください。 

○こども未来課長補佐（森田克彦君） ひかり

児童館につきましては、申しわけございませ

ん、いつからというのが、ちょっと確認できま

せんが、合併前から児童館として運営をしてお

りまして、児童館の目的としましては、地域の

児童に健全な遊びを与えて、健康増進し、心豊

かにするというのを目的ということで、児童福

祉施設の一つというふうな位置づけになってお

ります。 

 この児童館につきましては、合併以前から、

ここ１カ所実施をしておりまして、ほかの事業

者のほうからは、特に事業の要望もございませ

んので、ひかり児童館のほうで、市内の児童の

皆様方のこういった福祉の遊びの一つの児童の

場所として実施をしているところでございま

す。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。合併以

前からということですよね。ということなん

で、結構前からやられているんだと思います。

延べ利用人数を見ても、結構な数ありますし、

非常にいいことをやられてるんだなというふう

に思うんですけれども、この１カ所だけ、一つ
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の団体だけというのが、ちょっとそれが引っか

かるんですよ。できればですよ、こういうもの

は募集とかですね、こういうのをやりませんか

というのを、全てのところにお話をしながら、

募集して決めていくというのが、やはり公平じ

ゃないかなと思うんですけど、そういったとこ

ろはどうです。 

○こども未来課長補佐（森田克彦君） 委員御

指摘のとおり、事業の内容を、ほかの事業者等

に募集してということでございますが、現在、

市としましては、ひかり児童館１カ所に事業を

お願いしております。今のところ、ほかの事業

者のほうを募集するということは、ちょっと検

討をしてない状況でございます。 

○委員（野﨑伸也君） これ、一般財源から出

てるんですよね。国とか、県からの委託で、こ

ういうことをやってくださいよということであ

ればですね、それでも、まあ、何とかいいのか

なというふうに思うんですが、一般財源を投入

して、しかも一つのところに随意契約みたいな

感じでずっとやっているというのは、やっぱり

おかしいと思うんですよ。 

 一つ質問なんですけど、ここの１カ所だけで

やっているんですけど、利用してくださいねっ

ていう、そういった周知についてはどこがやっ

ているんですか、利用者に対する周知は。 

○こども未来課長補佐（森田克彦君） 利用の

周知については、ひかり児童館は当然しており

ますが、市のほうとしましては、市の子育ての

ホームページ、あったかねっと等で募集あたり

を行っているところでございます。 

○委員（野﨑伸也君） いろんな意味でです

ね、八代市全体の中でここだけしかないという

のであれば、やっぱりもう少し周知徹底するべ

きだと思うんですよね、やっぱ。じゃないと、

お金の使い方にちょっと疑問が出るというふう

に思いますんで、あと、先ほども言いましたけ

ど、ちょっと募集の仕方とか、事業の内容につ

いては、もう少し、やはり深くですね、市のほ

うがかかわっていって、精査したほうがいいん

じゃないかなというふうに思いますんで、一応

そう思いましたんで、伝えておきます。 

○委員長（上村哲三君） それは意見でよろし

いですね。 

○委員（野﨑伸也君） はい。後からまた言い

ます。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありますか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（野﨑伸也君） 今、言いました、民間

児童館活動事業費補助金事業というのがありま

したけれども、先ほども言いましたけれども、

１団体だけにというのは、やっぱりちょっと公

平感に欠けるなというふうに思いますんで、や

はり、ほかの団体もやりたい方がおられるかも

しれませんので、募集してから、やっぱり決め

るというようなところ、もしくは、何カ所か、

八代に１カ所しかないということであれば、行

きたくても行けない子供がたくさんいると思う

んですよね。そういうことがないように、やっ

ぱりもう少し事業のやり方、補助金の出し方、

一般財源からなんで、ちょっと考えていただき

たいというふうに思います。 

○委員長（上村哲三君） ほかに意見はござい

ませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 子供・子育ての関係と

か、あとは介護関係とか、福祉関係のところ

で、いろいろと事業をしていただいているとい

うふうに思うんですけども、非常に大事な部分

担っていただいているというふうに思ってます

んで、利用者の方とかのですね、ニーズだった

りというのは、やはり結構把握していっていた

だいて、やはりその時々のですね、情報とかと

いうのは、やっぱり変わってくると思うんです
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よね。そういったのに的確に対応できるように

ですね、利用者の意見を聞きながら取り組んで

いただきたいというふうに思います。よろしく

お願いします。 

○委員（橋本徳一郎君） ちょっと幾つかある

んですけど、生活保護に関してはですね、特

に、医療扶助の希望はかなり多いということ

が、私はつかんでます。ただ、その希望があっ

ても、なかなか基準に到達しないというか、本

当にわずかでも収入があると、なかなか内容の

対象にならないという方もいらっしゃるので、

内容をですね、そこを、家を持ち家があって、

外に出たら対応になるんですけど。ということ

になると、総合的に支払う、支給する額のほう

が大きくなるという印象のケースが何件かあり

ました、この間ですね。そういった部分です

ね、本当に足らない部分を、国の基準で仕方が

ない部分はあると思うんですけれども、そうい

ったものに対しての、ちょっと対応なり、相談

事業なりですね、考えていただけたらなと。生

活保護というわけではない、の事業という形に

ならないかと思いますが、お願いしたいと思い

ます。 

 あと、もう一つ続けて。最初に言いました、

介護ロボットですね、の活用なんかは、全体に

周知していただいて、関節とか、問題のない高

齢者なんかは、こういう補助具を使うと、実際

に介護できる体制もできると思うんですよ。そ

ういった高齢者の雇用なんかも話をされました

ので、そういった部分の拡充というかですね、

周知なりしていただけるといいかなと思ってお

ります。とりあえず。 

○委員長（上村哲三君） ほかに御意見ござい

ませんか。 

○委員（橋本幸一君） 先ほど社会福祉団体育

成事業という中であったんですが、社協の今後

の動向というのを見てみますと、デイサービス

事業からの撤退ということで、今後独自に、社

協独自で運営する、経営するっていう、そうい

う方向性が強いられてくるわけですが、いろん

な中で、今、生活困窮者の対策のかわりにと

か、それから、特に、災害時対応というのは、

社協がなくてはならない団体と思うわけです。

そういうことを踏まえて、これからデイサービ

ス事業、撤退した、これから社協も方向性とい

うのは、行政としてもですね、しっかり住民に

わかりやすく、また、どういう方向でいくかと

いうことも、ある程度一緒になってですね、や

っていただきたいと。１００％人件費は行政か

ら出ているわけですから、その辺について、行

政としてもしっかり責任を持って方向性を見出

していただきたいと、お願いいたします。 

 以上です。 

○委員長（上村哲三君） ほかに。 

○委員（鈴木田幸一君） 先ほど、私意見も何

もかんもまぜくったもんだけん、ちょっと変な

質問になりましたので、改めまして。 

 結局９２名に対する１０００万の不用額が出

たていうことは、待機者が、いわゆるおらんと

いうことにつながるかなって考えたんですよ。

だけん、待機者がいるならば、どんどんどんど

ん入っていくし、待機者がいないから、結局不

用額に上がってくるかなというふうに考えたも

んだから、そういう話を、ちょっと考えており

ました。 

 ここで、待機者が、やはり今老人社会であり

ますので、少しでも待機者がですね、おられ

て、そして、そういった施設に対して入所者

が、いつでも入れるような、入りたいというよ

うな状況をつくってほしいなというふうに思い

ます。 

 以上です。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありますか。 

○委員（金子昌平君） 放課後児童クラブのニ

ーズが高い校区で、代陽、八代、松高ってあっ

たんですけど、代陽校区においてはですね、増
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設や整備ができなかった場合ですね、アーケー

ドがでくっとならばですね、学校施設や保育所

などって書いてあるから、できんとかなあとも

思いながらも、もし、万が一できるのならば、

安全・安心なアーケードの中につくってみるの

もいいのかなと思ってまして、お願いしておき

ます。検討ですね、検討をお願いします。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければ、以上で、

第３款・民生費及び第１０款・災害復旧費中健

康福祉部関係分についての質疑を終わります。 

 小会いたします。 

（午後２時１０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時１３分 本会） 

○委員長（上村哲三君） 本会に戻します。 

 それでは、次に、第４款・衛生費について説

明願います。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（丸山智子君） そ

れでは、第４款・衛生費のうち、健康福祉部関

係部分につきまして、小林次長から御説明申し

上げますので、よろしくお願いいたします。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（小林眞治

君） こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者

あり）健康福祉部の小林でございます。よろし

くお願いいたします。 

 それでは、着座にて説明をさせていただきま

す。失礼します。 

 それでは、歳出における衛生費のうち、健康

福祉部関係分につきまして説明をいたします。 

 説明資料は、主要な施策の成果に関する調書

その１の６８ページをお願いいたします。 

 衛生費の事業のうち主なものについて説明さ

せていただきます。 

 まず、６８ページの下の表になります。妊産

婦健康支援事業でございます。この事業は、安

心して出産、育児ができるよう支援することを

目的に、妊娠の届け出をした妊婦へ、母子健康

手帳の交付や保健指導の実施、また、１４回分

の妊婦健康診査の費用を助成するなど妊娠期の

健康管理などを行っております。 

 決算額は８６５８万９０００円で、県医師会

への妊婦健診委託料８５０７万３０００円、里

帰りなどで県外の医療機関で妊婦健診を受診さ

れた方への妊婦健診助成金１２８万８０００円

が主なものでございます。 

 なお、特定財源はございません。 

 また、今後の方向性として、妊婦健診や保健

指導の充実等改善を図りながら、市による実施

を続けるとしております。 

 不用額４１３万６０００円は、妊婦健診の受

診件数が当初見込みより少なかったことによる

ものです。 

 次に、６９ページの上の表、養育医療給付事

業でございます。この事業は、出生時体重が２

０００グラム以下などの未熟児が指定医療機関

において入院治療を受ける場合に、保険診療に

よる医療費の自己負担分を助成するものです。 

 決算額は７０２万５０００円で、助成金の給

付額７０２万２０００円が主なものです。 

 特定財源として、国庫支出金２分の１、県支

出金４分の１などがあります。 

 また、今後の方向性として、現行どおり市に

よる実施を続けるとしております。 

 不用額２１０万３０００円は、給付対象額が

当初見込みを下回ったことによるものです。 

 次に、下の表、乳幼児健康支援事業ですが、

全ての乳幼児が最適な成長を遂げる手助けとし

て、生後４カ月までの乳児家庭全戸訪問事業、

未熟児訪問指導、４カ月児、７カ月児、１歳６

カ月児、３歳児の健康診査など、健康管理や保

健指導を行っております。 

 決算額は１８０７万７０００円で、市・郡医

師会への乳幼児健診委託料６０１万８０００
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円、乳児家庭全戸訪問事業に従事する助産師の

嘱託職員賃金等６５１万３０００円が主なもの

です。 

 なお、特定財源として、国庫支出金、県支出

金がそれぞれ３分の１ございます。 

 また、今後の方向性として、子育て支援団体

や関係機関との連携を密にし、訪問指導や健康

教育、健康相談の充実など改善を図りながら、

市による実施を続けるとしております。 

 次に、７０ページをお願いします。７０ペー

ジの上の表、こども医療費助成事業です。これ

は、ゼロ歳から中学３年生までを対象に、通

院、入院などに係る医療費の自己負担分を助成

し、保護者の負担軽減や、子供の健康保持と健

全育成を図っております。 

 決算額は４億４０４０万円で、医療費助成４

億２６７６万６０００円が主なものです。 

 なお、特定財源として、一部の年齢に対しま

して県支出金が２分の１あります。 

 また、今後の方向性として、市による実施、

規模拡充としております。先進自治体の実施状

況を踏まえ、財政負担等を精査しながら、少子

化対策、子育て支援の充実のため、さらなる対

象年齢の引き上げについて、検討を行っており

ます。 

 次に、７１ページをお願いします。上の表の

初期救急医療推進事業ですが、比較的軽度な疾

患を対象として、休日や夜間において行う初期

救急医療を実施しております。 

 決算額は１９８８万９０００円でございま

す。 

 まず、休日在宅当番医委託６７２万１０００

円は、休日における初期救急医療体制を確保す

るため、市医師会及び郡医師会に委託している

ものです。 

 八代市夜間急患センター運営委託の１２２０

万８０００円は、夜間における初期救急医療体

制として八代市医師会に委託し、八代市医師会

立病院内に設置しているものです。 

 そのほか、年末年始、５月連休歯科救急診療

委託に３７万８０００円、八代歯科医師会口腔

保健センター補助金として５８万２０００円を

支出しております。 

 なお、特定財源はありません。 

 今後の方向性として、現在の体制を維持しな

がら、市による実施を続けるといたしておりま

す。 

 不用額１１９万２０００円は、主に、夜間急

患センター運営委託において、当初の見込みよ

り診療報酬による収入が増加したことから、委

託料の支払いが少なくなったことによるもので

す。 

 次に、７２ページをお願いします。上の表、

健康増進事業ですが、市民の健康の保持、増進

を目的に、健康に関する教育、相談、訪問指

導、胃がん、乳がん、子宮頸がんなどの各種が

ん検診、２０歳から３９歳までを対象としたヤ

ング健診などを実施しております。 

 決算額は１億７０万５０００円で、各種がん

検診など検診委託料９１３４万２０００円が主

なものです。 

 特定財源として、一部健診に対し、国県支出

金があります。 

 また、今後の方向性として、積極的な周知啓

発や受診しやすい健診体制の構築、市民の主体

的な健康づくりへの支援など、改善を図りなが

ら、市による実施を続けるとしております。 

 不用額３０７万３０００円ですが、これは胃

がん検診や肺がん検診などの受診者が、当初見

込みより少なかったことによるものです。 

 次に、下の表のフッ化物洗口事業です。市内

の保育園、幼稚園に入園している４歳児以上の

園児や、小学校、中学校に在籍する児童生徒の

うち希望者に対して、歯質強化のためのフッ化

物洗口を実施しています。 

 決算額は２８７万円で、洗口液をつくり、各
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学校などに配達する臨時職員２名分の賃金１１

８万７０００円、洗口液の材料費１１９万８０

００円が主なものです。 

 特定財源として、県支出金が２分の１ありま

す。 

 また、今後の方向性として、保育園、幼稚園

での取り組み拡大のため、歯科医師会などの関

係機関と連携を密にしながら、市による実施を

続けるとしています。 

 次に、７３ページの上の表、千丁健康温泉セ

ンター管理運営事業ですが、地域住民の健康保

持増進を図るため、温泉施設の運営、施設の維

持管理を実施しています。 

 決算額は２８４３万７０００円で、灯油代な

どの燃料代１０２６万５０００円、電気代６６

８万５０００円、温泉受付業務委託料６４６万

４０００円が主なものです。 

 特定財源として、温泉入館料などがありま

す。 

 また、今後の方向性として、周知や広報に取

り組み、利用者の増加を図りながら、市による

実施を続けるとしております。 

 次に、７４ページをお願いします。上の表の

各種予防接種事業ですが、予防接種法に基づ

き、発生及び蔓延を予防するＡ類疾病予防接種

で、乳幼児、児童生徒を対象に四種混合、日本

脳炎、麻疹風疹混合、ヒブワクチン、小児用肺

炎球菌ワクチンなどの予防接種を行っていま

す。また、発病や重症化を予防するためのＢ類

疾病予防接種では、高齢者を対象にインフルエ

ンザ予防接種、肺炎球菌ワクチンの予防接種を

実施しています。 

 決算額は３億２４４４万５０００円で、Ａ類

疾病の各種予防接種委託料として２億２２０６

万７０００円、Ｂ類疾病では、高齢者対象のイ

ンフルエンザ予防接種委託料６９４５万９００

０円、同肺炎球菌ワクチン予防接種委託料２６

５９万円が主なものでございます。 

 なお、特定財源として、風疹予防接種に対

し、県支出金が２分の１あります。 

 また、今後の方向性として、国の施策により

定期接種となるワクチンがふえると見込まれる

ことから、規模拡充を図りながら、市による実

施を続けるとしています。 

 不用額１３４３万８０００円は、各種予防接

種の接種者が見込みを下回ったことなどによる

ものです。 

 最後に、衛生費の主な予算流用についてです

けれども、資料のほうは、一般会計歳入歳出決

算書のほうをお願いいたします。決算書の１４

１ページをお願いいたします。 

 １４１ページ、一番上の備考欄ですが、備考

欄の３行目です。款４・衛生費、項１・保健衛

生費、目１・保健衛生総務費の中で、節２０・

扶助費から節１１・需用費へ１０３万６０００

円を流用いたしております。これは、千丁温泉

センター管理運営事業におきまして、温泉を加

温するための燃料となります灯油代が不足した

ためでございます。 

 以上、衛生費のうち健康福祉部関係分の説明

とさせていただきます。御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上の部

分について、質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） ７０ページです。こど

も医療費助成事業です。この効果というのは、

どのように捉えておられますか、事業効果。 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） 医

療効果といいますか、この医療費の助成をする

ことで、受診ができない、経済的な負担が高い

ために受診ができない児童に対してですね、そ

ういった医療を受ける機会を提供するというこ

とで、重症化予防であったり、医療費の適正化

につながると考えております。 

○委員（野﨑伸也君） それ今言っていただい
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たのは、済みません、事業の目的だと思うとで

すけども、これが結構長く続いてきているとい

う中で、その効果というのを、そろそろ見出し

ていかないといけないかなというふうに思うん

ですよ。事業効果のほう、どのように捉えてあ

るのか、もう一回聞きます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（丸山智子君） 今

御指摘のとおり、事業、直接の目的といたしま

してはですね、子供さんの通院、入院に係る医

療費負担をですね、削減するということで、子

育て世帯の経済的負担を軽減して、子育てしや

すいまちづくりにつなげようというところが大

きな狙いでございます。 

 ただ、その効果をどのように策定するかとい

いますと、大変難しいところがございますけれ

ども、今後、毎年アンケート調査という形で、

市全体の事業に対してなんですけれども、行っ

ていく中で、子育てしやすいまちだと思われる

かどうか、というような設問のほうをですね、

設定してございますので、その数値が少しでも

上がるようにというところでですね、図ってい

きたいなというふうに思っております。 

○委員長（上村哲三君） だったら、数字で言

えばよかたい、直近３年ぐらいの。延べ、助成

の延べ件数とかというので言うたほうが、はっ

きり見えるんじゃないの、検証結果は。 

 それでよかろう、野﨑君、そっちのほうがわ

かりやすかろう。 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） そ

れでは、助成の延べ件数を申し上げます。 

 平成２７年度が１８万６６４４件、２８年度

が２２万８２０４件、２９年度が２３万１８３

７件となっております。 

○委員（野﨑伸也君） 件数が伸びているとい

うのもわかりましたし、対象年齢がですね、上

がってきているというのも、その数字にあらわ

れているのかなというふうに思います。 

 事業効果っていうのは、目的の中にですね、

重症化を防ぐためというのもあったと思うんで

すよね。早期に、何かおかしいなと思ったら、

行けたら、かかられたら、重症化につながらな

いようにと、早期発見、早期治療でというよう

な話、目的の中にはそれもあったと思うとです

けれども、実際、対象年齢のところの方々の医

療費の関係が、どれだけ推移しているのかとい

うのはですね、多分数字で拾えると思うとです

よね。そこんとこもちょっと考えていかんとい

かん時期に来とっとかなというふうに思いま

す。 

 今後の方向性として、高校生まで対象として

いるところもあるんで、検討したいというのが

あるんですけど、これはどれぐらいで実現でき

そうなのかどうなのか、今検討でどこら辺まで

進んでいるのか、ちょっとお聞きしたいんです

けど。検討の段階なのか。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（丸山智子君） こ

ども医療費の対象年齢の拡大ということでです

ね、高校生までということは、市の重点戦略の

中の一つにも入っておりますので、拡大へ向け

てということで、検討はしてまいりますけれど

も、やはり財源も必要となってまいりますの

で、財源をどのように確保できるかというとこ

ろと、対象者の、高校生ばっかりじゃなくなる

もんですから、１８歳までということになりま

すと、枠をどの程度広げるかというところもで

すね、先進都市の実例を見ながらですね、ちょ

っと検討をしているところでございまして、今

すぐ、いつごろまでにはというようなところに

は、まだ検討が至ってないというところでござ

います。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。 

 ７１ページです。初期救急医療推進事業とい

うことで、医師会のほうにですね、休日の関係

で委託してやってもらっているというような事

業かというふうに思いますけれども、済みませ

ん、わからんけん、ちょっと教えてもらいたか
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っですけれども、４番目に書いてあるのは、八

代歯科医師会口腔保健センター補助金というの

があっとですけど、応分で氷川町と一緒に出し

てあるのがあるんですけど、これは、どういっ

た意味合いの補助金になっとでしょうか。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） この歯科

口腔保健センターというのが、八代歯科医師会

が所有している建物の中にございまして、その

中で、こちらの救急歯科診療のほうに当たる部

分、こちらにつきましては、相応の経費がかか

りますので、その分を市のほうから助成をして

いるということになります。 

○委員（野﨑伸也君） はい、わかりました。 

 ちょっと私が思うのが、これ、年末年始と５

月連休の歯科救急診療委託というふうになっと

っとですけども、上の３番のほうですよね。こ

ぎゃんとばしてもらっとっけん、補助金ば出さ

んばんという話なんですか。そういうこと。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） そういう

御理解でよろしいかと思います。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。 

 であればですよ、医師会の、上のほうの医師

会のほうにも、何か補助金ば出さんばんとかな

と思うとばってん、それはないんですか。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） 医師会に

つきましては、この委託の中に、５月連休と年

末年始の分も含まれております。（委員野﨑伸

也君「委託費のほうに」と呼ぶ） 

 委託費の中に含まれております。（委員野﨑

伸也君「いや、補助金は。委託費と補助金は別

なんでしょう」と呼ぶ） 

 休日在宅医につきましては、各医療機関のほ

うで実施されますので、補助金という形ではな

くて、委託という形になっております。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。 

 私が言いたいのは、口腔保健センターのほう

には補助金というのを出しているじゃないです

かと。で、八代医師会、郡医師会のほうには補

助金はないんですかということです。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） 八代歯科

医師会の口腔保健センターで行っているという

ことで、こちらは補助金のほうを出させていた

だいておりますが、休日在宅医につきまして

は、各医療機関のほうで、それぞれかかってお

る費用の分を委託料ということでお願いをして

いるということになりますので、若干ちょっと

性格が違うのかなというふうに思います。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。 

 その保健センターの建物でしてもらっている

から、そこを維持するために補助金を出すんで

すよという性質でよろしいですか。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） はい、そ

のように御理解いただいてよろしいと思いま

す。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。 

 最近ですね、民間の歯医者さんというのは、

休日も、夜遅くまでというのも、結構やられて

いると思うんですけれども、そこら辺のほう

に、ニーズというか、ほかのところもあいてい

るんであれば、わざわざここにお願いしてせん

でもいいのかなというふうな思いもあるんです

が、今後そういうところもちょっと見てみたほ

うがいいのかなというふうに思いますけど、民

間でできるところは民間でというようなことも

ありますんで、ちょっと思いました。 

 以上です。 

○委員長（上村哲三君） 今のは意見でいいで

すか。 

○委員（野﨑伸也君） 意見ではありません。

ひとり言です。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） 済みません、同じ、

初期救急医療のことですけれども、実際これ、

医療機関での申請分、実施した日数分という形

になっていると思うんですけど、利用者数と、
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実際に２次医療機関につなげた人数とかいうの

を教えていただきたいと思うんですが。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） 休日在宅

医の利用者数につきましては、２９年度で１万

１８８７人、こちらが延べのほうになります。

そのうち２次のほうに移送する分というのは、

さほど多くはございませんけども、大体月に

二、三件はある月があるかなというふうな感じ

でございます。具体的な数字まで、ちょっと押

さえておりません。 

○委員（橋本徳一郎君） レポートで、２次に

つなげたというのを、ちょっと書いた覚えがあ

るのでですね、つかまれているかなというのも

思いまして。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありますか。 

○委員（野﨑伸也君） ７２ページです。健康

増進事業ですけれども、受診率の推移を、ちょ

っと教えてぐさい。 

○健康推進課長（南 睦子君） 健康推進課の

南でございます。 

 ２９年度の各検診の受診率ということでよろ

しかったでしょうか。（委員野﨑伸也君「そう

ですね、各って、いっぱいありますね」と呼

ぶ） 

 胃がん検診につきましてが７.１％、肺がん

検診につきまして９.１％、大腸がん検診にお

きましては７.８％、乳がん検診につきまして

は１３.０％、子宮頸がん検診につきましては

１３.１％。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 済みません、それは推

移という、受診率なんですけども、上がってる

んですか、下がってますか、横ばいなんです

か。 

○健康推進課長（南 睦子君） がん検診の受

診率につきましては、わずかに上昇していると

いう状況なんですけれども、胃がん検診だけが

例年並みの状況ということになります。胃がん

検診以外は、わずかに上昇しているという状況

です。 

○委員（野﨑伸也君） ７％とか９％、１３％

ということで、非常に低い受診率かなというふ

うに思いました。 

 別のほうに質問します。 

 フッ化物洗口事業、その下ですよね、になり

ますけれども、こちらのほうは、どれぐらい

の、何といいますか、洗口率というんですか、

やっている、実施率というのを、ちょっと教え

てもらいたいんですけれども。対象者がどれぐ

らいいて、どれぐらいやってるんだという。 

○健康推進課長（南 睦子君） フッ化物洗口

事業につきましては、学校では、全小中学校で

実施しておりますけれども、就学前の実施につ

きましては、２１園で実施している状況です。 

 保育園、幼稚園を含めまして６６園あります

けれども、その中の２１園ということで、実施

率が３１.８％になります。 

 今年度に入りまして５園、新規に開始され

て、さらに、本年度中に１５園開始する予定で

動いておりますので、５０％以上に達するよう

なところでは動いているところです。 

○委員（野﨑伸也君） 小学校、中学校の関係

はどうです。 

○健康推進課長（南 睦子君） 小学校、中学

校につきましては、全小中学校で実施している

ところです。 

○委員（野﨑伸也君） 対象者数と、何％なの

か、それが。（健康推進課長南睦子君「１０

０％なんですよね」と呼ぶ）みんなやっている

の。 

○健康推進課長（南 睦子君） 小中学校で全

部実施しておりますけれども、児童の方の中で

は、希望されない方もいらっしゃいますので、

１００％ではありません。 

○委員（野﨑伸也君） 対象者数と、何％なん

ですかということを聞いているんです。 
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○健康推進課長（南 睦子君） 済みません、

手持ちの資料に対象者数と、実施率、パーセン

トのほうがですね、持ち合わせておりません。 

○委員（野﨑伸也君） 後ほどお願いします。 

 別の質問に行きます。 

 ７３ページです。上段、千丁健康温泉センタ

ー管理運営事業です。財源内訳のほうで、温泉

入館料ということで１４９２万６０００円書い

てあると思いますけれども、これ、温泉入館者

数というのを、ちょっと教えてください。推移

もよかですか。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） それで

は、入館者数の推移も含めまして、お答えいた

します。 

 ２７年度が延べで４万６０１５人、２８年度

が５万２３７９人、２９年度が５万２５５９人

となっております。 

○委員（野﨑伸也君） 済みません、入館料は

幾らだったですかね。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） 大人、中

学生以上が４００円、６５歳以上につきまして

は３００円となっております。（委員野﨑伸也

君「ありがとうございました」と呼ぶ） 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） ７２ページの健康増

進事業ですね、先ほど胃がん検診がなかなか伸

びないというのが言われてましたけども、こ

れ、去年、私ちょっと意見も言わせてもらった

んですが、たしか、胃がん検診がバリウムの胃

透視だけというふうに聞いているんですね。そ

れを胃カメラとかに拡大するようなことは検討

されないのかなというふうに思いますが、どう

でしょうか。 

○健康推進課長（南 睦子君） 胃内視鏡検診

の導入につきましては、検討しましたけれど

も、胃の内視鏡検診のマニュアルのほうにです

ね、書かれているんですけれども、現在胃エッ

クス線検診ですね、造影剤による検診ですけれ

ども、こちらが、体制が整備されている造影剤

の検診とは違いまして、新たに精度管理、検査

手順、安全管理等について一定の基準を図った

実施体制の構築が必要とされております。 

 なので、実際に胃内視鏡検診のですね、実施

体制を構築するためには、政令都市、中核都市

にとどまる可能性があるということで、マニュ

アルのほうにも記載されているところです。 

 ３０年度からの人間ドッグのほうを実施して

おりますけれども、そちらの人間ドッグの中で

の内視鏡検診のほうは実施しているところにな

ります。 

 以上です。（委員橋本徳一郎君「ありがとう

ございます。あとは意見で」と呼ぶ） 

○委員長（上村哲三君） ほかに質疑はありま

せんね。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（橋本徳一郎君） 昨年も、私言いまし

たけれども、今、胃がん検診と大腸検診もです

けども、ほぼ内視鏡で医療機関、してるところ

が多いんですね。患者さんによっては、胃壁と

か、臓器の壁が薄くなって、非常に危険という

方も、高齢の方はいらっしゃるので、ぜひがん

検診の受診率を上げるという目的であればです

ね、内視鏡検査を、ぜひ項目に入れていただき

たいと思います。 

○委員長（上村哲三君） ほかに意見ございま

すか。 

○委員（野﨑伸也君） まず、不妊治療助成事

業なんですけれども、非常にいい事業だという

ふうに思いますし、これで予算が足りているの

かなというのを、少しですね、心配するところ

があります。視察等で、いろいろちょっと見せ

ていただいた部分、よその自治体、見せていた
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だいた部分で、まだ八代市のほうが少し、私は

おくれているなというふうに、手厚く、まだよ

そはですね、やられている部分もありましたん

で、子育てというかですね、そういった八代市

で産めばとか、八代市に住んで産めば、そうい

った不妊治療とかもですね、受けられるとかっ

ていうのも一つのですね、まちづくりの一つの

方策というかですね、選ばれるまちづくりとい

うふうなところでの方策にもなるかなというふ

うに思いますんで、そこも少し勉強していただ

いて、事業のですね、もう少し内容のですね、

向上に向けて取り組んでいただきたいなという

ふうに思います。 

 それと、こども医療費助成事業、先ほど質問

しまして、効果のほうは、やはり、そろそろで

すね、数字的なところで、きちんと説明できる

ようにですね、しとくべきかなというふうに思

います。 

 先ほども言いました、今後高校生までという

ようなことで、対象年齢のほうですね、１８歳

未満というふうになるのかもしれませんけれど

も、そういったところでふやしていくというこ

とになると、予算獲得に向けては、やはりそう

いった効果のほうがですね、重要かなというふ

うに思いますんで、そこら辺のところ、もうそ

ろそろ効果の数字的な出し方といいますかね、

捉え方というのをちゃんと検討しておいていた

だきたいというふうに思います。 

 あと、健康増進事業で、がん検診とかです

ね、早期発見でやってもらったほうが、非常に

ありがたいなというふうに思うんですけども、

毎年聞いているのは、非常に受診率が低いなと

いうふうに思うんですよね。執行部のほうでも

ですね、一生懸命ＰＲとかして、受診率を上げ

ようということで取り組んでいるのは重々承知

しとっとですけど、なかなか上がってこんとい

うのがありますんで、もう一段のですね、やは

り周知の方法とかですね、受けやすい環境だっ

たりとか、そういったところについて、何らか

の方策があると思いますんで、もう少し研究、

検討のほう、お願いをしたいなというふうに思

います。 

 以上です。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１１４号・平成２９年度八代市一般会

計歳入歳出決算中、当委員会関係分について、

これを認定するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（上村哲三君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

 入れかえのため、しばらく小会いたします。 

（午後２時４８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時５８分 本会） 

○委員長（上村哲三君） 本会に戻します。 

◎議案第１１５号・平成２９年度八代市国民健

康保険特別会計歳入歳出決算 

○委員長（上村哲三君） 次に、議案第１１５

号・平成２９年度八代市国民健康保険特別会計

歳入歳出決算について、健康福祉部から説明願

います。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（丸山智子君） 平

成２９年度国民健康保険、それから、後期高齢

者医療、介護保険、診療所の４つの特別会計決

算の認定をお願いするに当たりまして、部長と

しての総括を述べさせていただきます。 

 では、着座にて説明いたします。 

 まず、国民健康保険特別会計についてです

が、既に６月補正予算でお願いしましたとお

り、平成２９年度決算は約４億円の赤字とな

り、３年連続で繰り上げ充用を行いました。 

 さらに、国への返還金約３億円が、平成３０
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年度会計へと先送りになっているため、実質的

には約７億円の赤字を抱えている状況で、依然

として厳しい財政運営となっております。 

 このため、都道府県化により熊本県に納付す

る国保事業費納付金の財源となる税収を確保

し、累積赤字の削減を図るため、加入者に負担

増をお願いし、本年４月から税率等の改定を行

わせていただきました。 

 できるだけ早期に赤字解消が図れるよう、昨

年度策定した財政健全化計画に基づき、医療費

適正化対策や保健事業の推進、収納率の向上に

取り組んでまいります。 

 次に、後期高齢者医療特別会計についてです

が、保険者は熊本県後期高齢者医療広域連合で

あるため、本市では、広域連合との事務分担に

基づき保険料の徴収、納付や各種申請の受け付

け、健康保持増進事業等を行っています。 

 後期高齢者数は今後も増加していくことか

ら、高齢者の健康増進と保険料収入の確保を図

り、健全財政の維持に努めてまいりたいと考え

ております。 

 次に、介護保険特別会計についてですが、昨

年度は、第６期介護保険事業計画の最終年度で

ありました。決算では黒字を確保することがで

きました。しかしながら、今後も、高齢化の進

展や認定者数の増加等により給付費は伸び続け

ると見込まれることから、今年度以降３年間の

中期的な見通しに基づき、第７期介護保険事業

計画における保険料を設定させていただきまし

た。 

 今後も、適切な介護保険サービスの提供や介

護予防の取り組み、また、医療と介護の連携な

どを推進し、住みなれた地域で安心して暮らし

続けることができる町を目指して取り組んでま

いります。 

 最後に、診療所特別会計についてですが、民

間の医療施設がない泉地域の下岳地区、五家荘

地区などにおいて、３つの僻地診療所を運営し

ています。人口減少に伴い、受診者数は減少傾

向にありますが、地域住民に安定的な医療を提

供するためには必要な事業であり、県や関係機

関と連携した医師の確保と医療体制の整備に努

めたいと考えております。 

 以上、健康福祉部が所管します平成２９年度

特別会計決算につきましての健康福祉部長とし

ての総括といたします。 

 それでは、議案第１１５号・平成２９年度八

代市国民健康保険特別会計歳入歳出決算を国保

ねんきん課、岩瀬課長から説明いたしますの

で、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○国保ねんきん課長（岩瀬隆敏君） こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）国保ねん

きん課の岩瀬です。 

 失礼しまして、着座にて、説明いたします。 

 それでは、議案第１１５号・平成２９年度八

代市国民健康保険特別会計歳入歳出決算につい

て、御説明申し上げます。 

 歳入につきましては、八代市特別会計歳入歳

出決算書、歳出につきましては、主要な施策の

成果に関する調書・その２にて御説明いたしま

す。 

 それでは、主要な施策の成果に関する調書・

その２の１９１ページをお願いいたします。 

 歳入歳出の一覧表でございます。この表の下

段、合計の行の（Ａ）でございますが、歳入決

算額は２０２億６８８４万５０００円で、予算

額に対し９４.６％。 

 同じく右側の（Ｂ）でございますが、歳出決

算額は２０６億６６０４万７０００円で、予算

額に対して９６.４％の執行率となっておりま

す。 

 その下、歳入歳出差し引き額である形式収支

は３億９７２０万２０００円の赤字となりまし

たことから、地方自治法施行令の規定により、

当該不足額に対し、平成３０年度歳入から繰り

上げ充用を行ったところでございます。 
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 まずは、歳出の主なものにつきまして、一覧

表の右側、歳出欄の決算額で御説明いたしま

す。 

 科目１、総務費で２億１０１２万５０００

円、内訳の主なものでございますが、（１）一

般管理費の２億３２５万８０００円は、職員の

人件費や、被保険者証及び納税通知書発行に要

する事務費等でございます。 

 （２）連合会負担金６６７万８０００円は、

国民健康保険団体連合会が行う保険者事業の共

同処理等国保にかかわる事業の経費に対する負

担金でございます。 

 次の科目２、保険給付費から、科目８、保健

事業費まで、及び科目１１、繰上充用金は、こ

の後、個別の事業で御説明いたします。 

 科目９、諸支出金７４３０万９０００円の主

なものは償還金で、平成２８年度に概算で交付

されました国からの負担金等につきまして、実

績に基づき超過分を返還したものでございま

す。 

 以上、歳出合計は２０６億６６０４万７００

０円となっております。 

 右側の１９２ページは、医療費の状況でござ

います。 

 平成２９年度の本市国保医療費の１０割分に

当たる医療費総額は、表の右側、療養諸費合計

１４１億９１９０万２０００円でございます。

前年度比約１億６０００万円、１.１４％の増

加を示しておりまして、１人当たりの療養諸費

費用額も、前年度を５.２７％上回る３９万３

０４０円となったところでございます。 

 それでは、引き続き個別の事業について御説

明いたします。 

 １９３ページをお願いいたします。 

 まず、上段の国保広域化事業は、平成３０年

度からの国保都道府県化に対応するためのシス

テム改修委託費でございます。 

 決算額は１３８１万５０００円で、特定財源

は、国の国民健康保険制度関係事務準備事業費

補助金でございます。 

 また、今後の方向性につきましては、今年度

から、都道府県化移行により、本事業はなしと

いたしております。 

 一つ飛ばしまして、１９４ページをお願いい

たします。 

 上段の国民健康保険保険給付費でございま

す。国保事業の根幹をなす療養給付費ほか各種

の保険給付でございます。 

 決算額は１２０億２８８１万６０００円で、

特定財源の国県支出金は、療養給付費等負担

金、普通調整交付金、特別調整交付金など４６

億１７３９万９０００円ほか、繰入金などが主

なものでございます。 

 不用額は３億４２８５万９０００円で、被保

険者数の減少などによるものでございます。 

 中ほどに示しました内訳のうち、主なものと

しまして、療養給付費は、被保険者の医療機関

等での窓口負担分を除いた、いわゆる保険者負

担分でございまして、一般分で１０１億４６２

０万２０００円、退職分で１億３８５１万５０

００円でございます。 

 療養費は、治療用装具費用等、一度全額を負

担していただき、その後、保険者負担分を後か

ら現金給付するもので、一般分９０３１万７０

００円、退職分１６５万３０００円を支出して

おります。 

 高額療養費は、一月当たりの医療費が高額と

なった場合に、その世帯の所得に応じて定めら

れた自己負担限度額を超えた分を、申請により

払い戻すもので、一般分１５億２００９万円、

退職分が２７４９万６０００円でございます。 

 出産育児一時金５９４０万１０００円は、加

入者が出産されたときに一時金として、子供１

人当たり４０万４０００円、産科医療補償制度

加入の医療機関での出産の場合は４２万円を給

付するもので、１４２件分でございます。 
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 葬祭費５４３万円は、加入者が亡くなられた

とき、その葬祭を行った方に対して１人当たり

３万円を支給するもので、１８１件分でござい

ます。 

 次に、下段の後期高齢者医療支援金事業は、

後期高齢者医療制度に対する、本市国保保険者

負担分でございます。 

 決算額は１９億８１５５万５０００円で、高

齢者の医療の確保に関する法律による義務的経

費でございます。 

 続きまして、１９５ページをお願いします。 

 上段の前期高齢者納付金は、前期高齢者に係

る医療制度間の財政的不均衡を調整するもので

ございます。 

 決算額は７１２万９０００円で、これも高齢

者の医療の確保に関する法律による義務的経費

でございます。 

 次に、下段の介護納付金事業は、４０歳から

６４歳までの介護保険第２号被保険者分の納付

金でございます。 

 決算額は７億９８７０万２０００円で、介護

保険法に基づく義務的経費でございます。 

 次に、１９６ページ、上段の共同事業拠出金

は、市町村の保険料の平準化や財政の安定化を

図るため、都道府県単位で国保連合会が事業主

体となり、市町村の拠出金を財源に、県単位で

費用負担を調整する、いわば保険者の保険とい

った制度でございます。 

 決算額は４９億３５５１万８０００円で、特

定財源は、高額医療費共同事業負担金として、

国県支出金２億２０９８万２０００円でござい

ます。 

 主なものは、高額医療費共同事業医療費拠出

金４億３４５０万４０００円と、保険財政共同

安定化事業拠出金の４５億２２万８０００円で

ございます。 

 今後の方向性としましては、国保都道府県単

位化の制度改革により、広報及び退職者医療共

同事業を除きまして、平成３０年度から共同事

業は廃止となります。 

 次に、下段の医療費適正化推進事業、健康推

進課所管分でございますが、特定健診の周知啓

発等による健診の受診率向上及び糖尿病性腎症

重症化予防の取り組みにより、増大する医療費

の適正化を図るものでございます。 

 決算額は７３９万６０００円で、財源は、

国、県の特別調整交付金でございまして、非常

勤職員の看護師１名と管理栄養士１名の賃金、

及びＰＲチラシの印刷費、未受診者への健診案

内の郵便料等が主なものでございます。 

 今後の方向性としましては、受診率の向上の

ため、人間ドックの導入、糖尿病性腎症重症化

予防の取り組みとしては、糖尿病専門医だけで

はなく、腎臓専門医、かかりつけ医との連携体

制の拡大など、医療費の適正化が図られるよう

改善してまいりたいと考えております。 

 １９７ページをお願いいたします。 

 上段の医療費適正化事業、今度は国保ねんき

ん課所管分でございます。レセプトの点検やジ

ェネリック医薬品の使用促進で、医療費の適正

化を図るものでございます。 

 決算額は４９４万４０００円で、特定財源７

６万４０００円は、国、県の特別調整交付金で

ございまして、レセプト点検業務委託料４４０

万円、及びジェネリック医薬品希望シール作製

代２１万３０００円が主なものでございます。 

 今後の方向性としましては、レセプト点検に

おいては、内容点検効果率の目標達成、ジェネ

リック医薬品の普及促進については、国の目標

値達成に向け、引き続き広報等で啓発を図るな

ど、改善してまいりたいと考えております。 

 次に、下段の国保保健指導事業は、生活習慣

病の重症化予防と適正受診の啓発等のため、医

療機関を重複して、あるいは頻繁に受診してお

られる被保険者を対象に、保健師が個別に訪問

し、適正受診や重複薬、残薬の説明等を行い、
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自主的な健康づくりを支援するものでございま

す。 

 決算額は２２４万４０００円で、財源は、全

額、国の特別調整交付金でして、非常勤職員の

保健師１名の賃金が主なものでございます。 

 保健師が訪問した件数は、重複受診者が１２

０名、頻回受診者が４３名でございました。 

 今後の方向性としましては、対象者の抽出方

法の見直しや指導内容を工夫するなど、さらに

事業効果が高まるよう改善してまいりたいと考

えております。 

 １９８ページになりますが、上段の疾病予防

事業は、医療費の適正化を図るための疾病の早

期発見及び症状の緩和等に関する各種事業でご

ざいます。 

 決算額は２７８０万７０００円で、特定財源

は、県の特別調整交付金４７１万８０００円で

ございます。 

 主なものとしまして、はり・きゅうマッサー

ジ等の助成は、年１５回を上限に、１回当たり

１０００円の助成で、８３２３件、８３２万３

０００円。脳ドック助成は、１人１回１万５０

００円の助成で、３５６件、５３４万円でござ

います。 

 今後の方向性としましては、脳ドック助成事

業を見直し、保険者努力支援制度の評価指標に

ある、がん検診を主体とした人間ドック助成を

追加し、さらなる疾病予防の推進と医療費の適

正化につながるよう改善してまいりたいと考え

ております。 

 次に、下段の特定健診事業は、４０歳から７

４歳までの国保加入者を対象に、メタボリック

シンドロームに着目した特定健康診査を行う事

業でございます。 

 決算額は７９１７万１０００円で、特定財源

３１７８万１０００円は、国、県の特定健康診

査等負担金と、県の特別調整交付金でございま

す。 

 内訳としましては、各機関への健診業務委託

料７７４４万１０００円が主なもので、受診率

は３３％でございました。 

 不用額１６９９万１０００円は、健診受診者

数が予定を下回ったことなどによるものでござ

います。 

 今後の方向性としましては、受診率の向上を

目指し、健診データの情報提供事業の周知拡大

や地域組織と連携した健康づくり活動を推進す

る等改善してまいります。 

 １９９ページをお願いいたします。 

 上段の特定保健指導事業は、特定健診の結

果、生活習慣の改善を行う必要のある方への保

健指導に係る事業でございます。 

 決算額は１２２１万１０００円で、特定財源

は、国県支出金の４９０万８０００円でござい

ます。 

 内訳としましては、特定保健指導委託料３９

２万３０００円、非常勤職員の賃金等６２９万

１０００円などで、実施率は５１.１％でござ

いました。 

 なお、この中に括弧書きで、（非常勤職員２

名）としておりますが、これが間違っておりま

して、２名のところ３名に訂正させていただき

ます。大変申しわけございません。 

 今後の方向性としましては、医療と連携した

体制を整備し、未治療、治療中断予防に取り組

むなど、改善してまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、下段の繰上充用金事業は、平成２８年

度決算におきまして、歳入が歳出に不足するに

至ったため、翌平成２９年度の歳入から繰り上

げ充用したもので、決算額は４億９５７９万９

０００円でございます。 

 今後の方向性としましては、累積赤字解消に

向け、国保財政健全化計画等に基づき、計画的

に累積赤字解消を図っていくところでございま

す。 
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 以上で歳出の説明を終わりまして、引き続

き、歳入について御説明いたします。 

 歳入は、別冊となっております特別会計歳入

歳出決算書に基づき説明いたします。 

 決算書の１６ページ、１７ページをお願いい

たします。 

 金額につきましては、１７ページの右から４

列目の収入済み額で申し上げます。なお、１０

００円未満は切り捨てて御説明いたします。 

 款１・国民健康保険税は３２億８８０９万３

０００円でございます。 

 項１・国民健康保険税、目１・一般被保険者

国民健康保険税の収入済額は３２億４８２８万

６０００円でございます。 

 節１から３までは現年課税分、節４から６ま

では滞納繰越分でございます。これらの一般被

保険者に係る収納率につきましては、現年分は

９３.１６％、滞納分は１５.４３％となってお

ります。 

 目２・退職被保険者等国民健康保険税の収入

済額は３９８０万６０００円でございます。 

 目１と同様に、節１から３までは現年課税

分、節４から６までは滞納繰越分でございま

す。これらの退職被保険者に係る収納率につき

ましては、現年分９５.６３％、滞納分１４.２

０％となっております。 

 一般と退職を合わせた現年課税分の収納率は

９３.１９％で、前年度の９２.８６％から０.

２５ポイント上昇しております。 

 次の１８、１９ページをお願いいたします。 

 少し飛ばしまして、中ほどの款３・国庫支出

金は５２億７２１６万７０００円でございま

す。 

 項１・国庫負担金、目１・療養給付費等負担

金３３億７９９５万４０００円は、一般被保険

者の療養給付費などの費用の３２％が、国から

概算で交付されたものでございます。 

 目２・高額医療費共同事業負担金１億１０４

９万円は、高額医療費共同事業医療費拠出金に

係る国の負担金でございます。負担割合は、対

象となる拠出金の４分の１となっております。 

 目３・特定健康診査等負担金１７１６万６０

００円は、特定健診事業・特定保健指導事業に

係る国の負担金で、負担割合は、対象経費の３

分の１となっております。 

 項２・国庫補助金、目１・財政調整交付金は

１７億５０６５万７０００円で、節１・普通調

整交付金１２億８７６９万７０００円と、節

２・特別調整交付金４億６２９６万円となって

おります。 

 目２・国民健康保険制度関係事務準備事業補

助金の１３８９万９０００円は、国保の都道府

県化に伴うシステム改修に対して、国から交付

されたものでございます。 

 款４・療養給付費等交付金２億４６１５万８

０００円は、退職者医療被保険者の医療費に充

てるために、社会保険診療報酬支払基金から概

算で交付されたものでございます。 

 ２０ページ、２１ページをお願いいたしま

す。 

 款５・前期高齢者交付金４２億６１７３万円

は、６５歳から７４歳までの前期高齢者の医療

費について、制度上発生する医療保険制度間の

不均衡を調整するための交付金でございます。 

 款６・県支出金は９億４３３６万５０００円

でございます。 

 項１・県負担金、目１・高額医療共同事業負

担金１億１０４９万円は、国庫負担金と同様、

県の負担分で負担割合は４分の１となっており

ます。 

 目２・特定健康診査等負担金１７１６万６０

００円は、国庫負担金と同様、県の負担分で、

負担割合は３分の１となっております。 

 項２・県補助金、目１・県調整交付金は８億

１５７０万９０００円でございます。 

 内訳は、節１・普通調整交付金７億１３３３
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万８０００円、節２・特別調整交付金１億２３

７万１０００円となっております。 

 款７・共同事業交付金は４８億４３７７万２

０００円でございます。共同事業の対象となっ

た医療費の財源として、国保連合会から交付さ

れたものでございます。 

 款８・繰入金、項１、目１・一般会計繰入金

は１３億７１４８万７０００円でございます。

これは、全て法定繰り入れ分、いわゆるルール

分でございます。 

 内訳といたしまして、まず、節１・職員給与

費等繰入金１億９５３３万６０００円は、国保

事業に要します人件費などが主なものでござい

ます。 

 節２・出産育児繰入金３９５９万１０００円

は、出産育児一時金の決算額の３分の２に相当

するものでございます。節３・保険基盤安定繰

入金９億１０５５万６０００円は、一般被保険

者の低所得世帯に係る保険税軽減によって生じ

る財源不足に対するものでございます。節４・

財政安定化支援事業繰入金２億２６００万４０

００円は、地域の特性による国保財政の負担の

増加に対する支援分でございます。 

 款９・諸収入は３９１４万２０００円でござ

います。 

 ２２ページ、２３ページをお願いいたしまし

て、中ほどの項３・雑入は３１２６万６０００

円でございますが、目１・一般被保険者第三者

納付金２５６８万１０００円は、国保加入者が

交通事故等、第三者行為の被害者となった場合

に、治療のため一時的に保険を使用した分を、

過失割合に応じて加害者に請求し、徴収したも

のでございます。 

 目２・退職被保険者等第三者納付金は３１３

万２０００円でございます。 

 目３・一般被保険者返納金の２１２万２００

０円は、一般被保険者が、社会保険等の資格を

取得した後に、八代市国保の保険証を提示し、

医療機関を受診したため、保険給付費を御返納

いただいたものが主な内容でございます。 

 ２４ページ、２５ページをお願いいたしまし

て、以上の歳入の合計は、一番下の行、２０２

億６８８４万５０００円でございます。 

 最後に、３６ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書でございます。歳入総

額２０２億６８８４万５０００円、歳出総額２

０６億６６０４万７０００円、歳入歳出差引額

マイナス３億９７２０万２０００円で、実質収

支額もマイナス３億９７２０万２０００円でご

ざいました。 

 このように、冒頭申し上げましたとおり、２

年連続の赤字決算となり、平成３０年度歳入よ

り、繰り上げ充用にて対応したところでござい

ます。 

 なお、この赤字は、平成２７年度から２９年

度までの累積赤字を示しておりますが、平成２

８年度の赤字額、つまり平成２９年度決算の繰

上充用金４億９５７９万９０００円と比べます

と、およそ１億円の改善が図られたところでご

ざいます。 

 しかしながら、現段階で判明しております国

の療養給付費等負担金の精算に伴う返還金が約

３億円ございまして、その分の赤字が先送りさ

れた格好となっておりますので、実質的には約

７億円の累積赤字となることを認識していると

ころでございます。 

 以上で、議案第１１５号・平成２９年度八代

市国民健康保険特別会計歳入歳出決算について

の説明を終わらせていただきます。御審議のほ

どよろしくお願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑はありません

か。質疑があったら、お願いします。 

○委員（橋本徳一郎君） １９８ページ、特に

特定健診事業がわかりやすいのかなあと思うん

ですけども、ほかにも糖尿病の予防だとか、腎
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症の透析の予防だとか、そういったものもあり

ましたけど、その項目の中に、ＨｂＡ１ｃ、ヘ

モグロビンＡ１ｃとか、項目が入っているかな

と思いまして、お聞きしたいと思います。 

○健康推進課長（南 睦子君） 健康推進課の

南です。 

 特定健診の検査項目の中には、ヘモグロビン

Ａ１ｃは入っております。 

○委員（橋本徳一郎君） わかりました。ヘモ

グロビンＡ１ｃは、血糖だけで糖尿病の診断を

するというのは難しくてですね、ヘモグロビン

Ａ１ｃ法で継続的に血糖傾向が出てくる項目な

ので、ぜひ、今後継続して入れていただいて、

指導内容にですね、入れていただくということ

で、実際の糖尿病の指導に役立つと思っており

ます。 

 済みません、以上です。 

○委員長（上村哲三君） ただいまのは意見で

いいですね。 

○委員（橋本徳一郎君） 意見です。 

○委員長（上村哲三君） じゃあ、もうありま

せんので、意見として捉えておきます。 

 ほかにありませんか。 

○委員（橋本幸一君） １９８ページの疾病予

防事業の中で、今後脳ドッグ助成から人間ドッ

グ助成へと変えていかれるというような話され

てましたが、この脳ドッグというのは、もう廃

止という方向でいいのか、どうですか。 

○国保ねんきん課長（岩瀬隆敏君） 人間ドッ

グにシフト、平成３０年度から人間ドッグにシ

フトしていこうかということを考えてはおりま

すが、急に脳ドッグをなくすということにはし

ておりませんで、徐々に人間ドッグにシフトし

ていくようなことで取り組んでいこうというふ

うにしております。 

○委員（橋本幸一君） 結局、脳ドッグだけだ

ったならば、ある程度予算的には少ない予算で

済むと思うんですが、人間ドッグだったら、そ

れ相応の、また額も必要になってくると思うん

ですが、予算自体も増額されるような方向でい

かれるんですか。 

○国保ねんきん課長（岩瀬隆敏君） これは、

平成３０年度の話にはなるんですが、現在２万

円、１人当たり２万円ということで定額とさせ

ていただきまして、助成を行っております。脳

ドッグも人間ドッグも合わせまして。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） 前のページの１９７

ページ、レセプト点検のことですね。国保連合

会で、かなり今電子請求がされてて、かなり精

密な検査がされてるんですが、それよりさらに

精度を上げるというのは、どういうふうな形で

されるのかなと思いまして、手法を教えていた

だきたいなと思います。 

○国保ねんきん課副主幹兼医療給付係長（秋永

誠一君） 国保ねんきん課医療給付係の秋永と

申します。 

 レセプト点検につきましては、今委員さん御

指摘のとおりですね、１次点検につきまして

は、国保連合会のほうで１次点検を行っており

ます。２次点検を市のほうで独自に、国保のほ

うでですね、業者委託をいたしまして、２次点

検、内容点検と資格点検のほうを実施して、内

容点検の効果リストを上げるような実施計画を

つくりまして、医療費適正化につなげていると

ころでございます。 

 以上です。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（野﨑伸也君） 国保の関係ですね、赤

字、２年連続ということで、繰り上げ充用で対
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応しているというようなことですし、赤字分に

ついては、負担者の方からですね、またいただ

いて返済するというようなことでやっていると

いうことで伺ってます。 

 その赤字解消に向けて、早期発見とかです

ね、あとは、いろいろとジェネリック関係とか

もやっておられるということで、いろいろとこ

れまでもやってこられた努力というのは、非常

に理解しているつもりなんですけれども、もう

少し赤字の分を、自分たちが、加入されている

方々が、また負担しなきゃならないということ

をですね、やはりもう少し強くアピールという

のが必要なんじゃないかなというふうに思いま

す。自分たちがちゃんとやらないと、自分たち

に、また返ってくるという、負担が返ってくる

というところをですね、やはりしっかりと利用

者の方、加入者の方にですね、発信していただ

いて、ぜひ疾病、重症化になる前にですね、医

療費も増大にならないように取り組んでいただ

きたいというふうに思います。早期の赤字解消

をですね、よろしくお願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） ほかにございません

か。 

○委員（橋本幸一君） 私も、ある程度今の予

防医療と関係しているんですが、ほかの検診を

受けて、それが市の特定健診との情報交換がな

されてない部分が結構ある感じがするんです

ね。例えば、ほかのところで人間ドッグを受け

たところが、６０００円の補助もあるとか、そ

ういう、まだいろんな市民の皆さんが知ってな

い部分もある状況ですから、その辺も含めて、

特定健診もそれで加算されるわけですから、も

うちょい情報交換しながらですね、予防医療に

ついての普及にやっていただきたいと思いま

す。 

○委員長（上村哲三君） ほかにございます

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１１５号・平成２９年度八代市国民健

康保険特別会計歳入歳出決算について、これを

認定するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（上村哲三君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

                              

◎議案第１１６号・平成２９年度八代市後期高

齢者医療特別会計歳入歳出決算 

○委員長（上村哲三君） 次に、議案第１１６

号・平成２９年度八代市後期高齢者医療特別会

計歳入歳出決算について、健康福祉部から説明

願います。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（丸山智子君） そ

れでは、後期高齢者医療特別会計決算につきま

して、引き続き、岩瀬課長から御説明申し上げ

ますので、よろしくお願いいたします。 

○国保ねんきん課長（岩瀬隆敏君） 国保ねん

きん課、岩瀬でございます。引き続き、よろし

くお願いいたします。 

 座って説明させていただきます。 

 それでは、議案第１１６号・平成２９年度八

代市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算につ

いて御説明いたします。 

 歳入については、先ほどと同じように、歳入

については決算書、歳出については、主要な施

策の成果に関する調書・その２にて、御説明い

たします。 

 それでは、まず、主要な施策の成果に関する

調書・その２の２０２ページをお願いいたしま

す。 

 まず、左側の歳入でございますが、表の下

段、合計の行、（Ａ）の決算額は１６億９１６

２万９０００円で、予算現額に対する割合は９

８.７％でございます。 

 次に、右側、（Ｂ）の歳出決算額は１６億５
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８８０万４０００円で、歳入現額に対し９６.

７％の執行率となっております。 

 その下、歳入歳出差し引き額、（Ａ）引く

（Ｂ）は、３２８２万５０００円でございます

が、こちらは、出納整理期間中に収納した保険

料収入分でございまして、平成３０年度中に広

域連合へ支払うことになります。 

 それでは、歳出については、表の右側、歳出

欄の決算額で御説明します。 

 科目１、総務費で６３８５万２０００円、そ

のうち、（１）一般管理費の５７８８万６００

０円は、人件費や被保険者証の交付に要する事

務費等でございます。 

 次の（２）徴収費５９６万６０００円は、保

険料決定通知書や納付書の郵便料など、保険料

の徴収業務に要する経費でございます。 

 次に、科目２、後期高齢者医療広域連合納付

金は１５億６９１６万２０００円で、そのう

ち、（１）の被保険者保険料納付金につきまし

ては、後ほど個別の事業で御説明いたします

が、広域連合への納付金といたしまして１０億

６５６２万９０００円でございます。 

 次の（２）保険基盤安定分担金は、低所得者

に係る保険料の均等割額を軽減することにより

生ずる財源不足分を公費で補うもので、５億３

５３万３０００円を支出しております。 

 次に、科目３、保健事業費につきましては、

こちらも後ほど個別の事業で御説明いたします

が、健康保持増進事業といたしまして、２３６

３万７０００円を支出いたしております。 

 次の科目４、諸支出金は、過誤納付に係る過

年度収納分の保険料を還付したもので、還付加

算金を含めた決算額は２１５万３０００円でご

ざいます。 

 それでは、個別の事業について御説明いたし

ます。 

 ２０３ページをお願いいたします。 

 まず、被保険者保険料納付金事業でございま

すが、被保険者から徴収した保険料や延滞金を

広域連合へ納付するもので、決算額は１０億６

５６２万９０００円でございます。なお、保険

料収入が当初見込みに比べ少なかったため、３

１０７万２０００円の不用額が生じておりま

す。 

 また、今後の方向性といたしましては、関係

法令に基づく義務的事業であることから、現行

どおり、市による実施といたしております。 

 次に、健康保持増進事業のはり・きゅう助成

ですが、高齢者の健康増進に寄与することを目

的に、はり・きゅう等の施術料の一部を助成す

るもので、決算額は８３５万９０００円でござ

いました。 

 国民健康保険と同様、指定の施術機関におい

て、はり・きゅう等の施術を受けられる方へ、

１回につき１０００円、年間１５回を上限とす

るもので、１２０５人に交付しまして、助成件

数は８２６２件でございました。財源といたし

ましては、全額一般会計からの繰入金でござい

ます。 

 また、今後の方向性といたしましては、将来

的な医療費の適正化を図るため、現行どおり実

施いたしますことに加え、平成３０年度より広

域連合補助金を活用した新規事業といたしまし

て、訪問指導事業を実施しておりますことか

ら、市による実施、規模拡充としております。 

 次に、２０４ページの上段にあります、健康

保持増進事業の高齢者健診でございますが、高

齢者の医療の確保に関する法律の規定に基づ

き、生活習慣病の早期発見と健康保持増進を目

的に、広域連合からの受託事業として実施した

ものでございます。 

 決算額１５２７万８０００円は、受診者数１

９２４名分の健診委託料１３５１万２０００円

が主なものでございます。 

 また、今後の方向性といたしましては、市に

よる実施、要改善としておりますが、本市の健
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診受診率は９.４％で、目標受診率に達してい

ないことから、より効果的な広報活動など、市

民への周知を図ることで、さらなる受診率向上

に努めてまいりたいと考えております。 

 引き続き、歳入の説明をいたします。次は、

別冊の決算書をお願いいたします。 

 決算書の４６ページ、４７ページをお願いい

たします。なお、説明は１０００円未満を切り

捨てて説明させていただきます。 

 金額につきましては、４７ページの右から４

列目の収入済額をごらんください。 

 まず、款１、項１・後期高齢者医療保険料で

すが、収入済額は１０億６６４１万円でござい

ます。 

 目１・特別徴収保険料の７億１９４７万７０

００円は、年金からの天引きにより収納したも

のでございます。 

 目２・普通徴収保険料は、納付書や口座振替

により収納しましたもので、節１・現年度分が

３億４４０１万６０００円、節２・滞納繰越分

が２９１万６０００円でございます。 

 次の款２・使用料及び手数料、項１・手数

料、目１・督促手数料は２０万６０００円でご

ざいます。 

 次に、款３・繰入金、項１・一般会計繰入金

は５億７３３９万６０００円でございます。 

 目１・事務費繰入金の６９８６万４０００円

は、人件費や各業務に必要な事務経費分を、一

般会計から繰り入れたものでございます。 

 また、目２・保険基盤安定繰入金の５億３５

３万２０００円は、低所得者の負担軽減を図る

ための保険基盤安定分担金の財源として、県が

４分の３、市が４分の１を繰り入れたものでご

ざいます。 

 次に、款４・繰越金は３１８７万７０００円

でございます。この繰越金につきましては、出

納整理期間中に収納した平成２８年度分の保険

料で、保険料納付金として、平成２９年度に広

域連合へ支出しております。 

 次に、款５・諸収入は１９７３万８０００円

でございます。 

 主なものとしましては、項４・受託事業収

入、４８ページ、４９ページに引き続きます

が、目１・後期高齢者医療広域連合受託事業収

入１７４１万３０００円でございます。これ

は、当市で実施しました高齢者健診費用や健診

データの管理手数料のほか、健診に係る人件

費、通信運搬費等の事務費に対して広域連合が

負担したものでございます。 

 以上が歳入の説明でございます。 

 最後に、５４ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書でございます。歳入総

額は１６億９１６２万９０００円、歳出総額は

１６億５８８０万４０００円で、歳入歳出差引

額は３２８２万５０００円でございます。翌年

度へ繰り越すべき財源はございませんので、実

質収支も同額の３２８２万５０００円となりま

す。 

 なお、この歳入歳出差し引き額につきまして

は、平成３０年度の保険料納付金として広域連

合へ支出するものでございます。 

 以上で、議案第１１６号・平成２９年度八代

市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算につい

ての説明を終わらせていただきます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。質疑ありませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） 後期高齢者の対象人

数って、この間ふえてきていると思うんですけ

ど、その分の推移を教えていただきたいなと思

います。 

○国保ねんきん課副主幹兼後期高齢者医療係長

（園川純大君） 国保ねんきん課、園川です。

よろしくお願いいたします。 

 後期高齢者医療の被保険者数の推移ですが、
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まず、２９年度、済みません、３０年３月末現

在が２万２６６４名でございまして、２９年度

３月末と比較しますと、１０１名の増でござい

ます。毎年、大体１００名から２００名前後の

増加をしているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（上村哲三君） ほかにございません

か。 

○委員（鈴木田幸一君） ２０３ページですけ

ど、はり・きゅう助成費の分がありますが、こ

れは国民健康保険を活用できる医院と、そうで

ない医院があるような感じを受けますけど、国

民健康保険の該当する、該当させるということ

は、何か方法が、申請か何かすればできるとで

すかね。 

○国保ねんきん課副主幹兼医療給付係長（秋永

誠一君） 御質問のはり・きゅう助成券のこと

かと思います。はり・きゅう助成券につきまし

ては、国保のほうも、後期のほうもですね、窓

口に行っていただきまして、申請をしていただ

きますとですね、皆さん助成券、１年に１５回

ですね、１回１０００円の助成というのを受け

られることができます。国保と後期のほうも、

全く同じでございます。 

○委員（鈴木田幸一君） そっちじゃなくて、

病院のほうから申請を、そっちのほうで。 

○国保ねんきん課副主幹兼医療給付係長（秋永

誠一君） 失礼しました。病院の場合はです

ね、医師の同意書を添付していただきましてで

すね、医師の同意ですね、を添付していただき

まして、一応はり・きゅうの療養費の申請をし

ていただくということになります。その場合は

保険適用ということで。（｢ちょっと待って、

違います」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 小会します。 

（午後３時５７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時５９分 本会） 

○委員長（上村哲三君） 本会に戻します。 

○委員（鈴木田幸一君） はり・きゅうの指定

の医院は、指定してある医院と、指定してない

医院があるようですが、指定してない医院とい

うのは、申請すれば指定されることができると

いうことでしょうか。 

○国保ねんきん課副主幹兼医療給付係長（秋永

誠一君） 県のほうにですね、開設届を出して

いただきまして、県の基準をクリアしていただ

ている施術所であればですね、市のほうに、ま

た申請していただきまして、そして、助成の施

術所として認定するということになっておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員（鈴木田幸一君） はい、わかりまし

た。 

 余談ではありますが、国民健康保険の指定医

院だから、結局熊本県全体の指定しているとこ

ろには、どこでも、八代の人も行って、治療を

受けることができるということですよね、対象

として。 

○委員長（上村哲三君） 小会します。 

（午後４時００分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時０２分 本会） 

○委員長（上村哲三君） 本会に戻します。 

 ほかに質疑はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） ないようですので、

なければ、これより採決いたします。 

 議案第１１６号・平成２９年度八代市後期高

齢者医療特別会計歳入歳出決算について、これ

を認定するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 
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○委員長（上村哲三君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

 小会します。 

（午後４時０３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時０５分 本会） 

○委員長（上村哲三君） 本会に戻します。 

◎議案第１１７号・平成２９年度八代市介護保

険特別会計歳入歳出決算 

○委員長（上村哲三君） 次に、議案第１１７

号・平成２９年度八代市介護保険特別会計歳入

歳出決算について、健康福祉部から説明願いま

す。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（丸山智子君） そ

れでは、介護保険特別会計歳入歳出決算につき

ましては、長寿支援課の鶴田課長から御説明申

し上げますので、よろしくお願いいたします。 

○長寿支援課長（鶴田洋明君） 長寿支援課の

鶴田でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、着座にて御説明させていただきま

す。 

 議案第１１７号・平成２９年度八代市介護保

険特別会計歳入歳出決算につきましては、こち

らの主要な施策の成果に関する調書及び土地開

発基金の運用状況に関する調書（その２）と、

八代市特別会計歳入歳出決算書を用いて、御説

明申し上げますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 まず、調書の２０５ページをお願いいたしま

す。 

 介護保険特別会計の全体像について、簡単に

御説明いたします。 

 歳出は、表の右側のとおり、科目の１、総務

費、２、保険給付費、３、地域支援事業費など

の款に分かれております。 

 このうち第１款・総務費の決算額３億３２９

９万円は、職員２８名分の人件費及び事務費、

そのほか介護保険料の賦課徴収経費、介護認定

の審査や調査に係る経費などでございます。 

 第２款・保険給付費の決算額１３１億９３７

５万５０００円は、いわゆる介護保険サービス

に係る自己負担部分を除いた保険給付の総額で

ございます。 

 第３款・地域支援事業費の決算額４億８１３

４万１０００円は、市町村が実施する介護予

防・日常生活支援総合事業や、地域包括支援セ

ンターの委託などが主なものでございます。 

 第４款・基金積立金は、介護給付費準備基金

の定期預金利子を積み立てたものでございま

す。 

 第５款・諸支出金は、平成２８年度に概算交

付を受けた国県支出金及び支払基金交付金の精

算に伴う返還金が主なものでございます。 

 表の左側は、歳入になります。 

 介護保険制度では、人件費や一般的な事務費

などは全額を一般会計繰入金で対応し、それ以

外の介護保険事業については、基本的に２分の

１を保険料で、残りの２分の１を公費で負担い

たします。 

 保険料負担に占めます、６５歳以上の第１号

被保険者の保険料の割合が２２％、４０歳以上

６５歳未満の第２号被保険者の保険料の割合が

２８％となっております。 

 公費については、事業ごとに割合が決められ

ておりますが、大まかに申し上げますと、国が

２５％、県が１２.５％、市の負担が１２.５％

になります。このうち、市の負担分は一般会計

繰入金でございます。 

 表の下の、歳入歳出差引額、実質収支額とも

に６億３４４５万６０００円でございます。 

 なお、この中には平成２９年度に概算交付さ

れまして、精算に伴い返還しなければならない

国県支出金及び支払基金交付金が３億１９４５

万８０００円含まれております。 

 それでは、歳出の主な事業について御説明申
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し上げます。 

 恐れ入りますが、２０９ページをお願いいた

します。 

 まず、上の表の介護保険認定調査事業１億１

７５万９０００円は、要介護認定申請者の要介

護度を決定するために、認定調査員による訪問

調査及び主治医に対して意見書の作成依頼を行

うもので、調査員の人件費、主治医意見書作成

料が主なものでございます。 

 不用額１０５３万５０００円は、これまで、

介護認定の申請をして非該当となった高齢者を

対象に行われていました、介護予防・日常生活

支援総合事業が、平成２９年度からは、要介護

認定の申請を行わずとも、基本チェックリスト

で該当となられた方でも利用できることとなっ

たために、要介護認定の申請者数が当初の見込

みを下回ることとなったことが主な理由でござ

います。 

 次に、下の表の居宅介護サービス給付費５４

億４１３４万円は、要介護認定１から５の方

が、居宅において日常生活上必要な介護を受け

る訪問介護や、居宅から事業所等に通って機能

訓練等を受ける通所介護などのサービスを受け

たときに事業者へ給付するものでございます。 

 不用額９２６６万円は、介護サービスの利用

が当初の見込みを下回ったこと、特に、前年度

に比べ短期入所療養介護サービスの利用が少な

かったことが主な理由でございます。 

 次に、２１０ページをごらんください。 

 上の表の施設介護サービス給付事業３８億３

１８万３０００円は、要介護認定１から５の方

が、特別養護老人ホームや老人保健施設などの

介護保険施設に入所し、サービスを受けたとき

に事業所へ給付するものでございます。 

 不用額１億９２０１万８０００円は、市内の

介護療養型医療施設であった２施設が辞退した

ことが主な理由でございます。 

 次に、下の表、居宅介護サービス計画給付事

業６億２９３３万２０００円は、要介護認定１

から５の方が、居宅において介護サービスを利

用する場合に、ケアマネジャーが、ケアプラン

に基づき、サービス利用があった場合に、プラ

ン作成料の全額を居宅介護支援事業所へ給付す

るものでございます。 

 不用額１０６６万８０００円は、居宅介護サ

ービスの利用が当初の見込みを下回ったことに

伴うものが主な理由でございます。 

 次に、２１１ページをごらんください。 

 上の表の地域密着型サービス給付事業２１億

６６６８万円は、地域密着型サービスの利用が

あった場合に、事業者へ給付するものでござい

ます。 

 この地域密着型サービスとは、事業者が所在

する市町村に居住する者が利用できるサービス

で、市町村が事業者の指定及び指導監督の権限

を持ちます。サービスの種類といたしまして

は、定員が２９人以下の特別養護老人ホームや

認知症対応型のグループホーム、訪問、通所、

泊まりの多機能を有する小規模多機能型居宅介

護などがございます。 

 不用額３１３２万円は、２９年度の利用見込

みを２７年度から２８年度上半期の増加率をも

とに算定いたしましたが、２８年度下半期から

の伸び率が低調となったことが主な理由でござ

います。 

 下の表の介護予防サービス給付事業２億４２

５３万２０００円は、要支援認定１、２の方

が、自立した生活ができるようにするための通

所リハビリテーションや福祉用具貸与などの介

護予防サービスを利用した場合、事業所へ給付

するものでございます。 

 また、平成２８年度から、新たな介護予防・

日常生活支援総合事業に取り組んだ影響で、前

年度と比べ約２億１０００万円減少しておりま

す。 

 次に、２１２ページをお願いいたします。 
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 上の表の介護予防サービス計画給付事業４３

９９万９０００円は、要支援認定１、２の方

が、居宅において介護予防サービスを利用する

場合に契約する地域包括支援センターが、介護

予防サービス計画、いわゆるケアプランを作成

し、それに基づき、サービス利用があった場合

に、プラン作成料の全額を地域包括支援センタ

ーに給付するものでございます。 

 不用額１０００万１０００円は、要支援１、

２の方の多くが利用されていた訪問介護サービ

ス及び通所介護サービスが、平成２８年度から

介護予防・日常生活支援総合事業の訪問系サー

ビス及び通所系サービスに位置づけられ、介護

予防サービス計画の対象外となって、当初の見

込みを大きく下回ることとなったためでござい

ます。 

 次に、２１３ページをお願いいたします。 

 上の表の高額介護サービス給付事業２億７６

６７万１０００円は、要介護認定１から５の方

の介護サービス利用に係る自己負担が、世帯の

課税状況等に応じた、一月の自己負担の限度額

を超えた分を、利用者に給付するものでござい

ます。 

 不用額１３３２万９０００円は、制度改正に

より利用者負担が１割から２割に変更になる方

で、高額サービス費に該当する方が、当初の見

込みを下回ったことが主な理由でございます。 

 次に、下の表、高額医療合算介護サービス給

付事業６８７６万８０００円は、医療保険の世

帯内で、要介護１から５の認定者が毎年支払っ

た１年間分の介護保険と医療保険の自己負担額

の合計が、負担限度額を超えた場合に給付する

ものでございます。 

 ここで、お手数ですが、決算書の７５ページ

をごらんいただいてよろしいでしょうか。 

 ７５ページの下から２段目をごらんくださ

い。２８７９万９０００円を流用しておりま

す。これは、平成２８年度中に支払うべきもの

が、国保連合会からのデータ送付がおくれ、２

９年度にずれ込んで支払うこととなったため

に、２９年度は２カ年度分の支払いを行ったこ

とが主な理由でございます。 

 それでは、調書のほうに戻りまして、２１４

ページをお願いいたします。 

 上の表の特定入所者介護サービス給付事業４

億８９２５万５０００円は、介護保険施設を利

用した場合の、食費と居住費に係る給付でござ

います。通常、食費と居住費は保険対象外とな

り全額が自己負担となりますが、低所得者につ

いては、負担軽減のため上限が設けられてお

り、その差額を施設に保険給付するものでござ

います。 

 不用額２０７４万５０００円は、平成２８年

８月から、遺族年金などの非課税年金も新たに

判定の対象とされたため、年間の収入の段階

が、これまで２段階だった方が、３段階と判定

された人数が約４００人ふえたことが主な理由

でございます。 

 下の表の訪問型サービス事業５８７８万２０

００円は、地域支援事業の介護予防・日常生活

支援総合事業のサービスの一つで、要支援者な

どを対象に、介護予防を目的としてホームペル

パーによる入浴、排せつ、食事などの身体介護

や掃除、洗濯、買い物などの生活援助を行うも

のでございます。 

 不用額１０９３万６０００円は、介護保険の

予防給付サービス利用から地域支援事業の介護

予防・日常生活支援総合事業利用への移行が、

当初の見込みを下回ったことが主な理由でござ

います。 

 次に、２１５ページをお願いいたします。 

 上の表の通所型サービス事業１億８４２３万

円も、地域支援事業の介護予防・日常生活支援

総合事業のサービスの一つで、要支援者などを

対象に、介護予防を目的として、自宅から施設

に通って入浴、排せつ、食事などの日常生活上
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の支援及び機能訓練を行うものでございます。 

 不用額２３０１万円は、先ほどと同じく、介

護予防・日常生活支援総合事業利用への移行

が、当初の見込みを下回ったことが主な理由で

ございます。 

 少し飛びますが、２１７ページをお願いいた

します。 

 上の表、地域包括支援センター運営委託事業

の１億２８２４万８０００円は、介護保険法に

設置が義務づけられている地域包括支援センタ

ーの運営を市内の６つの社会福祉法人等に委託

しておりますが、その委託料が主なものでござ

います。委託料は１法人２１００万円でござい

ます。 

 このほかにも、坂本・泉地区には、山間地域

での身近な相談窓口として、あんしん相談セン

ターを２カ所設置し、２つの社会福祉法人に運

営を委託しております。 

 歳出の御説明は以上でございます。 

 次に、歳入の主なものにつきまして、八代市

特別会計歳入歳出決算書で御説明いたします。

なお、１０００円未満は切り捨てて申し上げま

す。 

 まず、決算書の６４ページから６５ページを

お願いいたします。 

 款１・保険料、項１・介護保険料、目１・第

１号被保険者保険料の収入済額は２６億５８７

６万３０００円です。 

 節１・現年度分特別徴収保険料の２４億３０

６２万１０００円は、年金からの天引きにより

納付されたものでございます。なお、収入未済

額２５００円は、被保険者の死亡に伴い、年金

からの天引きがとまり、納付書等で納める普通

徴収へ切りかえる事務におきまして、一部誤り

がございましたので、特別徴収としては収入未

済となったものでございます。なお、現在は収

入済みとなっております。節２・現年度分普通

徴収保険料の２億１２８１万８０００円は、納

付書や口座振替で納付されたもので、収納率は

８６.３％、収入未済額は３３９５万８０００

円でございます。特別徴収と普通徴収を合わせ

た現年度分の収納率は９８.８％で、これは前

年度から０.２％ふえております。節３・滞納

繰越分保険料では、介護保険法に基づく不納欠

損処分が２３６５万７０００円ございます。 

 ２つ飛びまして、款４・支払基金交付金、こ

れは、社会保険診療報酬支払基金を通して交付

されます、第２号被保険者の保険料に相当する

ものでございます。 

 次に、款５・国庫支出金、項１・国庫負担

金、目１・介護給付費負担金２７億１９１万２

０００円は、介護給付費に対する国の負担分

で、負担割合は施設分が１５％、居宅などその

他の介護分が２０％でございます。 

 項２・国庫補助金、目１・調整交付金１０億

７１２２万６０００円は、７５歳以上の人口や

高齢者の所得状況など、市町村間の格差による

介護保険財政の不均衡を是正するために交付さ

れるものでございます。 

 次に、６６、６７ページをお願いいたしま

す。 

 上から３段目になりますが、款６の県支出

金、項１・県負担金、目１・介護給付費負担金

の、今度は６７ページのほうにいきまして、節

１・現年度分ですね、１８億９６０１万８００

０円は、介護給付費に対する都道府県の負担分

で、負担割合は施設分が１７.５％、居宅など

その他の介護分が１２.５％でございます。 

 それから、一番下の段になりますが、款８・

繰入金、項１・一般会計繰入金、目１・一般会

計繰入金２０億８６３９万６０００円、これは

は一般会計からの法定内繰入金でございます。 

 その主な内訳を御説明いたしますと、節１・

介護給付費繰入金１６億４８３０万３０００円

は、介護保険法に基づく市町村の負担分のう

ち、介護保険給付費に対するもので、負担割合
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は１２.５％でございます。 

 次に、６８、６９ページをお願いいたしま

す。 

 ６９ページの上から２段目、低所得者保険料

軽減繰入金ですね、３３１０万６０００円、こ

れは介護保険料の第１段階の軽減措置に伴うも

ので、一般会計に対しては国庫負担金２分の

１、県負担金４分の１ございます。 

 次に、その下の節５・その他一般会計繰入金

３億３２０３万２０００円は、備考欄にありま

すとおり、事務費分と人件費分の全額を繰り入

れるものでございます。 

 次の款９・繰越金３億８９０１万１０００円

は、平成２８年度からの繰越金でございます。 

 次の款１０・諸収入では、一番右側に収入未

済額が１７８５万４０００円ございます。 

 内訳は、７０、７１ページになります。お願

いいたします。一番右側の備考欄をお願いいた

します。 

 備考欄の中ほどより下のところに、収入未済

額内訳がございます。そのうちの介護報酬返還

金（過年度分）１２６４万４０００円、それ

と、その下の加算金（過年度分）５１３万５０

００円、これは、本市及び宇城市にありました

介護保険事業所が、国の運営基準に基づかない

事業を行い、介護報酬を不正に受領したため、

市が返還請求しているもので、その残額になり

ます。 

 うち、本市にあった事業所は、月々の返還計

画に基づいて分割返還中ですが、宇城市にあっ

た事業者は返還に応じないことから、関係自治

体と共同で介護給付費報酬返還等請求訴訟を行

っているところでございます。 

 以上で、議案第１１７号・平成２９年度八代

市介護保険特別会計歳入歳出決算の説明とさせ

ていただきます。御審議のほどよろしくお願い

いたします。 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） ちょっと全般的な印

象なんですけど、不用額が結構大きく出てます

よね、いろんな歳出に関して。特に、これ、皆

さんが健康になって利用が減ったということで

はなくてとは思うんですけど、実際の利用者数

だとか、そういったものの活用の状況なんかは

どうなっているのかなと思いまして。（｢サー

ビス料ですかね」と呼ぶ者あり）そうですね。 

○長寿支援課地域支援係長（元村純子君） 総

合事業のほうで申し上げますと、総合事業のほ

うは、平成２８年４月からスタートした新たな

事業となりまして、平成２９年度の予算に関し

ては、平成２８年４月から９月の６カ月間の実

績しかございませんでしたので、その実績から

ですね、予算を計上いたしました。全国一律で

サービスが提供されております予防給付から、

市町村が行う総合事業のサービスへの移行分を

多く見込み過ぎたということが理由の一つと、

また、総合事業につきましては、要支援の認定

を受けてなくても、国が示しております基本チ

ェックリストというものに該当される方もです

ね、総合事業を受けることができるということ

から、チェックリストの該当者を多く見込み過

ぎたということが不用額の大きな原因となって

おります。 

 以上です。 

○委員（橋本幸一君） 結局、この介護事業か

ら市町村の事業に移らざるを得なかったという

ことで、結局要支援１、２の方々、当時実数で

何人ぐらいおられたんですか。 

○長寿支援課長（鶴田洋明君） 平成２９年度

末の状況ではですね、要支援１、２を合わせま

して約１９００名ですね。 

○長寿支援課地域支援係長（元村純子君） 済

みません、２８年度から申し上げます。２８年

度、年度末につきましては、要支援１、要支援
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２、合わせて２１１０人。２９年度末になりま

すと、要支援１、要支援２、合わせて２０３０

人ということで、総合事業の影響で、要支援認

定の認定者数は減ってはおります。（委員橋本

幸一君「はい、わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（上村哲三君） ほかにございません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（野﨑伸也君） 質疑でもありましたけ

れども、全体的に不用額が、やはり気になるか

なと、今回の決算の中においてですね。制度の

改正だったり、いろいろな要件の変更によって

ですね、ちょっと予算立てが難しかったのかな

というのもありますけれども、今後ですね、事

業を精査していただいて、やはり大きな不用額

が出ないように、予算立てのお願いをしたいと

いうふうに思います。（｢はい、わかりまし

た」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） ほかに意見ございま

すか。 

○委員（金子昌平君） 訪問型サービス事業の

エプロンケアサービス事業で、ちょっといろい

ろ情報がありましてですね、報酬が少なかった

りだとか、事業所が、ちょっと安過ぎて手放し

たりだとか、何かちょっとそういうのを小耳に

するんで、実態を把握していただきたいなとい

うことでございます。（｢はい、わかりまし

た」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） ほかにございます

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、ないよう

ですので、これより採決いたします。 

 議案第１１７号・平成２９年度八代市介護保

険特別会計歳入歳出決算について、これを認定

するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（上村哲三君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

                              

◎議案第１２２号・平成２９年度八代市診療所

特別会計歳入歳出決算 

○委員長（上村哲三君） 次に、議案第１２２

号・平成２９年度八代市診療所特別会計歳入歳

出決算について、健康福祉部から説明願いま

す。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（丸山智子君） 八

代市診療所特別会計歳入歳出決算につきまして

は、健康福祉政策課の續課長から御説明申し上

げますので、よろしくお願いいたします。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） 健康福祉

政策課の續でございます。よろしくお願いいた

します。 

 それでは、議案第１２２号・平成２９年度八

代市診療所特別会計歳入歳出決算につきまして

御説明をいたします。 

 失礼して、着座にて説明させていただきま

す。 

 診療所特別会計は、泉地域の五家荘地区にご

ざいます椎原診療所、下岳地区にございます下

岳診療所、及び柿迫地区にございます泉歯科診

療所の３つの僻地診療所の運営管理に係る事業

でございます。 

 それでは、まず、決算状況について御説明を

いたします。 

 平成２９年度における主要な施策の成果に関

する調書・その２の２３２ページをお願いいた

します。なお、調書の金額は１０００円単位

で、１０００円未満を四捨五入して申し上げま

す。 

 まず、表の下のほうの合計欄をごらんくださ

い。右側の歳出でございますが、予算額８４２

３万８０００円に対しまして、決算額７８７９



 

－64－

万４０００円となっており、予算額に対する執

行率は９３.５％となっております。 

 次に、左側の歳入でございますが、予算、決

算ともに、歳出と同額となっており、決算額は

７８７９万４０００円となっております。 

 なお、診療所特別会計は、歳出から事業収入

や補助金収入などの歳入を差し引いた額を一般

会計からの繰入金で対応いたしております。そ

のため、歳入歳出差引額はゼロ円となってお

り、翌年度への繰り越すべき財源もございませ

んので、実質収支額もゼロ円となっているとこ

ろでございます。 

 次に、内容について説明をさせていただきま

すが、歳入につきましては、特別会計歳入歳出

決算書にて、また、歳出につきましては、主要

な施策の成果に関する調書・その２について、

それぞれ説明をいたします。 

 まず、歳出のほうから御説明をいたします。 

 主要施策調書の２３３ページをお開きくださ

い。 

 上段の椎原診療所一般管理事業は、医療機関

がない五家荘地区の住民に、安定的な医療の提

供を図るために設置をいたしました椎原診療所

に係る運営経費でございます。決算額は１７３

０万２０００円でございます。 

 支出の主なものは、看護師２名、患者送迎車

運転手１名及び医療事務職員１名に係ります臨

時職員の賃金７３６万４０００円のほか、レセ

プト点検及び請求事務を行います医療事務業務

委託経費８８万９０００円、医療事務システム

リース経費５６万円などでございます。また、

備品購入費といたしまして、デジタルエックス

線画像診断システム機器の更新経費として２７

８万６０００円を支出いたしております。 

 現在、椎原診療所には、県から自治医科大学

卒の常勤医師１名を派遣されているところでご

ざいますが、全県的にも、僻地医療に従事いた

します医師が慢性的に不足している状況でござ

います。 

 しかし、五家荘地区の唯一の医療機関である

ことから、今後も県と連携して、継続した常勤

医師の派遣をお願いするとともに、学会や研修

などに参加して医師が不在の際に、代診医の派

遣の協力を、僻地医療拠点病院にお願いすると

いった、僻地の診療所で医師が勤務をしやすい

よう、勤務環境の改善にも努めてまいります。 

 また、必要な医療機器の更新も適宜進め、ス

タッフの研修などによる技術の向上、医療水準

の向上を目指してまいります。 

 次に、下段の下岳診療所一般管理事業は、椎

原診療所と同じく、医療機関がない下岳地区の

住民に、安定的な医療の提供を図るために設置

をいたしました下岳診療所に係る運営経費でご

ざいます。決算額は１８６０万円でございま

す。 

 その主なものは、診療所の兼任管理委託料１

６１５万円で、下岳診療所では、診療業務を八

代郡医師会にお願いをいたしており、会員であ

る柿迫地区の横田診療所から、医師１名、看護

師２名及び放射線技師１名が、毎週火曜日と金

曜日に来て、診療を実施いたしております。 

 その他には、医療事務システムリース経費５

６万円や、隣接する医師住宅の廊下の板の張か

え、あるいは和室のクロス張りかえなど４３万

４０００円などを支出いたしております。 

 次に、２３４ページ、上段の歯科診療所一般

管理事業でございます。歯科診療所がない泉地

域の住民に、安定的な歯科医療の提供を図るた

めに、柿迫地区にございます振興センターいず

みの中に設置をいたしました泉歯科診療所に係

る運営経費でございます。決算額は２３９万９

０００円でございます。 

 その主なものは、歯科診療所の兼任管理委託

料２３４万６０００円で、こちらも歯科診療所

の診療業務を、八代歯科医師会のほうへ業務委

託をいたしております。会員である氷川町の松
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枝歯科医院から、歯科医師１名、歯科衛生士１

名が、毎週土曜日の午前中に来て、診療を実施

しているところでございます。 

 次に、下段の椎原診療所医療事業でございま

すが、これは診療に際して、症状、原因などの

的確な把握のために行います血液検査の検査機

関への委託や、治療に使用いたします医薬品、

医薬材料の購入費でございます。決算額は１４

３０万５０００円でございます。 

 主なものは、医薬品の購入費１３４２万８０

００円、血液検査等の委託７１万３０００円で

ございます。 

 次に、２３５ページの上段、下岳診療所医療

事業でございます。先ほどの椎原診療所と同じ

く、血液検査の委託や医薬品、医薬材料の購入

費で、決算額は７４９万８０００円でございま

す。 

 同じく、主なものは医薬品の購入費７３０万

６０００円でございます。 

 次に、下段の歯科診療所医療事業は、歯科診

療所において使用いたします医薬品や医薬材料

の購入、あるいは患者さんの症状に合わせまし

た義歯の製作、加工などの委託を行うもので、

決算額は３万４０００円でございます。２９年

度の支出は、全て医薬材料の購入でございま

す。 

 以上で、歳出の説明のほうを終わらせていた

だきます。 

 続きまして、歳入の御説明をいたします。 

 歳入は、決算書のほうで説明をいたします

が、金額は１０００円単位で申し上げます。１

０００円未満につきましては切り捨てた額を申

し上げます。 

 決算書の１５９ページをお願いいたします。 

 中ほどの収入済額の欄をごらんください。ま

ず、款の１・診療所事業収入、項１・診療収

入、目１・保険収入、節１・保険診療報酬は３

１９０万３０００円でございます。これは、各

診療所で行いました保険診療に対して支払われ

る診療報酬でございます。その内訳は、右側の

備考欄にございますように、椎原診療所が１８

７９万２０００円、下岳診療所が１３０７万２

０００円、歯科診療所が３万９０００円となっ

ております。 

 次の目２、節１・一部負担金収入５７７万８

０００円は、受診者が窓口で支払う自己負担金

でございます。その内訳は、現年度分、過年度

分合わせまして、椎原診療所が３３４万３００

０円、下岳診療所が２４２万８０００円、歯科

診療所が６０００円でございます。 

 次、款の２・使用料及び手数料、項１・使用

料、目１、節１・診療所使用料１２万９０００

円は、下岳診療所にございます医師住宅の使用

料でございます。 

 項の２・手数料、目１、節１・診療所手数料

１３２万５０００円は、予防接種の手数料や、

診断書、意見書の作成料などでございます。 

 款の３・県支出金、項１・県補助金、目１・

僻地診療所県補助金、節１・僻地診療所運営費

補助金６４９万４０００円は、椎原診療所の運

営費の補助金でございます。次の節２・医療施

設等整備費補助金１４２万５０００円は、椎原

診療所で更新をいたしましたデジタルエックス

線画像診断システム機器の経費に対する補助率

２分の１の補助金でございます。 

 款の４・繰入金、項１、目１、節１・一般会

計繰入金は３００１万２０００円でございま

す。これは一般会計からの財源補塡のための繰

入金でございます。 

 ページをおめくりいただきまして、１６１ペ

ージの中ほど、収入済額をごらんください。 

 款の６・諸収入、項１、目１・雑入、節１・

売上収入１４万７０００円は、椎原診療所に設

置しております太陽光発電の余剰電気の売上収

入でございます。次の節２・雑入２７万８００

０円は、主なものは、振興自治宝くじの収益金
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を財源といたしまして、椎原診療所の医師が研

修などを受ける際に使用いたします旅費などに

対する、地域社会振興財団からの長寿社会づく

りソフト支援事業費交付金でございます。金額

は２６万２０００円でございます。 

 最後に、款の７、項１・市債、目１、節１・

診療所事業債１３０万円でございますが、これ

は、先ほど県補助金のところで申し上げました

デジタルエックス線画像診断システム機器の更

新に係ります起債の借入額でございます。 

 以上、収入済額は、合計７８７９万４０００

円でございます。 

 以上で、平成２９年度八代市診療所特別会計

歳入歳出決算についての説明とさせていただき

ます。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） 泉の歯科診療所です

けど、済みません、ちょっと診療日をはっきり

聞きそびれた、記録し忘れたのと、ユニット数

とか、実際の診療の内容をちょっと教えていた

だけたらなと思うんですけど。 

○健康福祉政策課長（續 良彦君） 泉の歯科

診療所におきましては、毎週土曜日の午前中だ

けとなっております。これは、実際にこちらの

診療所に来ていただきます医師の方が、平日は

御自分の診療所のほうをされておりますので、

その関係上、土曜日の午前中というふうになっ

ております。 

 診療内容につきましては、複雑な歯科診療

は、ちょっと難しゅうございますので、義歯の

製作であったり、比較的軽度の虫歯の治療であ

ったりとか、そういったようなところでの対応

ということになっております。（委員橋本徳一

郎君「ちょっと内容というか、金額的に余り大

がかりなものはないなという印象があるので、

確認させてもらいました」と呼ぶ） 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１２２号・平成２９年度八代市診療所

特別会計歳入歳出決算について、これを認定す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（上村哲三君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

 以上で、付託されました案件の審査は全部終

了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で、本日の委員会の日程は全部終了いた

しました。 

 これをもって、文教福祉委員会を散会いたし

ます。 

（午後４時４６分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成３０年９月２８日 

文教福祉委員会 

委 員 長 
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